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　俺おれは今、ファストフード店『ラッキーバーガー』の入り口前に立っている…………クマのぬいぐるみを持って。




「ねぇ何あれ～？」

「わかんない、キモ～」

　そんな俺の前を二人の女子高校生が横切り、顔をしかめながらはっきりとそう言ったのが聞こえた。

　……消えたい。

　しかし女子高校生が気持ち悪がるのも当然である。同い年くらいと思おぼしき男子が、そこそこに大きくてかわいらしいクマのぬいぐるみを抱だいて、ファストフード店の前に立っているのだ。怪しさ満点である。今度は親子連れがやって来た。

「ママ～！　あのおにいちゃん、おおきいのにどうちてくまたんもってるの？」

「シ～ッ！　見ちゃいけませんっ！」

　小さな女の子を連れたお母さんは、そう言うと足早に去って行った。ですよね。そうなっちゃいますよね。

　……うん、消えたい。

　俺は今、ネットで知り合った顔も知らないある人を待っている。クマのぬいぐるみは待ち合わせの目印だ。どうしてクマのぬいぐるみなのかって？　そんなことはこっちが聞きたい。そういう指示だったのだ。男の一人っ子の家でクマのぬいぐるみを見つけるのは至難の業わざで、家中をひっくり返してようやく見つけたのである。ちなみに持ち出す時、母親に見つかりとても不審がられた。

「あんたそんな大きなクマ持ってどこに行くの!?」

「ほっといてくれよ、俺はクマが好きなんだっ！」

　などと、謎なぞのクマ大好き宣言までしてしまった。しかし身内からの白い目などはまだ序の口である。目の前の歩道は思ったより人通りが多く、俺はさっきからずっと不審な目で見られていた。あいにくだが、軽けい蔑べつの眼まな差ざしを快感へと昇しよう華かできるほどの変態スペックは、まだ持ち合わせていない。よって、先のように何度も消えたくなる事態が起こった。

　ここに来るまでは、これから待ち受けるであろう出来事が不安で胃が痛かったが、今となってはこの状況にこそ胃が痛い。

「もう……怖いお兄さんでも誰だれでもいいから早く来てくれよう……」

　思わず呟つぶやいたその時である。

「ん？」

　小学校低学年らしき三人の幼女が近くにやって来た。しかも立ち止まって、俺のことをじいっと見ている。

　女子高校生と人妻の次は、幼女からの白い視線か……フッ……各ジャンルを網もう羅らじゃねえか……しかもこんなにかわいい幼女三人とは、特定層から羨せん望ぼうの眼まな差ざしを送られそうだぜ……。

　しかし残念ながら俺おれはその特定層ではないので、幼女に蔑さげすまれたところで何の快感も生まれない。どうせ蔑まれるのであれば年上のお姉さんがいい。よってこの三さん択たくであれば人妻が正解だ。というわけで早く店に入ってくれ！　このご時世、君たちみたいな年齢の子と関かかわるのが一番危険なんだよっ！　まして俺は今ただでさえ不審者なのだから……！

　心の中で色々な思いが交こう錯さくする。俺はなるべく目を合わせないように時が過ぎるのを待った。だがしかし。

　じ────────。

　幼女たちは俺から目を離さない。気になってしまい、つい横目でちらりと見てしまった。

　その三人は、長い髪をツインテールにした目のパッチリした女の子と、子供らしい艶つやのある髪を姫カットにした女の子、そして派手な格好をして髪を盛ったギャル風の女の子というラインナップだった。そして全員もれなくかわいい。

　じ────────。

　うっかり目が合ってしまい、慌あわててそらす。しかし幼女たちは俺をロックオンしたままだ。

　な、なんだよ。なんでじっと見てんだよ！

　じ────────。

　お兄さんはこう見えても忙しいんだっ！　早くどっか行きなさいっ！

　じ────────。

　注がれる三つの視線に耐え切れず、いっそ店内に入ってしまおうとくるり背を向けたその時だった。




「ねぇ！　あなたがＴＡＫＡさん？」




　幼女に、呼び止められた。

　…………え？

　恐る恐る振り向く。するとツインテールが、俺を指さしてニッコリと笑っていた。

「ねぇ、ＴＡＫＡさんでしょう？」

　なんと表現したらいいだろう。そう、小さい子がイタズラをする時に作り出す、少し残ざん酷こくさの混じった笑み。俺の防衛本能が、咄とつ嗟さに警告を出した。

「違います」

「ふえっ。そ、そんなはずは……だってクマを持ってくるように指示をしたのは、私たちですのに……」

　姫カットの女の子が、おっとりとした口調で言う。

　まさか本当にこいつらが俺おれの待ち人なのか？　でも、どうしてこんな子供が……？

「ねぇ、ＴＡＫＡさんなんでしょうっ!?　ねぇってばぁ～！」

　ツインテールがしつこく俺に迫る。

「だ、だから違うって！」

　尚なおも否定すると、今度はミニギャルが叫んだ。

「え～ちがうわけないじゃ～ん！　だぁってこんなクマのぬいぐるみ持って立ってるヘンな人～、フツーに考えているわけないしぃ～！」

「変だってわかってんなら、こんな条件提示するなよっ！」

　しまった……！　ハッとしたが、時すでに遅し。

「やっぱりあなたがＴＡＫＡさんね！」

　そう言うと三人の幼女は、三者三様の笑みを浮かべた。そう、例の、「小さい子がイタズラをする時に作り出す、少し残ざん酷こくさの混じった笑み」である。そしてゆっくりと俺ににじり寄り、

「わ、わあっ」

　ガッと両腕にしがみついた。そしてこう言ったのである。




「わぁ～い！　お兄ちゃんっ！　早くお店に入って『ラッキーセット』食べようっ♪」




「!?」

　何が起こったのか、俺は理解できないでいた。しかし、

「ねえ、ほらっ！　お兄ちゃん早くっ！」

　とツインテールにわき腹を小突かれ、わけがわからぬまま、この状況を受け入れてしまったのである。

「そ、そうだね～。じゃあ行こうかっ」

「うわぁ～い！」

　じゃれつく三人。

「ほぅ～ら、クマさんのぬいぐるみだぞ～♪」

　そしてついでなので「クマさんを持っていたのはこの子たちのためであって俺は変な人じゃないんですよ～」アピールをしておいた。

「よーし！　じゃあ今日きようは、ぜぇーんぶお兄ちゃんのおごりだねっ！」

　ツインテールが俺の腕にギュッとしがみつき、その仕草は確かにとてもかわいいのだけれど、そのかわいさのままナチュラルにおねだりをされたことに気が付き驚きよう愕がくする。

「えっ？　ぜ、全部!?」

「あったりまえだしぃ～。だってぇ～お兄ちゃんなんだからぁ～！」

「な、なんだか申し訳ないですが……よろしくお願いしますね。お、お兄ちゃん……」

　驚おどろいている俺おれをよそに、ミニギャルがもう片方の腕をがしっと摑つかみ、姫カットはＴシャツの裾すそをきゅっと摘つまむ。

　完全包囲……俺は逃げられないことを悟った。




　…………どうしてこうなった？




　三人の幼女に引っ張られるようにして店内に連れ込まれながら、俺は遠い目をして自分に問いかける。

　わかっていることは一つだけ。

　あのサイトに書き込みをしたせいで、こんなことになってしまったということである。
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『小学生の君』


控えめな梅うめのように恥じらった君は

その薔ば薇ら色いろの唇くちびるをゆっくりと動かす

ほんのりと薄うす桃もも色いろの頰ほおは春の桜さくら

そして僕にゆっくりと手を振る

一輪の百ゆ合りのようにたおやかなその仕草

君の笑顔はまるで向日葵ひまわりのよう……






「ふう……いいポエムだぜ……」

　そう呟つぶやくと俺おれは、スマホで見ていたポエムブログ『姫ひめ恋こい日記』をそっと閉じた。

　今日きようのポエムはまた一段と素晴らしい。麗うるわしの君である少女を、全すべて花に例えて表現している。そしてその少女の設定がまた絶妙だ。

『小学生の君』

　小学生の女の子というのは、本当にまるで花のようである。しかし花屋に並ぶような華か美びな切り花ではない。野に咲く、色とりどりの自然の花々。それは何も手を加えなくとも美しく、強く可か憐れんに咲き誇る……思わずため息をついた。

　そう、俺はあの時、そんな一輪の花に恋をしたんだ……。その素晴らしいポエムは、俺こと山やま田だ孝たか男お・高校一年生を、一いつ瞬しゆんで感傷的な気持ちにさせた。




　ああ、小学生の頃ころに戻りたい。




　あの頃はよかった。なんていうか、平等だった。各おの々おのの個性が、「個性」として存在できていた。先のポエムで例えるのならば、小学生の子供たちは、皆一様に野に咲く自然の花々だったのだ。姿形は違えど、「花」であることに変わりはない。それぞれの見た目や個性で、自信を持って咲き誇っていた。

　しかし今はどうだろう？

　俺は、ホームルームを前に束つかの間の自由時間を満喫している教室を見渡した。入学して半年以上も経たつと、仲良しのクラスメイトは限られてくる。そこには、いくつかの小さなグループが存在していた。集まっている生徒たちの見た目や雰ふん囲い気きは、何な故ぜかとても似ている。文化系、運動系、派手系、地味系……そのグループに対しては色々な名付け方ができる。でも俺は、大おお雑ざつ把ぱにこの二つに分けられると思うのだ。




「イケてる」グループと「イケてない」グループ。




　そして学校というこの狭い世界では、「イケてる」か「イケてない」かが全すべてと言っても過言ではない。高校生になってからは、特にそれを実感している。二つのカテゴリのうち、どちらに所属するかでその後の高校生活の立ち位置が非常に大きく左右されるのだ。それは文化祭や体育祭などの大きなイベントではもちろんのこと、毎日の学校生活での些さ細さいなことにまで影えい響きようする。

　そう、いつのまにか俺おれたちは、野に咲く自然の花々ではなく、値段を付けられ花屋に並べられた切り花になってしまった。

　そして値段を付けるのは何な故ぜか、同じクラスメイトである「イケてる」生徒たち。その切り花の本当の価値を調べもせず、見た目の美しさや華はなやかさだけで、値段を付けていく。その値段により、クラス内の立ち位置が決められてしまう。そしてできあがるのが、学校という狭い世界でだけ通用する身分制度。いわゆるスクールカーストというやつである。

　一度その位置を確定されると、そこから動くのはまず難しいと言っていいだろう。そして時が経たてば経つほど、その身分制度はある種の安定感を持って、クラスの平和すら保っている。俺が通っているような、いわゆる普通の公立高校では尚なお更さらだ。

　ちなみに俺、山やま田だ孝たか男おはと言うと、残念ながら「イケてない」グループにカテゴライズされる存在だろう。まずルックスは並以下。「やさしそう」だとよく言われるが、逆に言うとそれ以外は言われたことがない。スポーツは大の苦手。成績は得意な文系科目のおかげで悪くはなかったが、それでもこの進学校ではごく普通レベルである。ゲームで言うなら雑ざ魚こキャラ、アニメで言うならモブキャラ程度の存在であり、女子たちからは「山田孝男くん？　ああ、いい人そうだよね。よく知らないけど」程度のイメージで終わる、平々凡々な高校生だ…………自分で言っていて悲しくなってきた。俺は独り打ちひしがれる。その時だった。




「委員長！　ちょっといいかな？」

　まるで女性向け恋愛シミュレーションゲームのキャラクターのようなイケメンボイス。「委員長」という単語に反応し、俺は顔を上げる。声の主ぬしは、サッカー部のエースでイケメンのモテ系男子、進しん藤どう雅まさ也やだった。振り向いたのは、黒髪の清せい楚そな美少女。俺は平静を装よそおいつつも、その会話に耳をそばだてた。

「なぁに？　進藤くん」

「今日きようの数学でわかんないところあってさぁ～。ちょっと教えてくんない？」

　女子慣れしたチャラい口調で、気安く話しかける進藤。雑誌に載っているようなお洒落しやれな髪型、だらしなくない程度に着き崩くずされた制服、そして爽さわやかな笑顔。悔くやしいけれど、その雰ふん囲い気きはやっぱりなんていうか「イケてる」。

「うん、いいよ。私がわかるところなら……」

「優等生の美人委員長がわからないわけないって！」

「も、もう……進しん藤どうくんったらからかって……」

「ははっ。ごめん、ごめんっ！　だって本当のことだからさっ。で、この問題なんだけど……」

　そう言うと進藤は、委員長がその問題に注力したのをいいことに、その顔をぐっと近付けた。ちくしょう、進藤め……なぁにが「だって本当のことだからさっ」だよ。ちょっとイケメンだからって、キザな台詞せりふ吐きやがって。しかも顔！　近いんだよっ！　俺おれは忌いま々いましい気持ちになりながらも、黙って二人を見つめる。しかし浅はかな俺の目は、すぐにその少女だけにピントを合わせた。

　さらりとした長い黒髪。真っ白な肌はだは、ほんのりと桜さくら色いろに染まった頰ほおを際きわ立だたせている。メイクなんてしなくても充分に美しいが、リップくらいは塗っているのかもしれない。ぷっくりとした唇くちびるがピカピカと光っていた。清せい楚そなイメージに相反するその艶つやっぽさに、思わずドキっとしてしまう。問題が難しいのだろう。その艶めいた唇を「んー……」とすぼめて、シャープペンシルを弄もてあそんだ。ああ……なんてかわいいんだろう……俺はうっとりと見み惚とれた。

　彼女の名前は緒お方がた姫ひめ子こ。

　ルックスは見ての通り抜群で、成績は常に学年トップクラス。前・後期共にクラス委員長を務める、絵に描かいたような優等生だ。それに加えて、誰だれにでもやさしく人当たりのいい性格なので、男女問わず好かれている。そんな、非の打ちどころのない美少女。

「ここがこうなるから……答えは……こうじゃないかな？」

　ようやく答えが導き出せたらしく、彼女はパッと明るい笑顔を浮かべた。

「なるほどね～！　さっすが委員長！　めっちゃわかりやすかったよ」

「本当？　よかった」

「ありがとね。姫子ちゃんっ！」

　そう言って進藤は、緒方の肩にポンと触れた。姫子ちゃん!?　しかも肩に触った……だ……と……？　俺はわなわなと震ふるえた。心を落ち着けようと、ポケットからスマホを取り出す。




　高校生活を支配する、暗黒のスクールカーストが奪うばった最大の「モノ」を知っているだろうか？




　そしてブログサイトのアプリを起動した。『日記を書く』という項目をタップする。そこに文字を書き込もうとするが、指が震えてうまくいかない。ようやく打ち込んだのは、『イケメン滅びろ』という真実の心の叫びだった。違う、こんなことが書きたかったんじゃない。もっと高こう尚しようで崇すう高こうな、魂たましいの叫びを書くはずだったのに……！　と、俺は悶もだえた。




　暗黒のスクールカーストが奪った最大の「モノ」……それは……。




「ねぇ、姫ひめ子こちゃん……」

　去り際ぎわ、進しん藤どうが緒お方がたの耳に顔を近付ける。俺おれはスマホを片手に、その様子を凝ぎよう視しした。進藤の口がゆっくりと動く。そしてこう言った。




「俺、姫子ちゃんみたいなタイプ……超好みかも」




　ぷちん、と、俺の中で何かが切れた。




　はぁああああっ!?　おまえ今なんつった？　緒方になんつった!?　超好みかも!?　かもってなんだよ、かもって！　そんな曖あい昧まいな感情の癖くせに超なんてつけてんじゃねえよ！　矛む盾じゆんしてんだろうがよ！　そんな中途半はん端ぱな気持ちで緒方のこと好きとか言ってんじゃねえよっ！　このサッカー馬ば鹿かの雰ふん囲い気きイケメン！




　一気にまくし立てる。無論、心の中で。

　イマドキイケメン男子の進藤が、緒方を狙ねらっているというのは見ての通りであり、クラスの周知となっていた。あのルックスと性格の良さで、緒方は当然のようによくモテる。狙っている男子はたくさんいるだろう。しかし相手が進藤では分ぶが悪いので、表立ってアプローチをかける者はほとんどいない。進藤に関しても同様だ。ミーハーな取り巻き女子はたくさんいるが、わかり切った意中の相手（しかも美人委員長）がいる男子に本気になるほど、彼女たちも暇ひまではないだろう。

　よって生まれるのは、「二人は公認のお似合いカップル」という雰囲気。




「っ…………！」

　俺は声にならない悲痛な叫び声を上げた。ち、ちくしょう……俺だって……俺だって……。進藤は、尚なおも緒方と楽しそうに喋しやべっている。見間違いであって欲しいと思うが、緒方も楽しそうに笑っているように見えた。




　暗黒のスクールカーストが奪うばった最大の「モノ」……それは………………恋愛の権利だ。




　入学して半年以上も経たつと、クラス内にチラホラとカップルができ始める。そのカップリングを見れば歴然であった。誰だれもが認める美男美女カップルや、志の高い秀才カップル、スポーツ万能の爽さわやかな運動部カップルまで……恋をしている奴やつらは、なんていうか軒のき並なみ「イケてる」んだ。つまり「イケてない」奴らに恋愛のチャンスなど、ない。

　俺おれは再び、スマホの画面に顔を落とした。もうこれ以上、楽しそうな二人を見たくなかったからだ。




　俺は…………緒お方がた姫ひめ子このことが好きだ。




　それは小学三年生の頃ころから、七年間ずっと。

　この高校だって、彼女と同じ学校に通いたくて猛もう勉強して受かったんだ。並の成績だった俺が、この進学校に入学できたのは、奇跡だったと思う。俺は七年間ずっと彼女のことを見てきた。だから、この気持ちだけは誰だれにも負けないと思っている。

　でも……そんなことが何だというんだ？

　俺を待っていたのは、そんな暗黒のスクールカーストの現実だった。「イケてない」俺には、恋愛なんてする権利はないんだと知った。大げさだって笑う奴やつもいるかもしれない。




　でも俺は、その洗礼を受けてしまった。




　そして怖くなった。俺なんかが、彼女のことを好きでいちゃいけないって、思うようになってしまったんだ。




「ホームルーム始めるぞー」

　担任が教室に入って来て、生徒たちは蜘く蛛もの子を散らしたように席へと戻る。進しん藤どうが緒方から離れたので、ようやくほっとした。同じように、緒方も本当は嫌いやで今ほっとしていてくれたらいいな、なんて思う。斜め前方に座った彼女の横顔を、ちらりと盗み見た。サラサラの黒髪が、ふわりと風に舞う。ああ……やっぱりかわいいな……。

　それは、七年間想おもい続けても色いろ褪あせない気持ち。不意に、インスピレーションが湧わいた。俺は鞄かばんを机の上に置くと、それで隠すようにしてスマホを弄いじる。ブログアプリを起動し、さっき下書き保存をした日記を読み出した。そして文字を打ち込む。




『タイトル：麗うるわしの姫は漆しつ黒こくの黒髪』




　タイトルは忘れないうちにメモっておかなければならない。ついでに本文の箇か所しよに書いてある『イケメン滅びろ』の文字を消すと、日記を下書き保存した。よし、いい詩が書けそうだ。

　ようやく気持ちが落ち着いてくる。俺は安心して、そっとポエムブログ『姫ひめ恋こい日記』を閉じた。





＊






『麗うるわしの姫は漆しつ黒こくの黒髪』


悪戯いたずらな秋の風は

貴女あなたのその美しい黒髪を

まるで天てん女によの羽は衣ごろものように

ふわり舞い上がらせる

嗚あ呼あ、貴女は僕のおおおおおおお






「あーっ、うまくいかねえっ」

　パソコン画面に向かってそう叫ぶと、俺おれはバックスペースキーを連打した。閃ひらめいたインスピレーションを元に、日課であるポエムの更新に勤いそしんでいたのだが、どうにもうまく書けない。おそらく、今日きようの出来事が影えい響きようしているのだろう。いい感じの雰ふん囲い気きになっていた緒お方がたと進しん藤どう。悔くやしいと同時に、何もできない自分が情けなくてたまらなかった。

「なーにが麗しの姫だよ……」

　中一の頃ころからずっと続けているポエムブログ『姫ひめ恋こい日記』。タイトル通り、このブログは緒方姫ひめ子こへの恋心をポエムにして全編に綴つづっている。

　気持ち悪いって？　うん、知ってる。

　でも、報むくわれない恋のフラストレーションを昇しよう華かさせるには、これしかなかったんだ。まさかこんなにも長く続く（＝こんなにも長く報われない）とは思わなかったけれど。

「はぁ……イケメンになりてえなぁ……」

　思わず声に出して呟つぶやく。悔しいけれど、やっぱり進藤はかっこいい。制服の着こなしは垢あか抜ぬけているし、バッチリ決めた無む造ぞう作さヘアはまるで雑誌のモデルのようだ。運動神経は抜群で、体育の時間になれば必ず女子の黄色い声が上がる。俺だってもし進藤みたいな男に生まれていたら…………やめよう、不毛な妄もう想そうだ。再びため息をついた。

「せめて……誰だれかに相談できたらなぁ……」

　緒方のことが好きだということは、今まで誰にも話したことがない。話して笑われたり、馬ば鹿かにされるのが怖かったからだ。

「恋愛……相談、か……」

　ふと何気なく、インターネットの検索窓に「恋愛相談」と打ち込んでみる。大手サイトの質問広場や掲示板、有料の相性占いなどなど、すぐにたくさんのサイトが出てきた。それだけ世の人が恋愛について悩んでいるということなのだろう。やはり恋愛とはそれだけ難解にして高度なものなのである。

「ん？」

　何か参考になりそうなサイトはないかと画面をスクロールしていると、ある一つのサイトが目に留まった。




『恋愛相談室　ＨＩＭＥの部屋』




「恋愛相談室……ＨＩＭＥの……部屋……？」

　そこには副題としてこう書かれていた。




『恋愛のプロＨＩＭＥによる恋愛相談室です。どなた様もお気軽にＨＩＭＥの部屋をノックして下さいね』




　興味を引かれてクリックしてみる。ピンクを基調としたサイトが開いた。画面にはハートマークが飛び交い、マウスのカーソルがキューピッドの矢のようになっている。真ん中に女の子の部屋のドアを模した『入り口』というリンクがある。かわいいけれど、かわいすぎて逆にちょっと胡う散さん臭くさい。

「……なんか怪しいサイトっぽいな」

　雰ふん囲い気き的に、エロサイトや出会い系なんかに飛ばされそうだ。怪しきはクリックするべからず。俺おれは早々にそのサイトを閉じる。今日きようは詩も書けそうになかった。こんな日は早く寝てしまうに限るとベッドに入ったが、もやもやしてなかなか眠ることができなかった。





＊






「それでは今からホームルームを始めます」

　いつもと変わらない一日が終わり、ホームルームが始まる。いつもと違うのは、黒板の前に立っているのが先生ではなく委員長の緒お方がただということだ。

「今日は後期の委員決めをします。立候補や推すい薦せんなど、みなさんの協力をお願いします」

　おっとりとしているが、芯しんのある声こわ色いろ。クラス全体にきちんと伝わるよう、一字一句はっきりと話している。優等生の彼女は、早々に後期も委員長に任命された。同じく推薦にて任命された男子の委員長はおとなしい秀才タイプなので（そして無理矢理に押し付けられた形の推薦なので）、あまり仕切ることが得意ではない。だから必然的に、緒方が音おん頭どをとることになったようだ。しかし彼女の手慣れた司会ぶりをもってしても、ホームルームの進みは悪かった。

「それではまずは図書委員からです。誰だれか立候補者はいますか？」

　尋たずねるたびに、いちいち教室が静まり返るからだ。高校生にもなると、ある種の醒さめた連帯感が生まれてしまう。

「立候補とか張り切っているみたいでダセェし」「誰だれかがやってくれるっしょ？」「だって委員とか面倒くさいし」……的な。

　そんな中で、「おまえは当然やってくれるよな」という、返事なんておよそ聞く気のない担任教師からの任命を快かい諾だくした緒お方がたは、とても偉えらいと思う。

「では図書委員は神かん崎ざきさんにお願いしたいと思います。ありがとうございます」

　とはいえ委員が全すべて決まらなければホームルームは終わらない。生徒たちはお互いに顔を見合わせて、空気を読みながら立候補をしたり推すい薦せんをしたりしていた。一つ一つにとても時間を掛けながら、やっと決まっていく。それでも決まっていくだけまだよかった。

「次は体育委員です。誰か立候補者はいますか？」

　生徒たちは一いつ斉せいに目をそらす。今残っているのは、大変な委員ばかりだ。自分には関係ないとばかりに、イヤホンで音楽を聞いて無視を決め込む生徒までいる。ようやく誰かが手を挙げたと思えば、おふざけの茶々であったり、いくら高校生活に慣れてきた頃ころとはいえ、その様子はちょっとひどかった。その雰ふん囲い気きに耐え切れず、緒方が切り出す。

「誰か……いませんか？」

　彼女の整った眉まゆ毛げが、少しだけハの字になった。普段あまり負の感情を表に出さない彼女であるが、俺おれはその微々たる動きを見逃さなかった。
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　緒お方がたが……困っている。

　俺おれの右手が震ふるえた。心臓がドキドキする。こっそりと周囲を見回したが、みんなまだ下を向いていた。体育委員は忙しいし、責任も大きい。そんな面倒くさい委員、頼まれたってやりたくないのが本音だろう。しばらくの沈黙の後、

「あ、じゃあ。俺、やります」

　爽さわやかなイケメンボイスが教室に響ひびき渡る。進しん藤どうだった。生徒たちは一いつ斉せいに安あん堵どのため息をつく。彼ならば適任とばかりに、パラパラと拍手まで起こった。

「それでは体育委員は進藤くんにお願いしたいと思います」

　緒方が言うと、「へ～い！　みんなヨロシク～♪」と、進藤がおどけた。その瞬しゆん間かん、静まり返っていた教室から笑い声が起きる。

「んだよ、みんな笑いやがってひでーの。なっ、緒方」

　緒方も「ふふっ」と小さく笑い、「ありがとう、進藤くん」と言った。彼女の凜りんとした瞳ひとみは吊つり目がちとも表現できて、美少女ではあるが近寄り難がたいという印象を与えることもある。そんな緒方の瞳が、心から笑ったのが見て取れた。

　心臓が、チクリと痛む。

　そしてクラスのマドンナから微笑ほほえみというご褒ほう美びを与えられた進藤に対して、一部の男子生徒たちから、舌打ちのようなものが聞こえた気がした。「かっこつけやがって」という、小さな声と一緒に。

　悔くやしいのなら、進藤と同じことをすればいい。困り顔のマドンナを救うため、同じことをすれば、あの微笑みは自分に向けられるはずだ。少なくとも、緒方は人を選んで表情を変えるタイプの女子ではない。それは俺が断言する。何もしなかったのであれば、舌打ちをする資格はない。そしてそれは自分自身にも言えることだった。俺にも心を痛める資格なんて……ない。

「次は、美化委員です」

　その言葉に、俺の心臓は今度は跳はね上がった。恐怖の美化委員。うちの学校は美化活動にとても力を入れているので、この委員になってしまうと大変な目に遭あうのだ。腕章を着けて毎日掃除の監かん督とくをし、学校中の掃除道具を点検、それだけならいいが、校内美化活動推進のための広報活動までしなくてはならない。

　そして何よりも苦痛なのが早朝美化活動だ。月に一度、普段の登校時間より一時間も早く学校に行って、校内清掃をしなければいけないというものである。ただでさえ朝は少しでも長く寝ていたいのに、一時間も早くに起床するのは辛つらい。しかもすることは掃除だ。正直、めっちゃ辛い。だから美化委員は何よりも嫌われていて、いつも最後まで決まらないのである。

「誰だれか……立候補する人はいませんか？」

　緒方の声にも、心なしか張りがない。聞くだけ無む駄だとわかっているからだろう。皆、一様にうつむく。

「いませんか……？」

　いるわけがなかった。心臓がバクバクし始める。そしてさっきよりも右手が震ふるえた。




　あの時と同じだ…………俺おれが受けた、暗黒のスクールカーストの洗礼……。




　冷や汗が垂れ、ある言葉が喉のどまで出かかる。震える右手。しかし、俺はその右手を左手で制した。

「いません……か……？」

　あからさまに目をそらすクラスメイトたちに、困り顔の緒お方がた。そして俺も、緒方を困らせているクラスメイトの一員だ。

「推すい薦せんでもいいです」

　尚なお更さらいるわけがない。恨うらまれるのはごめんだ。「ある種の醒さめた連帯感」とは、平和を望むものなのである。

「いません……ね……」

　その状況を見て、緒方は疑問符を消した。そしてわからぬように、小さくため息をついた。

「わかりました。美化委員は、私が兼任します」

　緒方はくるりと背を向けると、カツカツとチョークを鳴らし黒板に自身の名を書き込んだ。

　生徒たちが、安あん堵どのため息をつく。「いいのか？　緒方」なんて担任が聞いているが、おそらく形だけであろう。彼もまた、平和を望む平凡な教師だ。

「はい。私、普段から朝は早いので」

「そうか。さすが緒方だな。ありがとな。よーし、じゃあこれでホームルームは終わりだ。各自気を付けて帰るように！」

　生徒たちはガヤガヤと、三々五々帰る準備を始める。だけど、俺はなかなか動き出すことができなかった。たぶん……緒方は怒っている。それは、ほんの少しの眉まゆ毛げの動き。俺にはわかる。だって、小学生の頃ころからずっと緒方のことを見てきたから……。

「おい、帰らないのか？」

　前の席に座っているクラスメイトに声を掛けられ、我に返る。いつのまにかボーッとしていたらしい。

「よかったな、委員免まぬかれて」

「えっ？」

「委員なんてめんどくせーもん、やってられねーよ」

「そ、そうだな」

　心がチクチクと痛む。

「しっかし緒方はすげーよな」

　不意に緒お方がたの名前が出て、俺おれは肩をビクリとさせる。

「委員長に加えて、みんなが嫌いやがる美化委員まで買って出るんだもんな。さすが美少女優等生は違うぜ！」

　俺は何も答えられなかった。

「まっ、違い過ぎて俺らじゃ話しかけることもできねーけど。なぁ、山やま田だ」

　かろうじて返事をする。やっぱり、俺みたいに卑ひ屈くつになって緒方に話しかけられない男子はたくさんいるようだ。

「これが高たか嶺ねの花ってやつだな。行こうぜ！」

　促うながされ、俺はようやく立ち上がる。高嶺の花、か……緒方を表現するのに、これだけぴったりな言葉はないと思う。

　でも…………俺はふと振り返った。視線の先には緒方がいる。帰り支じ度たくをしながら、友達と談笑をしていた。時折ふっと笑うその笑顔が、とてもかわいい。そう、笑顔はあの頃ころからずっと変わっていないんだ。小学生の頃から、ずっと……。




『孝たか男おくんなら、きっとできるよ！』




　あの時の言葉がフラッシュバックする。小学三年生の、その時から抜群にかわいかった緒方が、俺に手を振った。あの時は俺も姫ひめ子こちゃんと呼んでいたっけ。それなのに、いつの間にかその呼び方は緒方さんになって、そう呼ばざるを得なくなって……。




　……それはどうしてなんだろう？




　進しん藤どうが緒方の元へとやって来た。肩をポンと叩たたいて、親しげに話しかける。弾はじけたように笑う緒方。彼女の口が「ありがとう」と動くのが見て取れた。あの時、彼女から「ありがとう」と言われたのは俺だったのに……でも、進藤と俺ではその結末はあまりにも違っていた。その親しげな進藤の振る舞いに、女子たちが反応する。

「進藤くんったら、姫子の前だからってかっこつけたんでしょう～？」

「は、はぁ？　べ、別にそんなんじゃねーし！　ていうか、俺もともとかっこいいから」

「はぁ～？　自分で言うなってのっ！　ねぇ、姫子」

　きゃらきゃらとした笑い声が聞こえた。俺はあのことがあってから、緒方に話しかけることすらできないのに。情けなくて、拳こぶしを握り締めた。




　俺は本当に緒方のことが好きだ。




　告白だなんて恐れ多いことは、今は考えてもいない。そりゃあ、想おもいを伝えてみたいって思ったことは何度もあるけれど、そんなのは今の俺おれなんかには夢のまた夢だ。今はただ……緒お方がたと対等になりたかった。対等になって、小学生のあの頃ころみたいに普通に話すことができたら……。




　ああ、小学生の頃に戻りたい。




　あの頃は、ただ純粋に緒方のことが好きだった。だけど高校生になって、ただそれだけのシンプルなことに色んな言い訳が混ざるようになってきた。その結果、純粋に想うことすらままならなくなってしまったんだ。

　せめて、「好きだ」っていう気持ちくらいは自信が持てたらいいのにな……。

　俺はそう思いながら、楽しそうに話す緒方と進しん藤どうを横目にいたたまれず教室を後にする。もしかしたら俺は、あまりにも長すぎる片思いに、もうとっくに限界が来ていたのかもしれない。今日きようのことは、そんな俺に追い討ちをかける出来事だった。

　誰だれでもいい。誰かにこの恋の悩みを相談したかった。





＊






ＴＡＫＡ『高校一年生の男子です。好きな子がいます。だけど、その子は俺なんかとは全然釣つり合わなくて、手の届かない存在です。告白なんてとてもできそうにありません。でも、どうしても言いたいことがあるんです。それなのに、俺は話しかけることすらできません。どうしたらいいでしょうか？』

ＨＩＭＥ『まず、どうして釣り合わないと手の届かない存在なのですか？』

ＴＡＫＡ『好きな子は、美人で性格もいい子なんです。頭もよくて、委員長までしています。俺は何の取り得もない普通の男です。成績はよくないし、スポーツもできない。顔だって残念。そんな俺が、彼女に話しかけていいわけがないんです』

ＨＩＭＥ『話しかけるのは自由ではないのですか？』

ＴＡＫＡ『そう思うのであれば、失礼ですがあなたは今の学生事情について理解していないと思います。大人おとなにはわからないかもしれませんが、そういうものなんです』

ＨＩＭＥ『そういうものとは？』




「…………わかってないよ」

　俺おれは画面に向かってため息をつきながら呟つぶやいた。やっぱりこんなわけのわからないサイトに書き込みをするんじゃなかったと後こう悔かいする。

　昨日きのう見つけた『恋愛相談室　ＨＩＭＥの部屋』というサイト。

　そう、最近の進しん藤どうから緒お方がたへの一連のアプローチっぷりと今日きようの出来事ですっかり参ってしまった俺は、恋愛フラストレーションからそのドアをノックしてしまったのだ。しかしながら、その回答は期待していたものとは違った。『恋愛のプロＨＩＭＥによる恋愛相談室』なんて言っておきながら、まるでわかっていない。そんなうたい文句を真に受けて、真ま面じ目めな書き込みをしてしまった自分が恥ずかしくなった。そうだ、そもそも管理人のハンドルネームが『ＨＩＭＥ』だったからいけないんだ。緒方姫ひめ子この「姫」を連想してしまい、親近感からつい書き込んでしまったのである。

　そのサイトは、掲示板に相談内容のスレッドを立てると管理人がレスをくれるというシステムだった。このシステムならすぐにレスが来ることもないだろうしと、あくまで軽い気持ちだった。するとサイトがよほど過か疎そっていたのか、はたまた管理人が実は複数いるのか、すぐにレスが来たのである。そのレスポンスはとても早く、俺は少々感情的にレスをしてしまった。

　とはいえこの『ＨＩＭＥ』って奴やつはイマドキの学生恋愛事情についてまったく理解していない。話しかけるのは自由だって？　それができないから悩んでいるのだというのに。やっぱり大人おとなにはこの気持ちはわからないのだろう。もしくはこいつ、大した経験もない癖くせにネットの中だけで自称恋愛百ひやく戦せん錬れん磨まを演じているに違いない。俺はやりとりを途中放ほう棄きし、サイトを閉じようとした。その時だった。




ＨＩＭＥ『簡単ですよ』

　俺の返信を待たずして、コメントが更新された。

ＨＩＭＥ『小学生のように純粋な気持ちで、好きになればいいのです』

　小学生というキーワードに、×印に持っていこうとしたマウスの動きが止まる。それは俺が、常つね日ひ頃ごろ思っていることだった。

ＨＩＭＥ『そうすればきっとうまくいきますよ』

　……本当に？　パソコン画面を見つめしばし考えると、×印に持っていったカーソルを少しずらして☆マークの方へ。

『恋愛相談室　ＨＩＭＥの部屋』を、ひっそりとお気に入りに加えた。





＊






　その日から俺は、恥ずかしながら『ＨＩＭＥの部屋』に入り浸びたりになってしまった。

　ずっと悶もん々もんとしていた悩みから、学校にて起こった些さ細さいなことまで、とにかく緒方姫子に関する全すべてのことを、管理人ＨＩＭＥに相談していた。

　だって仕方がないだろう？　小学三年生の頃ころから抱かかえていた恋心……それを初めて他人に話したのだ。ＨＩＭＥから答えを貰もらうたびに、俺おれは心が楽になった気がした。相談するってのは大事なことなんだなぁと実感する。しかし十五歳というのは微妙な年頃だ。同級生の男友達に、好きな女子のことを相談するのは恥ずかしい。しかも俺の場合は七年間という長い恋で、相手はあのマドンナ緒お方がた。笑われてからかわれるのがオチだろう。こういう時に女友達がいる奴やつってのは強いんだろうが、あいにく俺にそんなものはいない。いたとしてもその反応は男子よりもっと怖い。だから俺にとって、ＨＩＭＥの存在はとても大きなものになっていた。

「さすがにまだレスは来ていないか……」

　俺はパソコンの授業中、こっそりと『ＨＩＭＥの部屋』を覗のぞいた。一番最初にスレッドを立てた時はすぐにレスが来たが、何度も書き込みをしていると、レスが来る時間帯は限られていることがわかった。俺が学校にいる時間帯にはまったく来ず、帰宅した頃にレスがついていることが多い。あとは夕方から夜にかけてで、二十一時以降にもほとんどレスはつかない。昼間に仕事をしていて、深夜は翌日に差し支つかえるから早く寝るのか。管理人さんはさしずめＯＬさんか何かなんだろう。しかし俺にとっては、ＨＩＭＥの正体などどうでもいいことだった。

「せっかくだし、もう一つスレッド立ててやれ」

　パソコンの授業が必ひつ須すになったとはいえ、うちみたいな郊外の田舎いなか公立高校ではデジタルに強い教師がおらず、外部から講師を招いている。よって非常に緩ゆるい授業となっていた。俺はそれを幸いにと、大だい胆たんにも授業中に書き込みをしたのである。

ＴＡＫＡ『ＨＩＭＥさんこんにちは。何度もすみません。質問があります。高校生くらいの女の子は、一般的にどういうタイプの男が好きだと思いますか？　教えてくだ』




「はぁ～い、先生っ！　しっつもんで～す！」




　ガタガッタン……素すっ頓とん狂きような女子の声が静かな教室に響ひびき渡り、やましいことをしていた俺は驚おどろきのあまり椅い子すから転げ落ちそうになってしまった。誰だれだよこんなデカい声で質問する奴は……と、その方向を見る。「うげっ」と、思わず失礼な声を発してしまったのも仕方がない。

「ねぇねぇ！　先生、質問っ！　質問だってばぁ！」

　右手をぴっと挙げて、ぴょんぴょんと飛び跳はねる。パンツが見えるんじゃないかってくらい短いスカートがひらり。腰に巻いたカーディガンがなければ、きっと見えてしまうだろう。こんなにも短いスカートをはいている女子は、一人しかいない。

　ギャル系の女子、美作みまさか紋もん舞ぶ蘭らんだった。

　困惑するのもわかる。これは人の名前だ。決して漢文の一部を抜ばつ粋すいしたものだとか、中国語だとか、そういったものではない。れっきとした人の名前である。読み方は「みまさか・もんぶらん」。変わった苗みよう字じとセットでまるでヤンキー用語のようにも見えるが、そう、まさかのモンブランちゃんなのである。いったい何を思ってこんな名前を付けたのか？　俺おれには、両親がよっぽどモンブランが好きだったというくらいしか、理由が思いつかない。

　そしてこのモンブランちゃん、ぶっとんでいるのは名前だけではない。まずはその見た目だ。短いスカートからすらりと伸びる長い脚。パンツが見えそうなのは、はしたないとも言えるが、美作みまさかはそれが許される抜群のスタイルを持っている。そう、それだけなら思春期の男子としてとても歓迎すべきことであるのだが、問題はそのおみ足が纏まとう代しろ物ものである。それは……ルーズソックス。そう。かつて一世を風ふう靡びした、かのルーズソックスである。さっき彼女のことをギャル系と表現したが、それはいわば一昔前のギャル系。とはいえ一昔前のことは俺にもよくわからないのだが、とにかく何だか少し古ふる臭くさいタイプのギャル系なのである。あ、コギャルとか言うんだっけ？

　本当ならルーズソックスは校則違反なのだろうが、校則とはその時代の「流は行やり」を規制するために制定される。あまりにも時代錯さく誤ごなため、現在のうちの高校にはルーズソックスを禁止する項目が存在しない。よって彼女はその突飛な格好が許されているのだ。そしてもう一つぶっとんでいるのが性格だ。

「ねぇ～ってば！　無視すんなよ、ムカつくなぁ」

　こんな風に、大変攻撃的でいらっしゃるのである。それはたとえ相手が教師だろうと決してぶれることはない。ただでさえ思春期の生徒たちへの接し方に戸惑っている外部講師のイノッチこと井いの上うえ先生は、その態度にすっかりびびってしまっている。いかにもひ弱そうな、華きや奢しやでおとなしい男の人なので、見ていて気の毒になってしまう。

「せ、先生は忙しいから……だっ、誰だれか他ほかの生徒に聞きなさい。はい、というわけでしばらく自習～課題完成させておくように！」

　そしてまさかの職務放ほう棄き。気持ちはわからなくもないが、それはないだろう。しかし美作はそんなイレギュラーにめげるような玉ではない。

「ういーっす！　んじゃ、誰かパソコン詳しい人、教えてちょっ！」

　元気よく再び声を上げた。しかしまるでこの前の委員決めホームルームの再来かというくらいに、教室内はシーンとなった。その見た目と性格から、美作を苦手とする生徒は多い。だからといって、クラスメイトを無視するのはいかがなものか……。

「ねぇ、進しん藤どう！　隣となりの席のよしみで教えてよ！」

「はぁ？　なんで俺が？　今グラフ作ってて忙しいから」

　などと、たいていの女子にはやさしい進藤にまで疎うとましがられているのを見て、今度は美作が気の毒になってしまい、俺はつい声を掛けてしまったのだ。

「美作……あ、あの……質問ってなに？」

「おー！　教えてくれんのかよ、山やま田だ！」

「あ、お、俺おれでわかることだったら……」

「超サンキューなっ！　これなんだけど……」

　美作みまさかの質問は日常的にパソコンを触っていれば誰だれでも答えられるような初歩的なものだったので、すぐにやりとりは済んだ。

「マジ超サンキュー！　山やま田だっちっていい奴やつだな！　あっ、これから孝たか男おっちって呼んでいい？　親愛のしるし～っ♪」

　パーソナルスペースが人より狭いのか、俺の腕を取ってぐいぐいと身体からだを近付けてくる美作。性格に難はあれど、黙っていればとてもかわいい顔をしているし、何より抜群のスタイルにあのスカートの短さなので、俺はドギマギしてしまった。「べっ、別にいいけど……」と、返事をするのがやっとである。

「孝男っち、いえ～いっ！」

　そして何な故ぜかハイタッチを求められる。

「い、いえーい……」

　いったいなんなんだろうか、このハイテンション。

「うしっ！　じゃあ課題の続きやっか～！」

　ひとしきり騒ぐと満足したのか、美作はパソコンに向かった。




「ふう……」

　彼女とまともに話したのは初めてで、思ったよりも悪い奴ではなかったけれど、それでもやっぱり得意なタイプではない。なんだかどっと疲れてしまった。さて、さっきの書き込みの続きをっと……。

「ねぇ、何見てんの!?」

「うあぁああういっ」

　マウスのカーソルを右上に動かし、×印をクリックするまで、コンマ一秒。普段自室にて見られてはまずいサイトを閲えつ覧らんしている時に、背後から突然に母親が出現する事態に備えて、この動きだけは俊しゆん敏びんに行えるよう完全にマスターしているのである。そのおかげで、授業中に恋愛相談サイトを見ていたとバレることはなかったが、あまりの驚おどろきにおかしな声を出すことまでは止められなかった。し、しまった！　変な奴だと思われる……！

「今変な声出したの誰～？」「山田孝男よ」「変なサイトでも見てたんじゃないの？」「ありうる～！　ああいう普通の人が一番危ないって言うもんね～」……などと、一いつ瞬しゆんにして「イケてる」女子の攻撃の的まとになってしまうではないか！　冷や汗をダラダラと搔かきながら、後ろを振り向く。俺のパソコン画面を覗のぞいていたのは……また美作だった。

「へろ～、孝男っち！　なに今の、エロサイト？」

「ちっ、違うよ！」

「なーに慌あわててんだよ！　やっぱエロサイト見てたな～？　見かけによらずエッロいな孝たか男おっち！」

「だ、だから違うって！」

「んな慌てることないって～。男ならエロサイトくらい朝飯前だろ？」

「あ、朝飯前の使い方間違ってるし！」

「え～マジで～？　まぁそんなちっさいことはどーでもいいって～。で、どんなエロサイト見てたの？」

「見てないって！　てかエロサイトから離れろよっ！」

「きゃははっ！　孝男っちって意外とおもしれーのな！」

　慌てる俺おれのことなどお構いなしで、「エロエロ」と連呼し指を指して大爆笑する。腕にはめられたいくつものブレスレットがジャラジャラと鳴った。まったく調子が狂う。かろうじてエロサイトを見ていないという主張だけは的確に伝えることができたが、万が一誤解されたらどう責任を取ってくれるのだろうか。「イケてない」男子なりにせめてもと無難に生きてきたのに、こんなところでムッツリ疑惑などかけられてはたまらない。いや、授業中にエロサイトを閲えつ覧らんなんて、ムッツリどころかむしろ清すが々すがしい変態ではないか。そんなレッテルはごめんだ。

「ていうか、何なんだよっ！」

　少し強い口調で、俺に話しかけた理由を尋たずねる。

「あ～悪わりぃ悪ぃ！　あのさ、パソコンのこと教えて欲しくて」

「またかよ。さっき教えただろ？」

「また違うところなのーっ！　ちょっと来て」

　そう言うと、俺の手を引っ張って自分の席へと連れて行った。なんだか懐なつかれてしまったようである。くそう……さっき変な親切心を出すんじゃなかったな。

「あ、あの……これなんだけど……」

　パソコンの前まで来ると、さっきまでの強引な態度とは打って変わって、美作みまさかは少し恥ずかしそうに言った。

「どれどれ……なんだこりゃ？」

　画面を覗のぞき込むと、課題であるエクセルのデータが、見るも無残にぐちゃぐちゃになっていた。苦肉の策なのか、文字がやたらカラフルに入力されている。

「あ、あたし……パソコンって苦手で……」

　顔を真まっ赤かにしてもじもじする美作。さっきとのギャップに、思わず吹いてしまった。

「い、今笑ったな！　孝男っち！」

「わ、笑ってない、笑ってない！」

「こ、これでも頑張ったんだからなっ！　でも……よくわかんなくなっちゃって……」

「教えるよ。これじゃ授業終わるまでに間に合わない」

「マ、マジで？　超サンキュー！　本当に助かるよ！」

　幸いパソコンは得意だ。普通科の授業で習う程度ならたかが知れているので、あっという間に課題は終わった。

「うっひょー！　孝たか男おっち、すっげえええ～！」

「お、大きな声出すなって……ていうかこんなの大したことないから」

「あたしにとってはウルトラスーパー大したことだよ！　ありがとなっ」

「そ、そりゃどういたしまして……」

　そんな風にストレートにお礼を言われると、ちょっと照れてしまう。そうでなくても、着き崩くずされた制服のブラウスが第二ボタンまで大きく開いており、ちょっと中が見えてしまいそうなのだ。

「や～孝男っち、マジでいい奴やつだよ」

　美作みまさかはそう言いながら俺おれの背中をバンバンと叩たたいた。

「い、痛いってば。じゃ、じゃあもう行くからな」

「あっ、ちょっと待って孝男っち！　最後にもう一つだけ……聞いてもいい？」

「ん？　なに？」

　すると美作は「おいでおいで」と手招きした。

「なんだよ？　早く言えよ」
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「あーんっ、だって……恥ずかしいことなのっ！」

「は、恥ずかしいこと!?」

「耳、貸して」

「えっ」

　そう言うと美作みまさかは、俺おれの耳を引っ張り自分の口元へと寄せた。ブレスレットをジャラリと鳴らして、ポニーテールからあぶれた横髪をゆっくりと耳に掛ける。そしてそのまま唇くちびるを耳元へ。ふっと温かい息がかかった。い、いきなりなにしてんだこいつ!?

「孝たか男おっち……あのね……」

　ごくりと思わず生なま唾つばを飲み込む。




「…………小さい『わ』ってどうやって出すの？」




「…………」

　そんなことかよっ！　しかもどこで使うんだ、小さい「わ」！

　突っ込みたいことは山ほどあったが、もうこれ以上関かかわりたくなかったので、さっさと質問に答えることにした。

「Ｘキーを押しながら、ＷとＡ」

　言いながら、これから生きていく上で、おそらくほとんど使う機会はないであろう文字、「ゎ」を表示させる。

「おっ！　すげえ～！　さっすがエロ男おっち♪」

「だ、だからエロサイト見てないって！」

「冗談、ジョーダンっ！　んな怒るなよ。サンキューな！」

　美作は俺の手を取ると、ブンブンと振り回す。「わっ」と、不意打ちの動作にまたも動揺してしまった。こ、このスキンシップ癖ぐせはどうにかならないのだろうか……さっきは悪い奴やつじゃないかもしれないと思ったが、前言撤てつ回かい。やっぱり苦手だ……こいつ……。

　俺はなされるがままに腕を振り回されながら、こんなにジャラジャラとブレスレットを着けていて、重くないんだろうか？　と、そんなとんちんかんなことを思った。
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　その日のホームルーム、今日きよう黒板の前に立っているのは、インテリ美少年の三さん条じよう院いん宗むね光みつだ。

　彼の書いた作文が賞を取ったとのことで、その内容を読み上げている。切れ長の目にスッと通った鼻筋。なんていうか、ムカつくくらいの整った顔立ちだ。しかもそれだけではなく、あの由ゆい緒しよ正しき三条院財ざい閥ばつの跡取り息子むすこときている。美少年で成績優秀、それに加えて大金持ち。

　そんな宗むね光みつがモテるのは必然で、現に今クラス中の女子が目をハートマークにしてその声に聞き入っている。正直言って腹立たしいので、俺おれは別のことを考えて聞き流していた。

　さっきの美作みまさか紋もん舞ぶ蘭らんとの一件が、今いま更さらになってまた気になってきてしまったのである。あの時はテンパっていたので状況を把は握あくできていなかったが、よくよく考えたら俺は美作に「エロサイト」という言葉を連呼されたのである。あれだけの大きな声であれば、クラス中に聞こえてしまったことは歴然で、それはすなわち緒お方がたにも聞こえてしまったということである。

「くっそう……美作の奴やつ……」

　小声で呟つぶやき頭を抱かかえる。もし聞こえていたとしたら、俺は授業中に堂々とエロサイトを閲えつ覧らんする清すが々すがしい変態、と思われたに違いない。ちらりと彼女を盗み見る。ちょうどその時、偶然に窓から風が吹き込んで、さらりとした黒髪がふわりと舞った。緒方は少し顔をしかめると、その髪を耳にかける。その一連の動作は、まるでシャンプーのＣＭに出ている女優さんみたいだった。見み惚とれた瞬しゆん間かんにさっきの出来事を思い出し途と端たんに凹へこむ。このままでは立ち直れない。俺は自身の精神を回復させるため、なるべくポジティブなことを考えようと試みた。

　きっと聞こえていない。うん、それだ。俺の席から緒方の席まではかなり距離があった。よって、緒方には聞こえていない。そうでなくても、真ま面じ目めな彼女はたとえ自習であっても真剣に取り組んでいたことであろう。クラスメイトの騒ぎ声などに、耳を傾けないはずだ。

　いや、待てよ。真面目だからこそ……そうだ。真面目だからこそクラスメイトの騒ぎ声に耳を傾けるのではないか？　委員長として、授業の邪じや魔まをするクラスメイトを注意すべきか否いなか……そうだ、そうだよ。むしろより注意して聞いていたんじゃないか!?　再び頭を抱える俺。基本がネガティブな人間は、物事をどうポジティブに捉とらえようと頑張ったところで、所しよ詮せんはネガティブに行き着いてしまうのである。

　よりによって美作なんかに話しかけられるだなんて、どうして俺はこうも運が悪いんだろう。

　その時、勢いよく椅い子すを引く音が後ろの方から聞こえた。クラス全員がその方向を振り返ると、隅すみっこの一番後ろの席で、派手な見た目の女子が鞄かばんを片手に立ち上がっていた。俺をたった今苦悩させている張本人、美作である。

「先生～！　もう帰っていっすか？」

「えっ、か、帰るって。まだホームルームの最中だぞ！」

　担任がうろたえている。彼もまた、キラキラネームの彼女を持て余しているのだ。

「や、でも、妹のお迎えの時間なんで」

「お、お迎え!?」

「今日きようは延長保育ないんすよ」

「あ、そ、そうか。それなら仕方ないな。帰っていいぞ」

「サンキュー先生！　んじゃ、帰るわ。バッイバーイッ☆」

　二本指をビシッと額に当てて、いつものようにジャラリとブレスレットを鳴らすと、美作は爽さわやかに教室を後にした。

「じゃあ……三さん条じよう院いんくん、続きをお願いします」

　そして何事もなかったかのように続けられるホームルーム。普段からクールな宗むね光みつは、こんなことでは動じないようだ。

　おそらくそれ以外の生徒は全員、「えっ、あんな感じのノリで帰れちゃうんすか？」と突っ込みたい気持ちでいっぱいだったと思う。いくら家庭の事情とはいえ、それは事前に申し出ておくべきだろうと、生き真ま面じ目め（という名のチキン）な俺おれなんかはそう思ってしまうわけで。でも美作みまさかはそんな俺なんかとは全然違う。誰だれに何を言われようと我関せず。自由に自分らしく振る舞っている。流行に流されないルーズソックスはその象徴だ。

　そんな美作紋もん舞ぶ蘭らんを見て、俺は少しうらやましくなった。
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　ああ、でもやっぱり聞かれたような気がする……と、俺は帰宅してもまだ悩んでいた。

　しつこいって？　知っている。小心者でネガティブな人間の悩みとはしつこいのである。あのことがあってから緒お方がたの前では目立つよりも静かにしていようと決めていたのに、美作のせいで目立ってしまったのだ。緒方にエロい奴やつだと思われてしまっただろうか？　いや、一般的な高校生男子ならエロに興味がない方がおかしいわけで、でも緒方ってそういうの苦手そうなタイプだし、いやそれでも一般論としては別に普通のこと……「うああああっ」頭を抱かかえて思わず叫ぶ。俺みたいなタイプの奴は、いったんネガティブモードに入ってしまうとなかなか立ち上がることができないのだ。このまま悶もん々もんとして沼ぬまの底に落ち切ってしまう前に、このこともＨＩＭＥに相談することにした。

ＴＡＫＡ『ＨＩＭＥさん、こんばんは。また相談させて下さい。とても恥ずかしいのですが、今日きようパソコンの授業で、誤ってアダルトサイトを開いてしまいました。調べ物をしていたら、たまたまそういうバナーがあって、クリックしてしまったんです。そのことを、好きな女の子に見られてしまったかもしれません。軽けい蔑べつされてしまったでしょうか？』

「ふぅ……！」

　小一時間ほど考えて作り上げた、完かん璧ぺきな文章である。多少のフィクションもあるが、致いたし方ないであろう。しばらく待っていると、コメントが更新された。

「おっ。今日は早いな」

　さっそく返事を見てみたが、その内容に俺は固まってしまった。そこにはこう書かれていた。

ＨＩＭＥ『パソコンの授業があったのは、五限目ですか？』

　確かにパソコンの授業があったのは今日の五限目である。何な故ぜわかったんだ？　そしてこの脈絡のない質問は？　どちらかというと、後者が不気味だった。まったく相談の答えになっていないし、意味がわからない。

ＴＡＫＡ『どうしてそんなことを聞くのですか？』

　俺おれはＨＩＭＥ側からの質問には答えず、後者の不気味さの方を解決しようとこう聞いた。しかし次に来た返事で、より戦せん慄りつすることになったのだ。そこにはこう書いてあった。

ＨＩＭＥ『あなたの通う高校は、桜さくらヶが丘おか高校ですね？』




　どうして!?

　心臓が飛び出るくらいに驚おどろき、思わず肩がビクリと上がった。確かに高校生であることは書き込んだが、具体的な個人情報まで書いた覚えはない。それなのに、何な故ぜＨＩＭＥは俺の通っている学校が桜ヶ丘高校であることを知っているんだ!?　俺は咄とつ嗟さに上下左右を見回す。バカな話だが、隠しカメラで撮られているんじゃないかなんて思ってしまったんだ。当たり前だが、そんなわけはない。じゃあ、どうして!?

　冷や汗がダラダラと垂れた。しかし、恐怖はこれだけでは終わらなかった。パソコン画面を見ると、更さらに書き込みがなされようとしている。次は何を言われる!?　怖い……怖いっ！　やめてくれ～～～!!




ＨＩＭＥ『そしてあなたの好きな人、それは……』




　心臓が跳はね上がった。

ＨＩＭＥ『緒お方がた姫ひめ子こですね？』




　バンッ！　俺はキーボードに手を叩たたきつけて立ち上がった。

「なんで知っているんだよ……！」

　顔面蒼そう白はくになる。しかも恐怖の書き込みはまだ続いていた。一文字ずつ……一文字ずつ……。

「こ、今度は何だよう～～」

　慌あわててスレッド自体を削さく除じよしようとするが、手が震ふるえてしまいうまくできない。そして最終的にはこう書かれていたのだ。




ＨＩＭＥ『この秘密をバラされたくなければ、明あ日す土曜日の昼十二時、桜ヶ丘二丁目のラッキーバーガーまで来て下さい。目印にクマのぬいぐるみを持って』




　俺は「ひいっ」と椅い子すから転げ落ちた。何がなんだかよくわからないが大変なことになってしまった。そして何故目印がクマのぬいぐるみ？　倒置法を使ってまで強調されている。

　何もかもがわからないことだらけだった。
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　翌日の土曜日、本来なら楽しい休日になるはずの土曜日が、一転して暗黒の土曜日へ。

　俺おれは罪人が自ら処刑場に向かうような気持ちで、重い足を引きずりながら『ラッキーバーガー』へと向かっていた。昨夜ゆうべは不安で一睡もしていない。

　パターンその一。現場に行ってみたら怖いお兄さんがいて、サイトの利用料として高額な請せい求きゆうをされる。

　パターンその二。現場に行ってみたら綺き麗れいなお姉さんがいて、「お姉さんが直接恋のレッスンしてあげるっ」と俺に迫るも、デレデレとした矢先に怖いお兄さんが来て、「おう、てめえなに俺の女に手ぇ出しとんじゃ！」と脅おどされ、慰い謝しや料りようとして高額な請求をされる。

　パターンその三。文字通り、俺の好きな女子が緒お方がた姫ひめ子こであることを弱みとして握った怖いお兄さんが、それをネタに俺を脅して金銭を要求する。

　色々な可能性を考えたが、ネガティブな俺が思いつく事象にはどうしても「怖いお兄さん」がやって来てしまう。こんなものは悪質なイタズラだと、気にせず放っておく選せん択たく肢しも考えはした。しかしそれにしてはあまりにも狙ねらいがピンポイント過ぎるのである。




『そしてあなたの好きな人、それは……緒方姫子ですね？』




　どうしてわかったのだろう？　目的は？　そもそもＨＩＭＥとは誰だれなんだ？




　俺はため息をついた。待っているのがどんな悪いパターンであれ、俺にとって最悪なのは、好きな人が緒方姫子であるという秘密をバラされるということなのだ。だからこの条件を提示されれば、どんなに胡う散さん臭くさい状況であろうとも、俺は行かざるを得ない。このまま放っておいて、もし週明けの月曜日に学校でこのことが広まっていたら、俺は生きていけなかった……それに何より、緒方に迷惑がかかる。あの時のような失敗を、もうするわけにはいかなかった。思い出して、さっきより大きなため息をつく。

　そうこうしているうちに、ラッキーバーガーに到着した。俺は深呼吸をすると、おもむろに紙袋からクマのぬいぐるみを取り出す。そして小こ脇わきに抱かかえた。その姿を見て、通りすがりの二人の女子高校生が顔をしかめる。

「ねぇ何あれ～？」

「わかんない、キモ～」

　そんな声が聞こえて、いきなり心が折れた。この状況でいったいどんな人物がやって来るのか？

　よもや三人の女子小学生がやって来るなど、その時の俺に予想できるわけがなかった。







[image: 第二章　放課後恋愛部！]







「わあいっ！　おいしそ～う！」

　ツインテールが、ニッコリと笑いながら言った。

　テーブルの前には、三つのラッキーセットが並んでいる。もちろん、あのナチュラルなおねだりにより奢おごらされた物である。目の前からポテトやハンバーガーのいい匂においが漂ただよい、思わず腹がグウと鳴った。ちなみに俺おれはコーラのみである。有り金が少なければ脅おどし取られる金額も少なくて済むだろうと、財布に少しだけしか持って来なかったからである。

　ああそうだ。俺はほぼ確実に怖いお兄さんの脅しに遭あうだろうと恐怖しながら、ここラッキーバーガーへとやって来たのだった。しかし目の前にいるのは三人の幼女。




　…………どうしてこうなった？




　さっきから何度もしている自問。そして困惑する俺のことなどお構いなしに、ポテトやハンバーガーに手を伸ばす幼女たち。

「やば～い、超おいしいしぃ～！」

「はわっ、本当ですね」

「アップルパイも頼もっか？」

　おい、最後ツインテールちょっと待て。これ以上、キャッキャウフフされつつ華か麗れいに注文を追加されてはたまらない。それとも何か？　ファストフードをたかることが目的なのか!?　いずれにせよ、どうしてこんなことになったのか、理由を知るべく俺から話を切り出すことにした。

「あ、あのう……ちょっと聞きたいことがあるんだけど、いいかな？」

　初対面なので丁てい寧ねいな言葉を使うべきか迷ったが、相手は明白に年下である。見た目や話し方の幼さから推測するに、きっとまだ小学校の低学年だ。俺は努めてやさしそうな笑顔を浮かべると、猫ねこなで声で話しかけた。

「はぐ、もご、いいお」

　ツインテールが答えた。しかし口の中いっぱいにハンバーガーが入っているため、何を言っているのかわからない。

「え？　なんて？」

「もがもぐ。だからあ、いいって……もがっ!?」

「え、お、おい！　どうした!?」

「もごっ」

　ハンバーガーを喉のどに詰まらせたらしい。割とすごい形相だ。俺は慌あわててジュースを手渡す。

「と、とりあえずこれで流し込め！」

「はぐもご！」

　まるで小動物のようにジュースを両手で持ち、ごくごくと喉のどを鳴らして一気に飲んでいる。そして、ストローが「ヂューヂュー」と音を立てて空からっぽになると、

「はう～びっくりしたぁ」

　と、ようやく安あん堵どのため息をついた。どうやら喉に詰まったハンバーガーも一緒に飲み込めたらしい。俺おれは一人っ子なので、こんな小さな子供と関かかわったことがほとんどない。だからこんな時どう接したらいいのかわからず、焦あせってしまった。

「だ、大だい丈じよう夫ぶか……？」

「うんっ！　ジュースおいしい！」

　しかしそんな俺の焦りをよそに、もう笑顔になっている。子供ってのは単純なんだなとうらやましくなった。

「じゃあもう一度聞くけど……あの……君たちが『ＨＩＭＥ』……なの？」

　三人の動きがぴたりと止まり、一いつ斉せいにこちらをじっと見た。改めてよく見ると、タイプは違うが三人ともかなりの美少女である。俺は思わずたじろいでしまった。美少女の目力の強さは、年齢を問わないらしい。ごくりと生なま唾つばを飲み込んだ瞬しゆん間かん、三人が同時に口を開いた。




「そうだよ！」




　こ、こんな子供たちが恋愛相談室の管理人『ＨＩＭＥ』だったのか!?　俺は啞あ然ぜんとする。いったいどういうことなのか聞きたいことは山ほどあったが、その前にツインテールが口を開いた。

「あ、そっか。そういえば自己紹介がまだだったね。ごめん、ごめん！　私の名前は雛ひな姫き！　小学三年生！　ひなって呼んでね！」

　かわいくポージングしながら、笑顔を向ける…………あ、あれ？　か、かわいい……小学生だと思って油断していたが、やっぱりこの子、すげえかわいいぞ！

　くりっとした瞳ひとみはとても長い睫まつ毛げで縁取られている。ほっぺはうっすらと桃もも色いろで、見てわかるほどにもちもちしていた。メイクなんて必要ない、これぞ天然美少女！　といわんばかりな抜群のルックスである。特にその意志の強そうな瞳は印象的で、ちょっと見入ってしまった。

　って、いかんいかん！　俺はなにを小学生相手にときめいているんだっ！

　我に返り、冷たいコーラを飲んで理性を取り戻す。よく見たら、やっぱりあどけない顔をしたほんの子供だ。ふう……新しい世界を切り開いてしまうところだったぜ！

　俺は落ち着きを取り戻す。続いて派手な格好のミニギャル幼女が「次はあたしね～っ！」と、椅い子すの上に立った。そして、

「究極姫ギャルのぉ～スーパー小学三年生～っ！　マカロンでぇ～っす☆」

　キラリとピースをしながらまるでアイドルの口こう上じようのように言った。そしてこういう格好は姫ギャルというジャンルらしい。やたらと語尾を伸ばすその話し方に、なんだか脳みそが溶けそうになる。そしてすごい名前だ。あだ名かハンドルネームだろうか？

「マカロンって本名なの？」

「うんっ、そうだよぉ～！」

　マジかよ。

「どんな字書くの？」

「待っててぇ～！　書いたげるぅ～！」

　マカロンちゃんはいそいそと掛けていたポシェットからペンとメモ帳を取り出す。キラキラとしたラインストーンがたくさん付いたとてもかわいらしいペンにて繰り出された文字は……「摩ま華か路ろん」。

　思わず二度見である。すごい。とんだキラキラネームだ。ていうか小学三年生でよく書けるようになったな！　一周して感心してしまった。あれ？　この感覚、なんだか覚えがある……しかしデジャビュの理由を見つける前に、次の自己紹介が始まってしまった。

「ほらっ、次だよ」

　ひなちゃんに促うながされてもじもじしているのは、姫カットのおっとりした幼女。

「あ、あのっ……え、えっと……華はな光みつと申します……同じく小学三年生です……ど、どうぞよろしく……」

　ぺこりとお辞じ儀ぎをすると、恥ずかしそうに顔を真まっ赤かにしながら消え入りそうな声で言った。恐らく年上の男子というものに萎い縮しゆくしているのだろう。そのもじもじとした様子があまりにもいじらしくて、咄とつ嗟さに庇ひ護ご欲よくが湧わいてしまった。安心してもらうため、彼女にだけやさしく答える。

「華光ちゃんか。よろしくね」

　そう言った瞬しゆん間かんである。「ぷううううっ！」と、聞きなれない擬ぎ音おん語ごが聞こえた。見ればひなちゃんが面白いくらいにほっぺたをぷっくり膨ふくらませている。

「ど、どうしたの？」

「ぷう！　孝たか男おちゃん、華光にだけ『よろしくね』って言ったあ！」

「えっ、そ、それが何か？」

「やっぱり男子は華光みたいなおとなしい子が好きなんだあっ」

「えっ!?」

　この流れでどうしてその発想に行き着くのかわからず困惑するも、ひなちゃんは真剣だった。テーブルに身を乗り出すと、俺おれの胸ぐらを摑つかんで詰め寄る。

「ねぇ、そうなんでしょ？　孝男ちゃんも、華光みたいなか弱くておとなしい小さな女の子が好きなんでしょうっ!?」

　大きな声でそんなことを言うので、周りの客が一いつ斉せいに俺のことを見る。

「そ、そんな言い方したら語ご弊へいがあるだろうがっ!?　ていうか離せって、苦しい……」

「いやだあ～！　ひな、五ご平へい餅もちなんて持ってないもん～～！」

「はぁ？　五平餅!?　なに言ってんだよ！」

「いくら華はな光みつが世間知らずのお嬢様だからって、五平餅あげたくらいで好きになってくれないんだからねっ！」

「またおかしな方向に!?　ていうかお嬢様だなんて情報今知ったよ！」

「うわあん、孝たか男おちゃんのバカ～～～！」

「だから違うって……ん？」

　なんだか違和感があった。

「ぷううう！　やっぱりモテモテ女子ナンバーワンは華光なんだあ～～！」

「そ、そんなことないですよ！　ひなちゃんっ」

　華光ちゃんが、わたわたとしながらなだめる。

「そんなことあるう～！　孝男ちゃんも華光のことが好きなんだあああ！」

「だからどうしてそういう話になるんだよっ！　俺おれそもそも小学生になんて興味ねえしっ！　ていうか……」

　そう、そんなことはどうでもいい。さっきからの違和感の理由。ひなちゃんは俺のことを「孝男ちゃん」と呼んだ。しかし……俺はまだ名乗っていない！

「どうして俺の名前知ってんだ!?」

　思わず立ち上がって叫んでしまった。

　三人の動きが止まる。そしてひなちゃんがニヤリと笑った。そう、さっきも浮かべたあの表情。小さい子がイタズラをする時に作り出す、少し残ざん酷こくさの混じった笑み、だ。そしてゆっくりと口を開いた。

「だって私たち、孝男ちゃんのことは、なぁーんでも知ってるんだよっ♪」

「えっ？」

　それを聞いて、俺は一いつ瞬しゆん固まってしまった。

「い、いったいどういうこと……だ……？」

「うーん……まだわかんないかぁ。案外気付かないもんなんだね」

「気付かないって？　お、俺には何がなんだか……」

　俺が言い終わらぬうちだった。

「んじゃ、孝男ちゃん。これなら……どう？」

　そう言うとひなちゃんが、おもむろにツインテールにした髪をするりと解ほどいたのだ。その柔らかく豊かな黒髪が、ふわりと肩に落ちる。

「……えっ？」

　そこにいたのは、まさに俺が理想とする女の子のルックスだった。艶つやのあるストレートの黒髪、そしてくりっとした意志の強い瞳ひとみ……こ、これは……どういうことだ……？

　その瞬しゆん間かん、さっきのデジャビュが突然にフラッシュバックする。

　摩ま華か路ろんというキラキラネーム。華はな光みつちゃんはお嬢様。そして…………俺おれにとってとても魅み力りよく的に見えるひなちゃんのルックス……とても、嫌いやな予感がした。背中に冷や汗がたらりと垂れる。だが確かめねばなるまい。俺は、自分の中でほぼ確定的となった三人の共通点を確認すべく尋たずねた。

「ね、ねぇ……君たちの苗みよう字じ、教えてくれない？」

　すると三人は顔を見合わせ、にっこりとしてから順番に言った。

「あたしは～美作みまさかだよぉ～！」

「私は、三さん条じよう院いんと申します」

「そしてひなの苗字は…………」

　妙に間を置くひなちゃん。俺はゴクリと唾つばを飲み込んだ。




「…………緒お方がただよ」




　……やっぱり！　思った通りだった。やはり三人とも、俺のクラスメイトの妹！　しかもよりによって……。

「緒方……雛ひな姫き……ということは……君は緒方の……」

　わかりきっている事実を、恐る恐る尋ねる。すると、ひなちゃんがにっかりと笑いながら言った。

「うんっ！　妹だよっ♪　へへっ。びっくりした？　孝たか男おちゃんっ」

　ひなちゃん、は、緒方姫ひめ子この、い、も、う、と……ツインテールに戻った姿を再びまじまじと見る。ああ、言われてみれば髪型が違ってもそっくりじゃないか……どうりでかわいいわけだぁ……俺は白目になった。しかしそんな俺にひなちゃんは更さらなる攻撃を繰り出す。

「じゃあ、今度はひなが質問していい？　あのさ、孝男ちゃんって、女の子とお付き合いしたことある？」

「なっ、なんだよ！　その質問!?」

「大事なことなのっ！」

「い、言いたくないっ！」

「なんでえ!?」

「だ、だってそんなこと言う必要ないだろっ！」

「言わないとお姉ちゃんにバラしちゃうよっ！」

「うっ……」

　な、なんという破壊力を持つ伝家の宝刀……そんなことを言われたら、俺は従うしかないではないか。

「というわけで、じゃあ孝たか男おちゃん。言ってみようか！」

　子供特有の、舌ったらずな甲かん高だかい声のユニゾンにて。

「せぇ───のっ♪」




「女の子と付き合ったことはありませんっ！」




　三人の「せぇ───のっ♪」のリズムに釣つられて、つい大きな声で叫んでしまった。「あ……」しかも立ち上がって。しばらくの沈黙の後、店内からクスクスという笑い声が聞こえ出した。俺おれは赤面しながら、慌あわてて席に座る。何な故ぜ俺はこんな公おおやけの場で、声高らかに童どう貞てい宣言をしなくてはならないのか？　しかもこんな赤っ恥を俺に搔かかせておいてこいつらときたら……。

「やっぱり！　孝男ちゃん、絶対そうだと思った～！」

「たかぽん、高一にもなって超ダサ～い！　きゃはは～っ」

　大爆笑である。しかもなんだその「たかぽん」って変なあだ名、いつの間につけたそこの姫ギャル！

「ひ、ひなちゃんにマカロンちゃんっ！　経験は人それぞれなのですから、そんなに笑っては失礼ですよっ！　世の中には女の子と付き合いたくてもうまくいかない人だっているのですから……孝男さんに謝って下さい！」

　そして華はな光みつちゃんの慰なぐさめがむしろ一番心に痛い。

　え？　高一で女の子と付き合ったことないってそんなに笑われるようなことか？　べ、別に普通だよな!?　そ、そりゃあ確かに「イケてる」奴やつらはみんな彼氏彼女持ちだけど……す、少なくとも俺の友達には彼女持ちなんていねえぞっ!?　俺調べだけどなっ！

　二人はなおも笑い続け、もう一人はフォローしているようで実は一番傷つく言葉を引き続き繰り出している。俺はまたもや頭がくらくらしてきた。あれかな？　雑誌やテレビなんかでよく見る、高校生の男女交際率。あんなのは都市伝説かメディアの捏ねつ造ぞうか、万が一事実であったとしたらよほどリア充じゆうの集まる学校で調査されたものであるか、それ以外に考えられないと思って十五年間生きてきたけれど、俺の間違いだったのかな？　俺が知らないだけで、高一にもなったら彼氏や彼女の一人はいるのが普通なのかな？　色々な思いが頭をぐるぐると巡る。俺は「小学生に交際経験がないことを笑われる」という稀け有うなこの状況に、再び白目になった。

　するとひなちゃんが、漫画で言うなれば「ビシッ！」という効果音がまさにぴったりといったポーズで、俺を指さすと言ったのである。

「まっさらで純情……ぴったりだわ！　合格よ！　孝男ちゃん！」

「へ？　合格って、何が？」

「あなたを『放課後恋愛部』の、恋愛サンプルに任命しますっ！」

「……へ？」

　なんだ!?　その部活は!?　そして恋愛サンプルという得え体たいが知れなくて不ふ穏おんな空気しか纏まとわない言葉は!?　白目から今度は目が点になる。彼女は更さらに話を続けた。

「ねぇねぇ、そんであらためて聞くけど……孝たか男おちゃんは、お姉ちゃんのことが好きなんだよねっ？」

　無む邪じや気きな笑顔にてストレートに尋たずねられ、俺おれは思わず「はい」と頷うなずいてしまった。まぁそもそもバレバレだし。

「じゃあ、お願いがあるのっ！」

　お願い？　何な故ぜだろう。嫌いやな予感しかしなかった。恐る恐る聞き返す。

「お願い……って？」

「うん、あのね……」

　そしてもったいぶった後、ひなちゃんはこう言い放った。




「お姉ちゃんと、恋人になってっ♪」




「ブフォッ！」

　心を落ち着けるために口に含んだコーラを思わず吹き出した…………いったい何を言っている？

「うわっ！　孝男ちゃん、きったなーい！」

「き、君が突然変なこと言うからだろ！」

「変なことじゃないよっ！　真剣に言ってるの！　孝男ちゃん、お願い！　お姉ちゃんの恋人になって！　ねっ？」

　満面の笑みにてされたお願い事は、とんでもないことであった。





＊






「と、いうわけなのですが……今の説明でわかりましたでしょうか……？」

　不安そうな表情をして、華はな光みつちゃんが話し終わる。

　放課後恋愛部とはいったい何なのか？　解決しておきたい問題点はたくさんあったが、まずはそれを尋ねたのである。ちなみに初めはひなちゃんが話し始めたのだが、途中で話が飛び飛びになってよくわからなくなり、強引に割って入ったマカロンちゃんが更にそれを悪化させ、まったくわけがわからなくなったところで、華光ちゃんが理路整然とした説明をしてくれた（おかげで三人の頭脳レベルがよくわかった）。

「わかった？　孝男ちゃんっ！」

　ひなちゃんが身を乗り出す。一切役に立つ説明はしなかったのに、とてもドヤ顔だ。彼女ではなく、華はな光みつちゃんのおかげで把は握あくした事情は、こうである。




『放課後恋愛部』とは、モテ系女子小学生三人（もちろん、ひな・マカロン・華光のことである）で結成された、恋愛の素晴らしさを追求し、極めるための部活。主な活動は、モテ道を極めるためにおしゃれをしたり、ティーン雑誌の情報を元に恋愛を研究したり、実際の恋バナに花を咲かせたり……と、そんな感じだそうだ（随ずい分ぶんと浮うわついた部活動である）。

「ちなみに部長はひなですっ！」

　ひなちゃんが嬉うれしそうに両手を挙げて言った。

「放課後恋愛部のモットーは、『素敵な恋をしよう』！　それを目標に、恋愛のことを毎日がんばって研究しているのでありますっ！」

「そりゃあ随分と大そうなモットーで……。で、君たちがそういう部活をしていることはわかったけれど、それと『恋愛相談室　ＨＩＭＥの部屋』とはどういう関係があるんだ？」

「えっ？　あれはひなたちが運営してるサイトだよっ！」

「えっ、マジ!?　ひ、ひなちゃんたちがあのサイトを……？」

「うん、そうだよ。ねっ、華光！」

「はっ、はい。あのっ、恋愛相談は情報収集の一いつ環かんでもありまして、リアルな声はとても参考になるので……」

「じょ、情報収集ですか……」

　たかが部活動であるのに、そこまでする必要があるのか甚はなはだ疑問だ。いや、ある意味真ま面じ目めに取り組んでいると言えるのか？　いずれにせよ小学生の癖くせにホームページを立ち上げて、それどころか恋愛相談に乗るだなんてすごすぎる。しかもなかなかアクティブなコンテンツだったぞ？　検索上位だったし！

「あっ、あとはですね。アフィリエイトで若じやつ干かんの収入になるのです。それが部の活動費にもなるので、一石二鳥なのですよ」

　しかもアフィリエイトまでやってんのかよ！　怖い……！　イマドキの小学生……怖いよっ！

「じゃあ、俺おれの相談にも君たちが答えていたってことなんだよね？」

「うん、そーだよぉ～♪」

　キラキラと光る爪つめを弄もてあそびながら、マカロンちゃんが答えた。マジ……かよ……誰だれにも話したことのなかった恋愛相談。それをまさか小学三年生に向かって、真剣にしていただなんて赤っ恥にもほどがある。しかもその回答に救われていたのだ。相手は小学三年生だったというのに。ということはなんだ？　俺の恋愛の悩みなど、小学三年生以下ということか!?

「みんな……すごいね……」

　すっかり放心していると、マカロンちゃんが答えた。

「ええ～大したことないよ～？　だってぇ～おねーちゃんの持ってる雑誌に～恋愛相談なんていーっぱい載ってるもぉ～ん！　だいたいの相談ってぇ～それに当てはまるんだよねぇ～っ。そん中からぁ～テキトーに答えをチョイスするだけだもぉ～んっ」

　さいですか。俺おれの相談も、所しよ詮せんは恋愛雑誌によく載っている定番の雛ひな形がたで片付けられる程度のものだと暗に言われたようで、ちょっと傷ついた。

「君たちがあのサイトを運営していた理由はわかったけれど、どうして俺の好きな人が……その……あの……お……」

「お姉ちゃん？」

「うっ……」

「もう知ってるから隠さなくていいよ。で、お姉ちゃんがなに？」

　う、うう～～～。なんともやりづらい……。

「だ、だから……どうしてわかったのかなって。お、俺が……お、緒お方がたのことが好きって……」

「あっ、それはとても簡単なことです。孝たか男おさん、一度学校からこのサイトにアクセスされましたよね？」

「えっ、ええっ!?　どうしてそれを!?」

「ＩＰアドレスを解析したのです。そうしたら、桜さくらヶが丘おか高校からのアクセスでした。この時間に学校のパソコンに触れるということは、すなわちパソコンの授業中であると推測しました。五限目にパソコンの授業があったのは、一年二組です。それはひなちゃんに時間割を聞いてすぐに判明しました。ねっ、ひなちゃん！」

「えへへーっ♪」

　えへへーっ♪　じゃねえよっ！

「そして孝男さんは、好きな人のことを『委員長』だと何度も書き込んでいらっしゃいました。桜ヶ丘高校の一年二組で委員長。これだけの情報があれば、特定するのは簡単なんですよ」

　にっこりと笑う華はな光みつちゃん。いや、にっこり、じゃないよ君も！

「とはいえ、間違いがあってはいけませんから、ちゃんと調査も致いたしました。そこは桐きり島しまに動いてもらったのですが……」

「キリシマ？」

「来て下さい、桐島っ！」

　華光ちゃんが手をパンパンと叩たたいた。その時だ。

「うわああああっ!?」

　ビュンッ！　と風切る速さで、真っ黒なスーツにサングラスの大男がやって来た。

「お呼びでございますか、華光お嬢様」

「だ、だ、だ、誰だれだよ!?　てかどっから出てきた!?」

「後方のテーブルにてバナナシェイクを飲んでおりました」

　できれば前者の質問にお答えを！

　二ｍはあるのではないかというくらいの巨体に、スーツの上からでもよくわかる筋肉質の身体からだという、まるで外国のＳＰかター●ネーターのような男が突然に現れたのだ。驚おどろくなという方が無理である。

「紹介致いたします。彼は桐きり島しまと申しまして……あ、あの……お恥ずかしながら……私の恋人なのです……」

「こっ、恋人おおおお!?」

　このおっさんが？

「あっ、もっ、もちろんボディガード兼恋人ですよ？」

　もちろんの意味がわからない！

「この中で彼氏持ちなの、華はな光みつだけなんだよねっ」

「超うらやましーよねぇ～」

　ひなちゃんとマカロンちゃんが「ねぇ～」と顔を見合わせる。って、そういう問題!?　この人どう見てもおっさんだよ!?　そして華光ちゃんは、「うふふ」と頰ほおをポッと赤らませた。いやいや「ポッ」じゃねーって！

「あと十年たったら、私は桐島のお嫁さんになりますの。ねぇ、桐島！」

「は、華光様！　またそんなお戯たわむれを……」

「ええっ、だ、ダメなのですか……？」

「私は華光様のボディガード。それ以外の何者でもありません」

「で、でも……私が心を許せる殿との方がたは桐島だけですのに……」

「華光様……」

　え、えーと……もう話しかけてもいいかな？

「で、この桐島さんて人はいったい……？」

「桐島さんはねっ、ひなたちのお手伝いをしてくれてるんだよっ」

「手伝い？」

「はい。メインとなるのは、放課後恋愛部のＩＴ脳としての活動です」

「あのホームページも、桐島さんが作ってくれたの！」

　かわいいサイト作ってんじゃねえよっ！

「そしてＩＰアドレスの解析をしてくれたのも桐島です」

　おまえかあああああっ！

「あっ、そうそう～！　『恋愛相談室　ＨＩＭＥの部屋』での回答をねぇ～きちんとした大人おとなの言葉に直してくれるのも～桐島っちさんなんだよぉ～！　最近はおねーちゃんの雑誌渡してやってもらってばかりだからぁ～超助かっちゃうしぃ～っ♪」

　俺おれはおっさんに恋の相談をしていたっ！　そしてそれならいっそもう桐きり島しまさんが管理人でいいのでは!?

「というわけで桐島さん！　孝たか男おちゃんに『アレ』見せてあげてっ」

「かしこまりました」

　アレ？　アレとは何だ？　おっさんがスーツの懐ふところからやおら何かを取り出し、テーブルの上に並べた。

「……なんだこれは？」

　それは遠くから写された、教室内の写真だった。

「俺のクラス!?」

「うん、そうだよ！　間違いがあっちゃいけないからって、ひなたちちゃんと調べたんだから！」

「は？」

「桜さくらヶが丘おか高校の前に、たまたま我が三さん条じよう院いん家のマンションがあるのです。そこから高性能の望遠レンズを付けたカメラで撮影させて頂きました。桐島が」

　またおまえか！

「そうしましたら無事一年二組にて、山やま田だ孝男さんのお姿を確認できたのです」

　言われてみると、頰ほお杖づえをついてだらしない表情をした俺に、しっかりとピントが合っていた。

「なっ、何撮ってんだよっ!?」

　慌あわてて写真を搔かき集める。

「あははっ。孝男ちゃんってば、これお姉ちゃんのこと見すぎだよう～！」

「しかも鼻の下～超のびちゃってるしぃ～っ！　きゃははっ」

「わ、笑ってはいけませんよ！　孝男さんはそれだけひなちゃんのお姉さんのことがお好きなのですっ！」

「う、ううううるさいっ！」

「いい……表情ですよ？」

　そして黙れ、おっさん！

「そ、そこまでして……俺をいったいどうしたいんだよう～～!?」

　思わず叫ぶ。するとひなちゃんが言った。

「言ったでしょう！　お姉ちゃんの恋人になって欲しいの！」

「だからどうして!?」

「う、うんとねー……それは……リアルな恋愛が見たいからっ！」

「は、はぁ!?」

「だからねっ、孝男ちゃんには恋愛サンプルとして、お姉ちゃんと恋人になるまでをひなたちに見せて欲しいの！」

「なっ、なんだよそれ!?」

「私たちは恋のお勉強をしたいのです。恋愛相談サイトを作ってから、情報はたくさん集まりました。でも……放課後恋愛部には肝かん心じんのリアルな『恋愛』というものが足りない……」

「そうなんだよねぇ～やっぱり～小学生の恋愛だとぉ～リアリティがないっていうか～？　男子が子供っぽすぎて話になんないっていうか～？　だからうちら、モテ系なのに彼氏いないんだよねぇ～？　ひな！」

「そうそう。だから孝たか男おちゃんに手伝って欲しいの」

「いるじゃん、彼氏持ちっ！」

「わっ、私と桐きり島しまの関係は一般的じゃないのでっ」

　一般的ではない自覚はあるんかいっ！

「とにかくさっ！　孝男ちゃんは恋愛サンプルにちょうどいいのっ！」

「どこがだよ!?」

「ほら、好きな人がうちのお姉ちゃんだから色々と便利だし」

　俺おれにとってはそれが一番厄やつ介かいだよ！

「あとは誰だれともお付き合いしたことがなくてピュアだし」

　うるせえ！　ほっとけ！

「あ～もう！　恋愛サンプルだかなんだか知らないけど、俺はそんなの絶対嫌いやだからな！」

「えー、なんでえ？　ひなたちの部活、すっごい楽しいよ？　それに、もちろんタダってわけじゃないし！」

「どういう意味だ？」

「あ、はいっ、あの、恋愛サンプルとして協力してもらう分、私たち放課後恋愛部は、全力で孝男さんの恋を応援させてもらいます。それじゃ……ダメでしょうか？」

　瞳ひとみを潤うるませながら、華はな光みつちゃんが俺の顔を心配そうに窺うかがう。うっ……そ、そんな表情をされると弱い。

「ほら、孝男ちゃん、あれだよ！　お互いうぉんうぉんな関係ってやつ！」

「違うよぉ～ひなってば超バカじゃぁ～ん！　ぶぃんぶぃんだよぉ～！」

　どっちも違うって、バカ二人！

「はい、その通りウィンウィンな関係です」

　突っ込むこともなくさらっと訂正した！

「だからさ、孝男ちゃんお願いっ！」

「い、嫌だよっ！」

「ええっ！　お姉ちゃんのこと、好きなんでしょうっ!?　好きな人と付き合えるかもしれないのに、どうしてっ？」

「い、嫌ってのはそういう意味じゃなくて！　そ、そりゃあ……つ……付き合ってみたいよっ！　ずっと好きだったんだ……もし……緒お方がたと付き合えたら……そんな夢みたいなことはないよ」

「じゃあいいじゃない！」

「でも無理に決まっているだろうっ!?」

　俺おれは思わず、勢いよくバンッとテーブルに手をついて立ち上がりながら叫んでしまった。

「…………どうして？」

　しばらくの沈黙の後、三人の声が揃そろう。

「どうしてもこうしてもないよ……君たちがいくら協力してくれたって、俺が緒方と付き合うなんて無理に決まっているんだ」

「だからどうして？　どうしてお姉ちゃんと付き合うのが無理に決まっているの!?」

「君たちにはわからないよ。いや、そのうちわかる……高校生の恋愛ってのは、そういうものなんだ。なんていうか……身分みたいなものがあって……あまりにもそれが違いすぎると、恋することすら許されないんだよっ！」

「……意味わかんない」

　ひなちゃんが呟つぶやいた。小学生にわかるわけがない。俺だって小学生の頃ころには思いもよらなかった…………恋愛するにも、権利があるだなんてこと。

「身分……ですか。随ずい分ぶんと大そうな言葉を使うんですね……」

　おっとりとした華はな光みつちゃんが、キッと鋭い顔になった気がして、少しびくりとなった。

「えっ？」

「ではお尋たずねしますが、身分とは具体的にどういうものなんでしょう？」

「具体的にってそりゃあ……俺みたいに顔も頭もよくない平凡な男と、緒方みたいに美人で優等生の女子っていう意味だよ。そんな両極端な二人が付き合うだなんてありえないわけで……」

「その程度で身分……ですか？」

「だから小学生にはわからないんだって！」

「……ありえないです」

「えっ？」

「ひなちゃん、マカロンちゃん。孝たか男おさんにはお気の毒ですが……ちょっと荒療治が必要ですね」

「アラリョージ！　……ってなんだっけ？」

「わかんないけどぉ～まぁいいやぁ～ＯＫ～！」

　他ほか二名わかっていませんけど!?　しかし華光ちゃんはそのまま続けた。

「作戦Ｂ……発動です！　桐きり島しまっ！　アレをお願いしますっ！」

　またアレ!?　桐島さんが持ち出す「アレ」は、おそらくロクなものじゃないわけで……。

「かしこまりました、華はな光みつ様。てやああああっ！」

「うわああああっ！」

　またも懐ふところから、今度はすごい勢いで「何か」を出す桐きり島しまさん。それは目の前の輩やからを不意打ちでいざ撃とうとせんばかりの勢いで、俺おれは思わず頭を両手でかばい大声を上げてしまった。しかし差し出されたのは黒くて危ない武器ではなく、タブレット型の端末だった。そこに映し出されていたのは、見慣れたトップページ……『姫ひめ恋こい日記』……これ……は……俺の……ポエムブログ？

「んぎゃああああ！　どうしてそれをおおおおっ!?」

　端末を奪だつ取しゆしようと飛び掛かるが、見上げるほどの長身である桐島さんに対しては不毛な行為であった。ひょいと軽くかわされた上に、

「タイトル『小学生の君』。控えめな梅うめのように恥じらった君は、その薔ば薇ら色いろの唇くちびるをゆっくりと動かす、ほんのりと薄うす桃もも色いろの頰ほおは春の桜さくら、そして僕にゆっくりと手を振る、一輪の百ゆ合りのようにたおやかなその仕草、君の笑顔はまるで向日葵ひまわりのよう……」

　しかも読み上げた。

「うわあああああ！　読むなっ！　読むなあああああっ！」

「タイトル『スイートプリンセス』。君はまるで砂糖菓子のよう、口に入れた瞬しゆん間かんに、とろりほろりと、甘く溶ける、ピンクの飴あめ玉だま……」

「だから読むなってええええ！　頼む！　読まないで下さいいいいい！」

　気付くと桐島さんにすがりついていた。しかし彼の巨体の前では、俺の力など赤子以下に過ぎず、ブンブンと身体からだを揺すろうとするも、微動だにしなかった。

「この慌あわてぶりからしても、この『姫恋日記』は山やま田だ孝たか男お様のブログと断定して間違いなさそうです。華光様」

「ありがとう、桐島。すみません、孝男さん。悪いとは思いつつも、依頼を断られた時の保険に孝男さんの一番恥ずかしいであろう物を調べてもらっていたんです。このくらいの調査は、元某ぼう国こくスパイの桐島にとっては朝飯前ですので……」

　その技術もっと別のことに使って下さいっ！

「できればこんな手は使いたくありませんでしたが……。もしこの依頼を受けて下さらないのでしたら、私たちはこのブログのＵＲＬを添付した迷惑メールを、桜さくらヶが丘おか高校にバラ撒まこうと思っています。もちろん孝男さんのブログであると明記して」

「閉鎖するっ！　今すぐに！」

「あらかたのページは魚ぎよ拓たくをとってありますので無意味かと……」

「『痛すぎる男子高校生のブログまとめ』……」

「桐島さん、やめてえええ！」

「というわけで孝男さん……受けて、下さいますよね？」

　再びにっこりと笑う華はな光みつちゃん。うう……彼女だけはおとなしいいい子だと思っていたのに……。

「孝たか男おちゃん、おねが────いっ♪」

　ひなちゃんがすがる。

「これだけの超～美少女三人が頼んでるんだからぁ～、もちろんやるわよねぇ～っ？」

　マカロンちゃんも上目遣づかいで迫った。天使のような笑顔にて、悪魔のような要求を突きつけてくる三人の美幼女。ああ、こういうのを小悪魔って言うのかな？

「…………わかったよ」

　俺おれはうなだれながら承しよう諾だくした。ていうか、あんな弱みを握られては、承諾の一いつ択たくしかないではないか！

「やったぁ～っ♪」

　手を叩たたいて喜ぶ三人の幼女＋おっさん。そしてこのわけのわからない状況に白目になっている男子高校生の俺。うん、なんだろうな？　この絵え面づら。

「では、よろしくお願い致いたします。孝男さん」

「よろしくねぇ～、たっかぽん～っ♪」

「お姉ちゃんとの恋、私たちが応援するからっ！」

「お、おう……」

　もうやけくそだった。




　かくして。俺の『放課後恋愛部』に於おける恋愛サンプルとしての生活が始まったのである。
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　一昨日おとといの出来事はいったい何だったのだろう？

　週明けの月曜日、学校にてぼんやりと上の空が続くのは、決して月曜日の憂ゆう鬱うつからではない。いや、憂鬱どころかむしろ、学校が終わらなければいいのにとさえ思っている。今の俺おれは、学校が大好きだ。学校ＬＯＶＥ！　何な故ぜなら……『今日きよう学校が終わったら、ラッキーバーガーの前に集合ね！』とのメールが、放課後恋愛部より早速届いたのである。

　華はな光みつちゃんの持つタブレットが、部の共用端末なのだそうだ。小学生ならスマホやケータイなんて持っていないだろうから、頻ひん繁ぱんに連絡が来ることはないだろうと思っていたのに、一人金持ちがいるとまったくもって厄やつ介かいである。しっかりとメールアドレスを聞き出された俺は、こうして放課後恋愛部より指令が来ることになったのだ。本当に厄介なことに巻き込まれてしまったと、俺はため息をつく。これから待ち受ける出来事に関して、不安しかない。

　恋愛サンプルだなんて言って、結局はマセた小学生の玩具おもちやにされているだけだ。飽あきるまで色々なことをさせられるに違いない。そしていいようにされて、ポイッである。その表現だと、あたかも年上の綺き麗れいなお姉さんにされるべきことのようだが、相手は小学三年生だ。俺だって、どうせ玩具になるなら、小学生より年上の綺麗なお姉さんがよかったよ。

　そしてもう一つ厄介なのは、その三人がクラスメイトの妹だということ。しかも、よりによってとりわけ個性的な奴やつらの妹なのだ。ギャル系ぶっ飛び少女の美作みまさか紋もん舞ぶ蘭らんに、金持ちエリートお坊ちゃんの三さん条じよう院いん宗むね光みつ、そして……マドンナ委員長の緒お方がた姫ひめ子こ。よくもまぁこんなオールスターが揃そろったものである。そう、もう一つ俺が不安に思っていることは、この個性的な姉＆兄たちに、妹たちとの関係がバレてしまわないかということだ。今以上に厄介なことになるのは歴然である。まず美作が例のテンションで「ロリコン！　ロリコン！」と騒ぎ立てることは想像するに容た易やすい。緒方にしても、ああいう真ま面じ目めな性格だから、表に出さずとも心の中でそう思いながら真剣に妹の心配をするだろう。うん、それが一番辛つらいな……。

　三条院宗光は…………果たしてどんな反応をするだろうかと、ふと本人のいる方向を見た。

　彼は独り席に座って、ハードカバーの本を読んでいる。頰ほお杖づえをついて、時折その細く長い指でページをめくった。伏し目がちな瞳ひとみは、男のものとは思えないほど長い睫まつ毛げに縁取られている。自分の妹と俺が関かかわっていることに宗光はどう思うか？　想像もつかなかった。まず妹がいるなんてまったくの初耳だったし、そもそも俺はあいつとほとんど話したことがない。いや、クラスメイトのほとんどがそうだろう。ミステリアスな美少年。同じイケメンでも、進しん藤どうとはまた違ったタイプだ。しかし本当に綺麗な顔をしている。宗光の美び貌ぼうは、男の俺でもつい見み惚とれてしまうほどだ。肌はだも髪も瞳も、やたら色素が薄うすくて、なんていうか儚はかなげだ。思春期特有の男くさい雰ふん囲い気きもないし、きっと世の女子のたいていはこういう奴が好きなんだろう。

　しかも成績優秀で、剣道部の期待のエース。美少年に加えて文武両道。ああ、おまけに由ゆい緒しよ正しき三条院家の跡取りだっけ。まったくもって神様は不公平だ。俺にも一つくらい分けて欲しい。

　ただ、そんな奴やつにも一つだけ欠点があった。それは性格である。あまりにもとっつき辛づらい性格をしているのだ。そもそも「僕に近寄るな」オーラが半はん端ぱない。しかしそこは天下の美少年で、そんなオーラを物ともせず、近寄ってくる女子はごまんといた。奴はその女子共を軒のき並なみ無む下げにあしらったのである。俺おれも実際にその現場を目撃したことがある。あれは入学してすぐのことだ。宗むね光みつは、同じクラスになったことに浮かれた女子たちに囲まれ、「宗光くん、何読んでるの？」「ねぇねぇ、面白い？」「どんな本が好きなの？」……などと質問攻めに遭あっていた。しかし彼は一切答えずに本を読み続けていたのである。すると一人の女子が言った。

「宗光くんってどういう女の子がタイプなの？」

　その脈絡のなさには、確かに俺も突っ込みたくはなった。だがしかし、あいつの反応は「そこまで怒らなくても!?」というレベルのものであった。パタンと静かに本を閉じ、こう言ったのである。

「僕に構わないでくれたまえ」

　教室内がシーンとなる。宗光は席を立ち、ツカツカと教室の外へと向かった。そして一度だけ振り向いて言った。

「それと、僕は色恋にはまったく興味がないから」

　どこへ向かったのか知らないが、とにかくそんな台詞せりふを残して去って行ったのである。残された女子たちはキーキーと怒るかと思いきや、「かぁっこいい～～ん」と目をハートマークにしていた。それを見て、なんだよ所しよ詮せんイケメンは何をしても許されるのかよ！　と憤いきどおったことをよく覚えている。なんでも「色恋に興味がないのはガツガツしておらずクールでかっこいい」ということらしい。

　とはいえ、入学早々にそんな態度を取った宗光は、クラスメイトに「とっつき辛い性格」とインプットされてしまった。キャーキャー騒いでいた女子共も、「構わないでくれたまえ」と言われた以上は、嫌われたくないのか距離を置くようになった。まぁ男子に関しては、多少のやっかみもあったとは思う。そんなこんなで、あいつはいつもクラスで孤立しているのである。

　宗光自身はそのことを何とも思っていないようだった。というかむしろ歓迎しているようにも見える。何もかも揃そろっているイケメンには、友達などいらないのかもしれない。その気持ちは俺にはよくわからないけれど、ただ、クラスメイトにどう思われようと気にせずに我を貫つらぬく強さだけは、少しうらやましいなと思っていた。その点では、美作みまさか紋もん舞ぶ蘭らんと同じ人種と言える。そう。二人とも、他人からどう思われても気にしないんだ。

　うらやましい。俺はその反対だ。他人の目を気にしてばかりいる。何をしても所詮「イケてない」のだから、せめて自分のキャラじゃないことはしない。

　なんてのは言い訳で、本当はまた何かを言われるのが怖いんだ。

　じゃあ、緒お方がた姫ひめ子こは……？　彼女もまた、強い部類の人間だと思う。いつも自分の正義を貫き、正しく凜りんとした姿。それがとても眩まぶしくて、いや、眩しすぎて……だから俺は、近付くことさえできないんだ。
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「あっ！　孝たか男おちゃ～んっ！」

　ラッキーバーガーの前にて、元気よくひなちゃんたちが手を振っている。「あ、ああ……どうも……」と、俺おれも力なく振り返した。

「なによぅ～、たかぽんってば元気なくなぁ～い？」

　マカロンちゃんが、俺のケツをバシバシと叩たたく。

「うおうっ」

　身長的に仕方がないとはいえ、ケツを触られて変な声が出た。このすぐにスキンシップしちゃう系のテンション、姉にそっくりだな。

「では……揃そろったところで行きましょうか」

　店内には入ろうとせず、華はな光みつちゃんが言った。

「へ？　行くってどこへ？」

「華光のおうちだよっ！」

　あっけらかんと、ひなちゃんが答える。

「え、ええっ！　それはまずいって！」

「どうして？」

　どうしても何も！　華光ちゃんの家は、同時にクラスメイトの宗むね光みつの家でもあるのだ。俺がこんな状況になっていると知らない以上、小学生の妹に近付き自宅に遊びに来たただのロリコンにしか見えないだろう。まして華光ちゃんの家は大金持ちだ。ロリコンに＋αして、更さらにヤバイ理由を色々と付加できてしまう。

「ほ、ほら……俺だって一応男だろ？　だから、いくら小学生とはいえ女の子の家に行くのはまずいんじゃないかなって」

「なんで？　ひなのおうちにも、たまに男子が遊びに来るよ！」

「いやだからそれとこれとはまた話が別で……」

　ていうかひなちゃんの家に遊びに行く＝緒お方がたの家に男子が遊びに行っているということか!?　くそう、小学生男子けしからんうらやましい……！

「あたしのうちにだって来るしぃ～！　ひなだけじゃないんだからねぇ～っ！」

「ひなと遊びたい男子のがいっぱいいますぅ～！」

「そんなことないですぅ～！」

　謎なぞの張り合いが始まった。男子が家に来る＝モテるということなのだろうか？　よくわからないが、気軽に女子の家に行ける小学生がうらやましいことだけは確かだった。そういえば俺も、当時は女子の誕生日会なんかに呼ばれて行ったりしていたっけ。あの時はまだ男女の隔へだたりなんてなくて、女子も一緒になって外で遊んだりしていた。鬼ごっこやかくれんぼ、虫捕りに精を出す活発な女子もいた。その逆で、折り紙や切り絵なんかを女子と一緒にする男子もいた。とにかくごちゃまぜだったんだ。みんな、自分の好きなことを好きなようにしていた。

　いつからだろう？　これは男子の遊び、これは女子の遊び、みたいな境界線ができて、女子と一緒に遊ぶとからかわれるようになって。そんな風にして、男女は区別されていった。でも、その境界線を引いたのはいったい誰だれなんだろう？　そしていつの間にか、女子の家に遊びに行くのは、とても恥ずかしいことになってしまったんだ。

「二人とも、喧けん嘩かはやめましょう！　今日きようは孝たか男おさんが放課後恋愛部の一員になった、記念すべき第一日目の活動日なのですから」

　元気よく「はぁい」と答える二人。華はな光みつちゃんの言うことはちゃんと聞くらしい。そして俺おれはやはり、この部活の一員としてこれから活動しなければならないらしい。

「孝男さんも、どうぞお気になさらないで下さい。自分で言うのも憚はばかられますが……私はこれでも三さん条じよう院いん家の跡取りとして第二位の権利を持つ令嬢です。だから何をしようと、誰を連れて来ようと、文句を言う者はいないのですよ。あの家では私が正義ですから」

「でも……」

「お兄様のことならご心配なく。私の家はとても広く、部屋の数もかなりあります。私ですら把は握あくしていない部屋があるくらいですから、間違っても会うことはありません」

　そこまで俺の不安を解消されてしまうと、返す言葉がなくなってしまった。

「ねっ、だから早く行こうよっ！　こんなところでぐずぐずしていると、三人の小学生を連れ歩いているヘンタイだと思われるよっ！」

「そこまで理解できるんだったら、はなっから俺を誘うなっ！」

「そうだよ、たかぽ～ん。ただでさえうちら、超～かわいいんだしぃ～！」

「自分で言うなって！　ったく……本当にどうしてこんなことに……」

　呟つぶやいたその時だった。

「孝男ちゃんっ！」

「わあっ」

　ひなちゃんが俺の腕に抱だき付いてきた。咄とつ嗟さのことで、少し焦あせってしまう。するとそのまま、まるで子こ猫ねこが甘えるように腕を弄もてあそんだ。そして、

「部活、楽しいよ？　一緒に……しよ？」

　と、かわいらしく言った。

「で、でも……」

　それでも渋しぶっていると、今度はひなちゃんの瞳ひとみが潤うるむ。

「……ダメ？」

「ダ、ダメっていうか……その……」

「孝たか男おちゃん……お願い？」

「うっ……」

　反則だ……緒お方がたにそっくりな顔で、上目遣づかいにそんなこと言われたら……。

「わ、わかったよ！　でもちょっとだけだぞ！　すぐに帰るからな！」

　俺おれは頷うなずくより他ほかなかった。
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「わぁ……でっけー……」

　月並みな表現であるが、そう言うしかないくらい、華はな光みつちゃんの家は、桁けた違ちがいにでっかかった。

「どうぞ、お入りになって下さい」

　まず門から玄関まで距離があり、通された玄関は、俺の部屋より広かった。

「放課後恋愛部の部室は別に設けてあります。どうぞこちらへ」

「えっ、家に部室があるの!?」

「うんっ！　ひなたちだけの部室なんだよっ」

「本当は学校に作りたかったんだけど～先生に言ったら～『そんなフジュンな部活はダメだっ！』て～、怒られちゃったんだよねぇ～。ていうかぁ～フジュンってなに？」

「さぁ～」とひなちゃんが答える。俺には、その先生の気持ちがよくわかる。

「放課後恋愛部は、実は不認可の部活なのですよ」

　人差し指を立てて、「シーッ」と華光ちゃんがウインクした。その仕草は抜群にかわいかったけれど、やっていることは不認可の部活動を金に物を言わせて無理矢理やるという、なかなかえげつないことである。通されたのは、俺が落ち着くサイズの小さめの部屋だった。ピンクを基調としたインテリアに、レース付きのカーテン。所々に、ぬいぐるみが置いてある。なんていうか、漫画やアニメなんかでよく見る普通の女の子の部屋って感じで、少し安心した。

「この部屋は、一般的な思春期男子が想像する、ごく一般的な女子の部屋というのを、綿密なデータ解析のもと再現しているのですよ」

　前言撤てつ回かい。

「ちなみに桐きり島しまが再現してくれました」

　だからもう断れよ、おっさん！

　スーツにグラサンのおっさんが、ルンルンしながらぬいぐるみたちを並べ、レースやフリルに囲まれたかわいらしい女の子の部屋を再現している光景を、思わず想像してしまった。何の得もしない想像だった。

「もう一つちなみになのですが、私の身辺は桐きり島しまが二十四時間監視をしております。そのせいもあって私の家はとても安全なのです。桐島ったら心配性でして……」

　ってドコにいる、おっさん!?

　思わず防御の形を取り、部屋の隅すみ々ずみから天井までを見回した。

「んじゃあ～落ち着いたところで部活を始めよーうっ！」

　ひなちゃんが元気よく両手を挙げて叫んだ。俺おれはちっとも落ち着かないけどなっ！　まぁとにもかくにも、放課後恋愛部の時間が始まったわけである。俺たちは円になって部屋に座った。

「で……いったい何をするんだ？」

　あまりにも沈黙が長いので、新入部員（認めたくないが）の俺が第一声を発してしまった。

「何って……特にすることはないよ？」

　はぁ？　ときょとん顔のひなちゃんに、俺もきょとんである。

「特にすることはないって、一応部活なんだろ？　いつも何してんだよ？」

「んと～、おかし食べながらぁ～……恋バナ的な？」

　マカロンちゃんが何な故ぜか気だるそうに答える。って、それ部活にする必要なくね!?

「え、じゃあ俺の存在理由は？」

「だからぁー！　今日きようは孝たか男おちゃんの恋バナを聞くんだよっ」

「そうだよぉ～。主役のたかぽんが黙ってるからうちらも黙ってたんじゃ～ん。しっかりしてよ～」

　いやいやいや、俺は君たちが普段何をしているかなんて知りませんし！

「というわけなので、孝男ちゃんズ恋バナ！　れっつらご～♪」

「って、恋バナなんて何を話せばいいんだよっ！　言っておくけどな！　男子は恋バナなんて、普通はしないんだぞ！」

　するとひなちゃんが、俺にずずいと顔を近付けて言った。

「あんなに真剣な恋愛相談を送っておいて？」

「うっ」

「あんなにお姉ちゃんのこと見つめておいて？」

「うううっ」

「あんなポエムブログまでつけておいて？」

「その話はやめろおおおおっ！　って、そういえば俺はもう放課後恋愛部のメンバーになったわけだから、あのブログで脅おどすのはやめてくれるよな？」

「えっ、まだダメだよ？」

「どうしてっ!?」

「だって途中で逃げ出すかもしんないじゃーん！」

「俺はいつになったら安心できるんだ？」

「孝たか男おちゃんが、恋愛サンプルとしてのミッションをコンプリートするまでだよっ」

「ミッションコンプリートって？」

「だから言ったじゃーん！　お姉ちゃんと、恋人になるまでっ！」

「マジ……かよ……」

　やっぱりあれは本気だったのか……。俺おれはがっくりと肩を落とす。本当に厄やつ介かいなことに巻き込まれてしまった。

「んふふー。リアルの恋愛もようが見られるなんて、ひな、わくわくしちゃうっ」

「うん、あたしも～！　マジで超こーふんするよねぇ～っ」

　おまえら、もしかしなくてもただ楽しんでいるだけだろ？

「と、いうわけでまずは……恋のきっかけからっ！　孝男ちゃんは、どうしてお姉ちゃんのことを好きになったのっ？」

「あ～っ！　それ～あたしも超聞きたぁ～いっ」

　ひなちゃんとマカロンちゃんが瞳ひとみをキラキラさせながら、両りよう脇わきから俺をサンドイッチする形で、顔を近付けてきた。

「どうしてって……」

　人間とは答えたい答えたくないにかかわらず、質問された事柄についての回答は、自然に頭の中に浮かんでしまうものらしい。




　太陽が照り付ける広い運動場。

　周囲から聞こえる子供たちの遊び声。

　居い残のこりの鉄棒。

　汗だくの小さな俺。

　そして…………。




　まるで走馬灯のように、あの時の光景が蘇よみがえった。困惑よりも先に、懐なつかしい気持ちでいっぱいになる。

「な～にニヤニヤ笑ってんの～、たかぽ～ん！」

　マカロンちゃんに言われ、ハッと我に返った。

「ねぇねぇ！　独り占めしないで教えてよう～！　どうしてお姉ちゃんのことを好きになったのかっ！」

　ひなちゃんが俺の腕を摑つかみ、ブンブンと振り回す。

「い、嫌いやだよ。どうしてそんなこと教えなくちゃいけないんだよ」

　小学三年生の頃を思い出していたからだろうか？　その近付けられた顔が、当時の緒お方がたに見えて、少し焦あせった。

「教えないと、ひなが一生くすぐりの刑にしちゃうぞっ！」

　うん、でも性格は全然違う。そして頭脳レベルも。一生くすぐりって、それはすなわちおまえの一生も棒に振ることになるかんなっ！　とはいえ小学生にとって一生を賭かける出来事は毎日のように起こるのだろう。俺おれにも覚えがある。一生のお願いを何度したことか。なので突っ込まないでおいた。うん、俺、大人おとな。

「ねぇー教えてよう～」

「嫌いやです！」

「くすぐっちゃうぞぉ～！」

「平気ですぅ～！」

　あ、なんか釣つられて子供みたいな言い方になってしまった。

「じゃあ今からくすぐりの刑ですぅ～」

「望むところで……ぎゃああああっはっはっはっはっはっはっ！」

　言い終わらぬうちに、ひなちゃんのくすぐり攻撃が始まった。まさか本当にやるとは思わず、完全に不意を突かれる。

「ちょ、やめ！　やめて！　ぎゃあはははははは……ひっひっひっひっひ……」

「マカロンも手伝って！」

「オッケ～♪」

「ぎゃああああああっはっはっはっはっ！」

　両りよう脇わきからくすぐられ、俺は悶もん絶ぜつする。高校生にもなると、くすぐられる機会なんてほとんどない。こ、こんなに辛つらかったっけ!?　俺はヒィヒィ言いながら、逃れようと身をよじった。だが、マカロンちゃんに後ろから羽交い締めにされ、ひなちゃんに押し倒されるようにして押さえつけられてしまった。これは卑ひ怯きようだ。押さえつけられているとはいえ、相手はたかだか小学三年生のしかも女子である。俺が本気になれば、すぐに振りほどけてしまう程度の力だ。だからこそ、本気の力を出すわけにはいかない。乗りかかられて驚おどろいたが、二人の体重はとても軽くて、俺なんかでも本気を出したら、吹っ飛んでしまいそうである。とはいえ……なされるがままくすぐられているこの状況は……辛すぎる……！

「あひゃひゃひゃ……ヒィ……ヒィ……い、いい加減に……しろ……」

　俺の笑い声もだいぶ危ない領域に入ってきたところで、

「あっ、あのっ……もうそろそろ許してあげてはいかがでしょうか？」

　ようやく華はな光みつちゃんの助け舟が出る。

「よぉ～し！　じゃあ孝たか男おちゃん！　許して下さいは？」

「ゆ……ゆるじて……くださひ……」

「私はバカでマヌケなブタ野郎です、は？」

　なんか趣しゆ旨し変わってるしっ！　ていうかそんな言葉どこで覚えてきた!?

「ほらほら、早く言いなさいよっ！　このヘンタイッ」

　しかし緒お方がたのミニ版のルックスで言われると悪い気はしな……ってオイ、俺おれ！

「ひな～！　少女漫画のマネしちゃダメだしぃ～！」

　そしてどんな少女漫画だっ！

「ぬああああっ！」

　二人が会話をし、隙すきができたところでどうにかこのくすぐり地じ獄ごくを抜けることができた。

「ハァハァハァ……」

　人間、ずっとくすぐられるととても体力を消しよう耗もうするのだということを知る。おそらく、今後生きていく上で何の役にも立たない情報であるが。

「だ、大だい丈じよう夫ぶですか？　孝たか男おさん」

　華はな光みつちゃんが慌あわてて俺に近寄った。

「だ、大丈夫……」

「よかったぁ。ホッとしました。ではキリもついたようですし、そろそろお茶の時間にしましょう」

「お茶？」

　見れば座卓の上に、綺き麗れいなカップの紅茶セットとクッキーが並べてあった。

「わぁ～いっ♪」

　おやつに飛びつく二人。いったい何のキリがついたのだと、突っ込みたいところではあったが、紅茶とクッキーの芳かぐわしい香りに、思わず腹がぐうと鳴る。

「孝男ちゃんったら、お腹なか鳴らしてやぁだぁ～♪」

　なんてひなちゃんに言われながら、「だってぇ～」と答えつつ、

「いっただっきまーす！」

　小学三年生と声を揃そろえてクッキーを頰ほお張ばる。実は甘い物は大好物なのだ。

「う、うまい！」

　クッキーは、俺が普段食べているスーパー特売の九十八円の物とは段違いにうまかった。あれ？　でもこの紅茶とクッキー、いつの間に出てきたんだ？

「おいしいですか？　よかったです♪　今日きようは孝男さんが部員となった記念すべき日ですから、紅茶もクッキーも格別の物を用意させましたので」

「華光ちゃんが持って来たの？」

「いえ。我が家に仕えるメイドが先ほど」

「メイド!?」

　これほどまでにときめく三文字が、果たしてこの世に存在するであろうか？

　その言葉の響ひびきだけで、思わず色めき立ってしまった。自宅にメイドがいるだなんて、さすがは大金持ちの三さん条じよう院いん家である。そのコスチュームは、動きやすくミニスカートなのか、それとも敷しき居い高くクラシカルなロングタイプなのか？　色々と気になることはあったが、その前にもっと気になることがあった。

「えっ？　先ほどって？」

「えっと、そうですね。ちょうど孝たか男おさんが、ひなちゃんに……あ、あのっ……わ、私は……バ、バカでマヌケな……ブ、ブタ……や、野郎……と言われていた辺りです。は、恥ずかしいっ」

　よりによって！　そして華はな光みつちゃんはそんな言葉言っちゃダメ！

　ああ、まだ見ぬ麗うるわしのメイドさんは、幼女二人に罵ののしられ、涙を流して笑っている痴ち態たいを見て、いったいどう思っただろう？　上がったはずのテンションが一気に急降下した俺おれは、

「ちょっと……トイレ借りていいかな？」

　一人になりたく旅立つことにした。





＊






「えーっと……廊下の突き当たりを右に曲がってその先を今度は左に……あった！」

　この敷地の広さと部屋数の多さはさすがの三さん条じよう院いん邸であり、トイレまで辿たどり着くのにも一苦労だった。ひとまずトイレですべき本来の目的を達すると、手を洗う。しかし広いトイレである。俺ならここだけで暮らせてしまいそうだ。いいなぁ……こんな大きな家。ふと、兄の宗むね光みつのことを思い出す。そうか、あいつもここに住んでいるんだよな……イケメンで頭も良くて金持ちだなんて、なんてうらやましいんだろう。

「しかし……」

　いくらなんでも広すぎる。そして簡潔に言おう。道に迷った。

「部室……どこだっけ？」

　忘れていた。俺は方向オンチなのだった。やべっ！　目の前にある廊下は、どこまでも長く続いている。所々にドアがあるが、どれも似通っていて見分けがつかない。ていうかそもそも部室のドアはどんなだっけ？　方向オンチの大きな特徴は、周りの景色を見ていない、または覚えていないことだという。まさにその通りだ。

　すると向かいから誰だれかがやって来た。あ、あれは……メイドさんっ！　三条院家の格式高いイメージに合った、クラシカルなロングタイプだっ！　しかも見た目までとてもかわいい。黒髪を綺き麗れいにまとめた、うら若き清せい楚そなメイドさんに、俺は心の中でガッツポーズをする。ついでにあの人に道を聞こう！　家の中なのに道などという表現はおかしいが、この長い廊下はもはや道だ。そしてこのメイドさんはそんな迷える俺の前に現れた天使……！

「あのっ、すみません！」

「ひぃっ」

　聞き間違いでなければ、今メイドさんは「ひぃっ」と叫び、見間違いでなければ、嫌けん悪おの表情を浮かべていた。そしてこれは見間違いでもなんでもなく、

「あっ、待って下さいっ！」

　走って逃げた。走り去る間ま際ぎわ、涙ながらの小声にて、「さっきの！」と言ったのが聞こえた。聞き間違いであって欲しかったが。もしかしなくとも、さっき俺おれの痴ち態たいを見たメイドさんなのだろう。ここでもしメイドさんと仲良くでもなれれば、この苦行のような部活に来る楽しみも見み出いだせるとまで考えていたのだが、その夢はあっけなく消えた。そして部室もわからないままだ。突き当たりを曲がると、またしても似たような形のドアが並んでいる。そして相変わらずどれも見覚えがない。だんだんとイライラしてきた。わからない以上、こうしてただウロウロしていても仕方がない。こうなったら片っ端からドアを開けて行こう。たとえ間違えたとしても、あれだ、ほら、カラオケボックスで違う部屋のドアを開けてしまった時のように「あっ、間違えました～」くらいのテンションで華か麗れいに立ち去ればいい。ええい、ままよ！　と、ばかりにバタンと一つ目のドアを開けた。

「あっ！」

「きゃっ」

　するといきなり間違えた上に、人がいた。「す、すみませ……」俺はすぐに謝り、慌あわててドアを閉めようとしたのだが、中にいた人物を見てその手が止まった。

「む、宗むね光みつ……？」

　そこにいたのは、華はな光みつちゃんの兄であり、クラスメイトの宗光だった。あれ？　しかし「ヤバイ！」と、思う間もなく違和感が襲おそった。さっき何かおかしなことがあった気がする。宗光はおそらく、制服から私服へと着替えようとしている最中だったと思われる。床には上着とズボンが落ちていた。それ自体に何ら問題はない。そう、問題なのは……キュルキュルキュルと、脳内映像を巻き戻しする。




　ドアを開ける俺。

　部屋の中にいる宗光。

「あっ！」と声を上げる俺。

「きゃっ」とかわいい声で叫ぶ宗光。←これだっ！




　着替えをしている最中に突然部屋のドアが開いたら、そりゃあ誰だれだって驚おどろくだろう。しかしただ驚いただけで、こんなにもかわいらしい声を出すだろうか？　まして入ってきたのは男だ。

　なんでそんな女の子みたいな声？

「や、山やま田だ孝たか男おっ！　ど、どうしてウチに!?」

「い、いや……あの……それは……」

[image: ]

　何か言い訳をしようと思ったが、あることが気になってしまい頭が回らなかった。宗むね光みつは今、カッターシャツ一枚になっていたのだが、裾すそからすらりと伸びる長い脚が、とても真っ白で綺き麗れいなので、思わず釘くぎ付づけになってしまったのだ。

　なんでそんな女の子みたいな脚？

「オイ、答えろっ！」

　ぼんやりとしてしまったその隙すきに、突然胸ぐらを摑つかまれる。密着して初めて気付いたが、宗光の身長は意外と高くなく、俺おれは見下ろす形になった。着替える途中であったカッターシャツは半分脱いだ状態で、その胸元があらわになっている。そして俺はそこにも釘付けになってしまった。胸の部分に白い布が巻かれている。なんだこれ……包帯か？　いや違う。これは……そうだ、さらしだ。祭りなんかでよく見るやつだ。……あれ？　な、なんで……？




　なんでそんな女の子みたいな胸……っていうか……胸が……あるの……？




「お、おっぱいがっ！」

　あまりにも驚おどろき、思わずそのままを口にしてしまった。その瞬しゆん間かんである。胸ぐらを摑んでいた手がパッと離されたかと思うと、

「いってえええええっ！」

　バチーン！　という音と共にビンタをされた。

「孝たか男おさ～ん！　いったいいつまでお手洗いに……って、きゃあっ！」

　そして俺おれは廊下まで吹っ飛び、タイミングよく現れた華はな光みつちゃんの前に転がったのである。

「た、孝男さん！　いったい何がっ？」

「華光……知り合いなの？」

「あっ、お、お姉様っ……こ、これは……」

「どういうことなの、華光っ！　説明しなさい！」

　何がなんだかさっぱりわからない。わかったのは、華光ちゃんが確かに「お姉様」と言ったこと。そして、目を上げた際に見えてしまった華光ちゃんのパンツが、真っ白に小さなピンクのリボンだったってことだ。

　って、小学生のパンツなんか見えても嬉うれしくないっつーのっ！
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「さぁ、説明してもらおうか。華はな光みつ」

　華光ちゃんと俺おれは、神妙な面持ちで正座をしている。目の前には、椅い子すに腰掛けてこちらを見下ろす宗むね光みつ。さっき数分間部屋の外に追い出され、その間にシンプルな白シャツとジーンズに着替えていた。こんな状況で不ふ謹きん慎しんではあるが、その姿はとても綺き麗れいだった。素材がいい人間は、シンプルな格好ほど洗練されるのだということを知る。そして……どこか色っぽくなるのだということも。

「黙っていてはわからないだろうっ！」

　宗光に見み惚とれていた俺は、その一いつ喝かつに思わず肩を上げる。

「どうして山やま田だ孝たか男おがここにいる？　おまえの知り合いなのか？」

「あ、あの……それは……」

「早く言うんだっ！」

「は、はいっ！　あ、あの……た、孝男さんは……私たちの……」

　か細い声で、華光ちゃんはこれまでのいきさつをかいつまんで話し始めた。




　聞き終わると宗光は大きなため息をついた。

「だいたいのいきさつはわかった。それはひとまず置いておくとして……山田孝男」

「は、はいっ！」

「おまえ……見たのか？」

「み、見たって、何を」

「とぼけるなよっ！　さっき何て言った？」

「え？　お、おっぱ……」

「ストレートに言う奴やつがあるかっ！」

「ご、ごめんなさいっ！」

「とにかく……その……見たんだな……？」

「ご、ごめん……」

　さっき見たもの……それは、確かにおっぱいだった。さらしに巻かれた、おっぱい。もし男のそれであったら、胸、と形容しただろう。しかしさらしでギュッと押しつぶされているにもかかわらず、そこには余りある胸の谷間といわゆる上うえ乳ちち？　とでも言うのだろうか、とにかくぷっくりしたやわらかそうなそれが存在していたのである。それはすなわち……。

「あ、あのさ……宗光、おまえって……」

「見ての通りだよ」

「そ、それは……」

　見ての通りだと言うのだから、そうなのだろう。しかしにわかには信じられない。俺が言いよどんでいると、宗光が口を開いた。




「そうだ、僕は女だ」




　まさか……確かに宗むね光みつの顔立ちは中性的で、どちらかと言えば女顔と表現できる。とはいえ、服装も振る舞いもずっと男だった。俺おれだって当たり前に男として認識していた。いや、クラスメイトの誰だれもが。それがまさか女だったなんて……！　あまりにも驚おどろき、金魚のように口をパクパクしていると、宗光が話を続けた。

「見られてしまった以上、隠していても仕方がない。男装をし、男として学校に通っている。まさか……この秘密をこんな奴やつに知られるなんてな……」

　こんな奴という言い方が気にはなったが、こめかみに手を当てて深くため息をついている彼……じゃなかった、彼女の姿を見ると、申し訳ない気持ちの方が先に立つ。

「……どうして男装をしているの？」

　聞くのは少しためらわれた。男の姿でいなくてはならない理由。色々と推測してみたが、それは親しくない俺なんかが気軽に聞いてはいけない内容しか思いつかなかった。それでもあえて聞いてみたのは、もしそんなのっぴきならない事情があるとして、事故とはいえ秘密を知ってしまった以上は、知った上できちんと接しなくてはいけないような気がしたからである。

「おまえに言う必要はない」

「そ、そうだよな……ごめん……」

「ただ……変な解釈をされても困る。これは僕にとって、重大な秘密なんだ。それを……いたずらに間違った解釈をされるのは……僕のプライドが許さない」

　なんとなくだけれど、宗光の言いたいことはわかった。

「だから、おまえを信じて話そうと思う。ただ、今から話すことについて余計な詮せん索さくはしないで欲しい」

「わかったよ。俺だって、ただのミーハーで聞いたわけじゃない。なんつーか……変な勘かん違ちがいされるのって辛つらいよな。自分じゃないキャラクターを自分だと思われて、その通りに振る舞わなくちゃいけないなんて、そんな辛いことはないから。それは、わかっているつもりだから……」

「……ありがとう。それから、このことは絶対に秘密にしてくれ」

「わかった」

「僕が、男装し男として振る舞っている理由……それは……」

　やはり言うのはためらわれるのだろう。事故とはいえ、秘密を知ってしまいとても申し訳なくなった。でも、事故だからこそ、きちんとその理由を聞いて誤解なきようにもしておきたかった。ゴクリと唾つばを飲み込み、次の言葉を待つ。宗光がゆっくりと口を開いた。




「絶対に恋愛をしたくないから」




　それは、思いがけない答えだった。

「えっ？　それはどういう……」

「余計な詮せん索さくはしない約束だ。恋愛をしたくないから。それだけ。それ以上でもそれ以下でもないよ。言葉通りだ」

　正直に言うと、心と身体からだの問題かと思っていた。申しん請せいをして認められれば、男子用の制服を着ることや、男子として学校に通うことくらいは許されそうである。しかし『絶対に恋愛をしたくないから』という予想もしない答えが返ってきたので、返す言葉が見つからなかった。そういえば、宗むね光みつに熱い視線を向けて騒ぎ立てる女子たちに向かって「僕は色恋にはまったく興味がないから」と一いつ喝かつしたこともあったっけ。ん？　それは相手が女だからか？　女だから興味がないですよ、と言っただけであり、いやでも恋愛に興味がないということはそもそも女として男に興味がないわけで……いかん、混乱してきた。

「とにかくそういうわけだから。絶対にこのことは誰だれにも言うなよ。ちなみに、僕が男装だと知っている者は学校に一人もいないんだ。だからこの秘密が漏もれた場合、自動的に犯人はおまえだということになる。その時は……ありとあらゆる三さん条じよう院いん家の力を使うからね。覚悟しておきたまえ」

「は、はい……」

　言われなくても口外する気はなかったが、最後の言葉でより厳重にお口にロックがかかった。

「さて……次は華はな光みつだ」

　華光ちゃんの肩がビクリと上がる。

「そもそもの発端は、おまえたちが作った部活のせいだ。放課後恋愛部!?　なんだそのふざけた部活はっ！」

　それは妹だからこその、強い口調。華光ちゃんは思わず目をつぶる。しかし怯ひるんだかと思いきや、「ふ、ふざけてなどいませんっ！」大きな声で言い返した。それがまずかったらしい。

「ふざけていなければどうしてそんな恥ずかしいことができる!?　恋愛を極めるための部活だって!?　低俗すぎだっ！　あまつさえ、おまえは僕の恋愛嫌いを知っているのだろう!?」

　宗光が更さらに声を荒げたので、今度はシュンとうなだれてしまった。

「ごめ……なさ……でも……ふざけては……いません……」

　今にも消え入りそうな声で、華光ちゃんがそう呟つぶやくものだから、俺おれは自分もある意味そのふざけた部活の被害者だということも忘れて同情してしまった。

「もういいよ。そんな部活の意義なんてどうでもいい。ただ、おまえのせいで僕の秘密がクラスメイトにバレてしまったことは事実なんだ。その罰として、金こん輪りん際ざいうちでその下らない活動をするなっ！　わかったなっ！」

　華はな光みつちゃんは、涙を浮かべて唇くちびるを嚙かむと、こくりと頷うなずいた。
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「みなさん、ごめんなさい……」

　夕焼け色の空の下、小さな影が三つと、それより大きな影が一つ。華光ちゃんより事の顚てん末まつが話され、しょんぼりとしながら歩いていた。

「そっかぁ……ひなたち、もう部室に行けないのかぁ……」

「なんかごめんな。元はといえば俺おれが部屋を間違えたせいで……」

「本当だよ～、マジ超最悪だしぃ～たかぽん」

「…………」

「いえ、私が悪いのです。自分の立場に甘えていました。お姉様に黙っていたことも、いけなかったのだと思います……」

　お姉様、と言って、あとの二人が何の反応も示さなかったので聞いてみた。

「なぁ、二人は華光ちゃんのお兄さんが、本当はお姉さんだって知っているの？」

「うん、知ってるよ～。だってうちら親友だし～。ね～、ひな」

「うんっ！　それに、華光がこの放課後恋愛部に入ったのは、そもそもお姉さんのためなんだもん……ねっ？」

　ひなちゃんがそう言うと、華光ちゃんがこくりと頷いた。

「お姉さんのため？　それってもしかして……宗むね光みつの恋愛嫌いと関係している？」

「……ええ、そうです」

　少し迷った後で、再びこくりと頷く。やっぱりか……。姉妹で正反対の考えを持っていることが、ふと気になっていたのだ。

「ねぇ、宗光はどうしてあんなに恋愛嫌いなの？」

　いくら嫌いとはいえ、小学生の妹がやっていることにあそこまで激げつ昂こうする理由がわからなかった。普通なら、所しよ詮せんは小学生のお遊びだと、流せてしまう程度のものだと思う。

「それは…………ごめんなさい。まだ、言えません」

　華光ちゃんは本当に申し訳ないというように頭を下げた。

「あっ、い、いや、そうだよね。俺はただのクラスメイトっていうだけで宗光と仲がいいわけでもないし、この秘密だって事故で知っただけ……」

　言いながらあらためて、とても大きな秘密を知ってしまったという事実に打ちひしがれる。

「俺、宗光にすっげえ申し訳ないことしちゃったよ……俺なんかに秘密を知られてやっぱり不安だよな……どうしよう……」

「気に病まないで下さい、孝たか男おさん。私、実は……お姉様の秘密がバレて少しほっとしているのです」

「えっ、どうして？」

「いくら強い意志があるとはいえ、女の人が男の人のふりをして学校生活を送ることは……とても大変だと思います」

「でも今のところ全然バレてないぜ？　俺おれだって完全に男だと思ってたし」

「んも～う、孝たか男おちゃん！　そういうことじゃないのっ！　体育のお着替えとか、おトイレとか～女の子は大変でしょう？」

「あ、そ、そうか」

「たかぽんってば超ニブいし～！」

　言われて初めて気が付いた。男だと思っていたから当たり前のように意識して見たことなどなかったが、確かに体育の着替えはどうしているのだろう？　こっそりとどこかで着替えているのだろうか？　それに授業ではストレッチなんかでペアを組むこともある。これまた男同士であれば当たり前のように遠えん慮りよなく身体からだに触れられてしまうわけで…………本当だ、すごく大変だ。

「ましてお姉様は、このことを誰だれにも言っていません。それどころか、秘密がバレないよう必要以上に人を遠ざけている。こんなに大変な秘密を抱かかえながら、心を許せる友達がいないなんて……私は、心配でならないのです」

「そっか……そうだよな……」

「せめて一人でも、お姉様の秘密を知った上でお友達になってくれる方がいましたら、それだけでもお姉様はすごく楽になれる……だから……あの……孝男さんにお願いがあるんです」

「お願い？」

「はい……あの……お姉様のお友達になって頂けないでしょうか？」

「えっ、と、友達!?」

「はい。さっきも言った通り、私はお姉様のことが心配で心配で仕方ないのです。だから、もし孝男さんがお姉様のお友達になってくれたら……こんなに嬉うれしくてほっとすることはありません」

「き、気持ちはわかるよ。でも……」

　確かに一人でもそういう友達がいれば、男装という不便な学校生活はすごく楽になりそうだ。事故とはいえ秘密を知ってしまった以上、俺にもし手伝えることがあるのなら手助けしたい。でも、成績優秀でスポーツもできる優等生（しかも美少年と思ったら美少女）が果たして俺なんかを頼りたいと思うだろうか？　いや、思わない。その旨むねを話そうとしたが、まるでそれを察知して言わせまいとするかのように、華はな光みつちゃんが口を開いた。

「お願いしますっ！」

　その思わぬ強い口調に、次の言葉が出なかった。

「勝手を言っているのは重々承知しております……でも……私はそれだけお姉様のことを……だから……お願いです、孝たか男おさんっ！」

　いつもはおっとりとしておとなしい華はな光みつちゃんが、とても強い意志を持った瞳ひとみで俺おれのことを見み据すえる。その真剣な表情に、何も言えなくなってしまった。

「私からもお願い、孝男ちゃん！」

「超～～おねが～いっ！」

　そしてひなちゃんとマカロンちゃんまで頭を下げるので、俺は降参せざるを得なかった。

「……わかったよ。すぐに友達ってわけにはいかないだろうけど、頑張ってみる。少なくとも、何か困っていることがあるようだったら助けるよ」

「ほ、本当ですかっ？」

「ああ、約束するよ。それに普通に考えて、困っている人を助けるってのは友達じゃなくても当たり前のことだから」

「ありがとうございます、孝男さん！　はうう……よかったぁ……」

　きっと今まで、すごく悩んできたんだろう。

「よかったね、華光っ！」

「はいっ」

　ひなちゃんにそう言われて頷うなずく華光ちゃんの目には、うっすらと涙が浮かんでいた。

「おねーさんにバレちゃった時は超アセったけど～逆によかった的な～？　やっぱうちらって超ラッキー！　でもさ～部室どーする～？」

　マカロンちゃんの問いかけに、二人は「うーん……」と顔をしかめる。しばらくそうした後、ひなちゃんが元気よく言った。

「わかんないっ！」

　思わずズッコケる。

「でも、きっとなんとかなるっ！　だから明日あしたも部活に集合ね、孝男ちゃんっ！」

「えっ、あっ、は、はい……」

　こんな事件があって部室まで失ってしまい、あわよくば部活はしばらく中止という展開にならないかと密ひそかに期待していたのだけれど、現実は……いや小学生はそんなに甘くはないようだった。
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　頑張って友達になる努力はしてみる、とは言ったものの……。

「やっぱりそう簡単にはいかないよなぁ……」

　視線の先には、三さん条じよう院いん宗むね光みつ。翌日の学校にて、今日きようも不機嫌な顔でじっと本を読み耽ふける本人の姿を見ると、その決意は簡単に折れてしまった。どう考えても近寄り難がたい。なんというか、話しかけるなオーラが半はん端ぱないのだ。これじゃあ友達になるどころか、喋しやべることすらできそうにない。なんであんな約束をしてしまったのだろうと後こう悔かいする。俺おれはいつもそうなのだ。頼まれると断ることができない。小学生相手でもそうだなんて、なんだか情けなかった。でも華はな光みつちゃんの話を聞いて、大変だろうなと思ったことは事実だった。そして、できることなら手助けをしてあげたいと思ったことも……。

「宗むね光みつくんって本当にかっこいいよね～」

　少し離れた所にいる女子のグループから、そんな声が聞こえた。黙っていても女子の視線を集めることができる、孤高の美少年。

「が、実は女だなんてなぁ……」

　あの女子たちが知ったらどう思うだろう？　幻げん滅めつするのだろうか？　いや、案外それはそれでアリってなるのかもなぁ……宝たから塚づか的な意味で。それくらい、宗光の顔立ちは整っている。

　試しにロングヘアの髪型を宗光の顔に、想像で合成してみた……カシャッ。

「うっ……こっ、これは……」

　脳内にて合成されたその姿は、ものすごい美少女。緒お方がた姫ひめ子こ一筋に生きてきた俺でも、これはちょっと動揺してしまった。女子の姿になったらなったで、今度は男子共が大騒ぎするに違いない。そう考えると、事故とはいえそんな宗光のカッターシャツ一枚の姿を見られたのはちょっとラッキーだったのかもしれない。途と端たんに十五歳男子の思春期的思考が活性化し始める。しかも今思い返してみると、シャツの下はボクサータイプのトランクスだった。女の子なのに男物のトランクスをはいていると思うと、倒とう錯さく的で妙に色っぽく感じる。あ、これってあれじゃん。男子ならば一度は妄もう想そうしたことがあるであろう、突然お泊まりに来た彼女が、彼氏に着替えを借りるとかいうシチュエーション。それを思いついた瞬しゆん間かん、俺は妄想の世界へと突入した。




「ねぇねぇ、着替え貸して？」

「えっ、俺の？」

「だって持って来なかったんだもん」

「突然来るからだろ」

「突然会いたくなったんですう～！」

「ったくもう……ほらよ」

「ありがと！　じゃあ着替えてくるね。あっ、覗のぞいちゃダメだぞっ！」

「バッ、バカ。覗くわけねーだろっ」

　そして数分後に現れたのは、俺のシャツ一枚にトランクスをはいた彼女。

「あはっ。やっぱりぶかぶかだぁ～♪」

　なんて言いながら、無む邪じや気きに笑う。ぶかぶかなシャツは、もちろん萌もえ袖そでだ。彼女はその姿のままぺたんこ座りをしている。シャツからすらりと伸びる細くて長い脚は、目が覚めるくらいに真っ白だ。首も腕も小こ鹿じかのように華きや奢しやである。それなのに……おっぱいはすっごく大きい。

　彼女は恥じらうように胸元を隠そうとするが、その仕草はむしろマシュマロのように柔らかなそれを、ぎゅっと中心に寄せてしまっている。俺おれのシャツという地図の中に、ふわふわで真っ白な谷間が出現した。

　思わずゴクリと生なま唾つばを飲み込む。すると彼女が、そのぷっくりとしたピンク色の唇くちびるをゆっくりと動かし、上目遣づかいに言った。

「ん……孝たか男おくんのパンツはいてるの……なんだか変な感じ……わ、私……ちょっとえっちな気分になってきちゃ……」




　って、いかんいかんいかーんっ！

　彼女が頰ほおを上気させぷちんぷちんとボタンを外し始めたくらいで、俺は慌あわてて妄もう想そうを中断する。このシチュエーションは、思春期真っ只ただ中なかの高校生男子にはあまりにも刺激が強かった。

「おいっ！　山やま田だ孝男っ！」

「うわあああっ！」

　そんな不純な妄想に耽ふけっているところに名前を呼ばれ、

「わっ、む、宗むねっ、宗むね光みつっ！」

　しかもその妄想彼女は若じやつ干かん宗光の女の子バージョンであったため、俺は不自然なくらいに動揺してしまった。

「チッ……大きな声を出すなっ！」

　宗光が俺の口を押さえながら言った。

「ふ、ふわい……」

　かろうじて返事をする。細く長い指が視界に入ってドキドキした。制服はもちろんのこと、どう見ても男子の見た目であるのに、どうも調子が狂ってしまう。

「やっぱり危険だ……」

「ふわ……もご……」（危険って、何が？）

「……ちょっと来い」

　宗光は俺の手を引いて、教室の外に出た。
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「昨日きのうはああ言ったものの、心配になった」

　手を引かれて階段の踊り場まで連れて来られた。

「し、心配……って？」

　用心深く周りを見渡してから、宗むね光みつは口を開く。

「僕の秘密を口外しないと約束してくれたが……やはり信用できない」

「ぜ、絶対誰だれにも言わないよっ！」

「そうは言っても所しよ詮せんは口約束。口約束に『絶対』など存在しないよ。それに、変に意識し過ぎだ。さっきも僕のことをじっと見ていたじゃないか。おまえが言わなくとも、その不自然な行動は目立ち過ぎる」

「そ、それは……」

　否定できなかった。華はな光みつちゃんとした約束のせいもあり、妙に意識してしまっているのである。

「じゃ、じゃあどうしたら信じてくれるの？」

「はなっから信用はしない。交換条件だ。おまえにも同等のリスクを負ってもらう」

「どういう意味？」

「華光から聞いた話によると、おまえはこのクラスに好きな女子がいるとのことだな。しかし名前までは教えてもらわなかった。僕のこれだけの秘密を知っておきながら、それではフェアじゃない。だから、その好きな女子の名前を教えてくれ」

「ええっ！　そ、それはちょっと……」

　宗光の気持ちはわかる。でもクラスメイトに好きな人を知られるというのは、俺おれにとっては耐え難がたい恥ずかしいことなのだ。

「それ以外の何かじゃダメかな？　な、なんでも話すよ」

「それ以外で、なおかつ僕以上の秘密があるのか？」

「うーん……」

　そう言われて考えてみたが、俺に大した秘密などなかった。いや、たいていの普通の人は、大きな秘密なんて持っていないだろう。そう考えると、恋愛とは恐ろしい。たいていの普通の人でも、好きな人、という秘密なら一度は持ったことがあると思う。

「僕の秘密に匹ひつ敵てきするほどの秘密は、ないだろう？」

「…………はい」

　仰おおせの通り、三さん条じよう院いん家クラスの秘密など俺にはない。

「じゃあ教えろ。おまえの好きな女子を」

「……絶対に誰にも言わないでよ？」

「当たり前だ。これは交換条件なのだから。それに、僕はそんな卑ひ怯きようなことをする人間ではない」

「わかった……じゃあ、教える。俺の……好きな人は……」

　ゴクリ……唾つばを飲み込む。




「緒お方がた姫ひめ子こ」




　喉のどがカラカラだ。初めてクラスメイトに話した。あのことがあってから、絶対に誰だれにも話さないと決めた、秘密……。宗むね光みつは驚おどろくでもなく、腕を組んだまま言った。

「ふうん……緒方か……美人な委員長、ね……男ってやつはやっぱりベタなんだな」

「ベ、ベタなんかじゃないよっ！　それにルックスや委員長ってカテゴリーだけで好きになったような奴やつらと一緒にして欲しくない！　俺おれは小学三年生の頃ころからずっと緒方のことが好きなんだ……」

「小学三年生の頃からっ!?」

　し、しまったっ！　熱くなって、つい余計な情報まで話してしまった。

「おまえ……そんな昔からずっと緒方のことが好きなのか？　小学三年生の頃から？　七年間も？」

「そ、そうだよ……悪いかっ」

　宗光は何も答えなかった。

「どうせしつこいとか、七年間も報むくわれてないなんて気の毒とか、あきらめればいいのに、とか思ってんだろっ！　いいよ、そんなこと俺が一番よくわかって……」

「何な故ぜだ？」

　話し終わる前に、宗光が言葉に割り込んだ。

「えっ？　何が？」

「何故……そんなにも人を一いち途ずに想おもえる……？」

「な、何故って言われても……」

　答えることができなかった。俺は緒方のことがただ好きなだけで、たまたまその期間が七年間に及んだだけだ。説明のしようがない。

　黙っていると、予鈴のチャイムが鳴った。

「予鈴か……とにかくこれで交換条件は成立した。お互いにリスクを負ったわけだから、もう僕に必要以上に関かかわるな！　わかったな！」

「は、はい。わかりました……」

　ものすごい剣幕でそう言われ、つい丁てい寧ねい語ごになってしまう。

　華はな光みつちゃん……悪いけど、やっぱり約束は果たせそうにないかも……。

　くるりと踵きびすを返すと、俺を振り返ることもなく歩き出す宗光。そのシルエットは、とても線が細くて華きや奢しやだった。それほど秋も深まっていないのに、心なしか寒そうな仕草もしている。

　あらためて、彼は本当に女の子なんだと思った。

　しかし最後の質問はいったいどういう意味があったんだろう？

　それはわからずじまいだった。
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　必要以上に関かかわるなと言われると、逆に意識してしまうのが人の性さがである。

　宗むね光みつが何かをするたびに、俺おれはいちいち目で追ってしまい、彼に鋭くキッと睨にらまれていた。そのたびに縮み上がるのであるが、慣れてしまうとどうということはない。知った上でよく見れば、宗光の顔はやはり女の子のそれであり、どこか「柔らかみ」を帯びているのだ。するとその鋭い目つきも、怯おびえるほどではないと気が付く。すっかり耐性ができてしまったというわけだ。それにさすがは優等生の美少年、授業中や休み時間に至るまで、その一いつ挙きよ手しゆ一いつ投とう足そくがやたらと目立つのである。だからつい目で追ってしまうのだ。たぶん今俺は、宗光のことを好きな女子並に彼を見つめていると思う。それは華はな光みつちゃんとの約束のせいもあったが、もう一つ気になっていることがあったからだ。




　なんだかやたらと寒そうなのだ。




　今は十月で、すっかりと秋めいてはきているがそれでも今日きようの天気予報は「まるで夏に戻ったような気温」と言っていた。悲しいかな空調設備などない公立高校は、屋内でも外気温と変わらないので、朝からずっと暑い。でも、宗光はとても寒そうだった。確かに身体からだは細いし、女の子なら体感温度も違うのかもしれないけれど、それにしたってカーディガンを羽織るような気温ではない。休み時間、読書をする宗光はとにかくやたらと寒そうであった。心なしかページをめくる速度も遅い気がする。っと、いかんいかん。こんなに見つめていては、また気付かれてしまう……そう思ったその時だった。

「くひゅんっ」

　宗光がくしゃみをした。大きなハードカバーの本で隠していたので、注意していなければわからなかったと思う。意外とかわいいくしゃみだな……ってそうじゃなくて、あいつ風か邪ぜ引いてるんじゃないだろうか？　宗光は本を閉じるとこめかみを押さえた。頰ほおが紅潮し、肩で息をしている。すごく辛つらそうだった。身体の具合が悪いことは確かだった。

　ど、どうしよう……声を掛けようか迷う。さっき「必要以上に関わるな」と言われたばかりなのだ。それに、普段話したこともない俺が急に声を掛けたら、みんな不自然に思うだろう。

　だ、誰だれか気付くよな……。

　気付かないにせよ、見てわかるほどに具合が悪いのだから、きっと自分から先生に申し出るはずだ。そうすれば後は保健委員の仕事。俺がでしゃばることじゃない。しかし宗光は、ずっと我慢していたのか本当に辛そうだった。ハラハラしながらその様子を見守る。ど、どうしよう……だ、誰か気付いてやれよ……おまえもそんなに辛いならさっさと誰かに……そう思った時だった。不意に頭の中に、華はな光みつちゃんの言葉がよぎった。




『いくら強い意志があるとはいえ、女の人が男の人のふりをして学校生活を送ることは……とても大変だと思います』




　…………宗むね光みつは言えないんだ！　誰だれかが体調を悪くした場合、保健室へと連れて行くのは保健委員の役目となっている。支えたりベッドで寝かせたりすることもあるので、世話をするのは同性の委員というのが暗黙の了解となっていた。見る限り、宗光は立てないほどに辛つらそうである。同性であれば、身体からだを支えることはおかしくない。しかし宗光は本当は女の子だ。しかも理由はわからないが恋愛嫌いなのである。必要以上に異性と密着することは、ちょっときついだろう……どうして気付かなかった？　周囲の目なんて気にしている場合じゃなかった。俺おれは立ち上がり、宗光の席へと向かった。

「む、宗光……」

「な、なんだ……」

　宗光がゆっくりと顔を上げる。いつもの鋭い視線……は、苦しそうなしかめっ面つらに負けていた。

「ひ、必要以上に……は、話しかけるなとさっき言ったばかり……」

「おまえ、具合悪いんだろ？」

　はっとした顔をするも、「わ、悪く……ない……」と否定した。

「悪くないわけないだろ？　そんな苦しそうな顔して。俺、こっそり保健室連れて行ってやるから……」

「大きなお世話だ！　それにこれはちょっと風か邪ぜを引いただけで安静にしていればすぐに……」

「だから安静にするために保健室行くんだろ!?」

「う、うるさいっ……平気だって言ってるだろう!?　そもそもおまえには関係のないことだっ！」

　宗光が声を荒らげたので、クラス中が俺たちに注目した。ああもう……こっそり連れて行こうと思ったのに！　なんて強情な奴やつなのか。性格に難があるのは、男装を隠すため云うん々ぬんではなく根本の問題なのではないかとふと思う。こんなんじゃ普通の友達もできねーぞ！　少々苛いら立だってしまい、俺もつい大きな声を上げてしまった。

「関係あるよっ！　友達だろ!?　友達に体調悪いこと隠してんじゃねえよっ！」

　さて、言ってしまったぞと……。クラス中の生徒が注目したために、なんとか辻つじ褄つま合わせをしようとおかしなことを言ってしまった。だって仕方ないだろう？　関係ないなんて言われてしまった以上、そのまま強引に連れて行っては変に思われる。だから、友達だと口走ってしまったんだ。

「ほら……行くぞっ」

　思わぬことを言われたせいか、宗むね光みつはそれ以上口答えをすることはなかった。きょとんとした隙すきを狙ねらってその手を引き、足早に教室を出た。

「ごめんな……とりあえず保健室までの我慢だから」

　ひとまず手を取っていることを詫わびる。

「余計な……ことを……うっ」

「わっ……と……」

　よろけそうになったのを咄とつ嗟さに支えたので、抱だき抱かかえるような形になってしまった。

「ご、ごめん！」

　しかしそれでわかったのだが、かなりの高熱である。その時、消え入るような小さな声が聞こえた。

「…………とう」

「えっ？」

「あり……がとう……」

「うん。もうちょっとだから、ごめんな」

　答えるのも辛つらいのか、今度はこくりと頷うなずく。

　あれ……？　心なしか、さっきよりも体重がかかった気がした。
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「困ったわね……おうちの人、誰だれも出ないのよ……」

　と、美人養護教諭の松まつ田だ先生。そんなはずはないと言い掛けて、俺おれは思い止とどまった。あいつの家にはメイドさんがいるので、電話に出ないはずはない。桐きり島しまさんのようなボディガードだっているはずだ。しかしそれでもつながらないということは、何か理由があるのかもしれないと思ったからだ。

「あなた、保健委員じゃないわよね？　ってことは、お友達？」

「あ……は、はい」

「どこか他ほかに連絡先、知らないかしら？」

「本人に聞いてみます」

「お願いね。熱が三十九度もあるの。さすがに一人で帰らせるわけにはいかないから」

　そんなに熱があったのか。辛かっただろうに、宗光は誰にも言えずに我慢をしていたのだ。なんだか、胸が締め付けられるようだった。




「入るぞ」

　そう言ってゆっくりとカーテンを開ける。冷やしたタオルをおでこに載せた宗むね光みつが、ハァハァと苦しそうにしていた。

「大だい丈じよう夫ぶ……か……？」

　ゆっくりと頷うなずく。とても辛つらそうだ。

「あのな、松まつ田だ先生が家の人の連絡先を教えて欲しいって。おまえん家ち、誰だれも出ないんだってさ。メイドさんとかじゃダメなのか？」

「……両親は仕事で不在だ……お手伝いには……学校関係に関かかわるなと言ってある……」

「えっ、そ、それじゃあどうすんだよ？」

「連絡はしなくていい……」

「で、でも」

「連絡がついたところで、両親は迎えになど来ない……どうせ代わりの者が来るだけだ。僕はいたずらに三さん条じよう院いん家であることを……ひけらかしたくは……ない……」

　なんだかよくわからないが、やっぱり頑固で面倒な奴やつである。妹の華はな光みつちゃんは、素直ないい子なのにな。

「…………そうだっ！」

　華光ちゃんに連絡すればいい！　小学生なら学校も早く終わるだろうし、彼女には桐きり島しまさんが付いている。大きな声では言えないが、幸い放課後恋愛部への直通メールアドレスは知っているので、俺おれはすぐにメールをした。

　ヴヴッとポケットのスマホが震ふるえる。すぐに返信が来た。授業中なので桐島さんが端末を預かっているらしく、彼からの返信である。ちょうどよかった。宗光が高熱を出した旨むねを伝えると、華光ちゃんの学校が終わり次第すぐに迎えに行くとのことだった。よかった……ほっと胸を撫なで下ろす。

「松田先生、家族の人と連絡がつきました。あと一時間ほどしたら、迎えに来るそうです」

「あら、ありがとう。えっと、山やま田だくんだっけ？」

「はい」

「私ね、今から用務室に行かなくちゃいけないの。だから彼のこと、ちょっとお願いしてもいいかな？　授業の先生には言っておくから。君もサボれてラッキーでしょっ？」

　色っぽいウインクをする松田先生。

　先生は美人な上にこの性格なので、とても人気がある。色々あったけれど、松田先生からのウインクサービスを貰もらったということでチャラにしよう。

　さて……俺は再びカーテンの中へと入った。宗光は相変わらず苦しそうである。俺はすっかりぬるくなってしまったタオルを取り替えた。

「んっ……」

「あ、悪わりぃ。起こしちまったか？」

「体が……熱い……」

「三十九度だってよ。もう少ししたら華はな光みつちゃんが桐きり島しまさんと迎えに来るから、それまでゆっくり寝てろよな」

「だっ、誰だれがそんなことを頼んだっ……つっ……」

　急に起き上がって立ちくらみがしたのか、宗むね光みつはこめかみを押さえた。

「だから寝てろって言ったのに……」

　慌あわてて布ふ団とんを掛け直す。

「……ほっといてくれ」

「そういうわけにはいかないんだよ。華光ちゃんと約束しちゃったし」

「華光と？　いったい何をだ？」

　ちょっと迷ったが、ストレートに言ってしまうことにした。

「おまえと友達になってくれってさ」

「あ、あいつ、そっ、そんなことを言ったのか!?」

　熱のせいだけじゃなく、宗光の顔が赤くなる。

「意味がわからない。ちっとも懲こりていないじゃないか」

「まぁそう言うなよ。華光ちゃんは……おまえのことを心配してそう言ったんだから」

「心配？」

「ああ。男装して学校に通っているおまえのことが心配だから、一人でもいいから心を許せる友達を作って欲しいんだってよ。で、秘密を知ったのをきっかけに、その役を俺おれにとお願いされたわけ」

「よ、余計なことを……でもそれを真に受けて、こんなことをしたおまえはもっとバカだ」

「ああ、バカかもな。でもさ、あんなに真剣にお願いされちゃ断れないよ。それとこの件に関しては、ただおまえが心配だっただけだ。クラスメイトが具合悪くて困っていたら、助けるのが当たり前だろう？」

「…………」

　宗光は黙ってしまった。

「だからさ、嫌いやかもしれないけど、かわいい妹のためにここは少し折れてよ。表向き友達って感じで、困ったことがあった時に頼ってくれるだけでもいいから。俺にできることがあれば協力するし。秘密を交換した者同士としてさ」

　再びの沈黙。やっぱり俺なんかに頼るのはプライドが許さないか。そう思ったが、返ってきた言葉は肯定でも否定でもない、まったく別のものだった。

「……なぁ、おまえ本当に七年間もずっと緒お方がたのことが好きなのか？」

「なっ、なんでいきなりその話になるんだよっ！」

「質問に答えろ」

「そ、そうだよ。悪いかっ！」

「いや…………うらやましい」

「え？　う、うらやましい？　何が？」

　何がなんだかさっぱりわからない。宗むね光みつは話を続けた。

「そんなにも……一いち途ずに人を想おもえることがだ」

「そりゃあ一途って言えば聞こえがいいけど……実際は七年間もただ好きでいただけで、何も報むくわれていないよ。今じゃあ、話しかけることもできないし」

「どうして話しかけることができない？」

「どうしてって……あまりにも身分が違うからだよ」

「身分？　どういうことだ？」

　宗光の目がキッと鋭くなったような気がした。華はな光みつちゃんに、同じ内容のことを言った時と、同様の反応だった。

「あ……身分っていうのは言い過ぎかな。なんていうか……立場っていうの？　優等生で美人の緒お方がたと、何の取り得もない平凡な俺おれじゃあ、釣つり合わないから」

「そんなことないだろう」

「えっ？」

「緒方は……嬉うれしいと思う」

「ど、どうして？　俺なんかに好かれても、何のメリットもないよ」

「恋とはメリットでするものなのか？」

　強い口調。

「では逆に聞こう。おまえはメリットがあるから緒方のことが好きなのか？」

「ち、違うよっ！　それは絶対に違う！」

「だろう？　ならば緒方は幸せだ」

「……幸せ？」

「ああ……そんなにも一途に想われることは、女子として幸せなことだよ」

　気のせいだろうか？　宗光がふっと笑ったような気がした。

「だから、もっと自分の気持ちに自信を持て……」




　ヤバイ……ヤバイ、ヤバイ！　少し……泣きそうだ。




　初めて、そんなことを言われた。そして……自分の気持ちを肯定されることが、こんなにも嬉しいと思わなかった。

「あり……がとう……」

「何な故ぜ礼を言う？」

「い、いや……だって……そんなこと言ってくれた人、初めてだったから……う、嬉うれしくて……」

「こ、こんなことでか!?　よ、よほど自分に自信がないんだな……」

「うん……」

「即答するな。まったく男の癖くせに情けない。それに……礼を言うのは……私の方だ……」

「えっ？」

　宗むね光みつが「私」と言ったような気がしたが、消え入りそうな声だったので聞き間違いだろう。熱で顔を真まっ赤かにしている。またタオルを交換しなくてはと慌あわててカーテンの外へ出たので、

「やさしいから……そんなにも一いち途ずになれるのか……？」

　宗光が何かを言っていたが聞き取れなかった。





＊






「うげっ。なんであいつらまでいるんだよ!?」

　学校に着いたと桐きり島しまさんから連絡があり、校門まで付き添うと、そこで待っていたのは放課後恋愛部の三人組だった。

「おお～い！　孝たか男おちゃあ～ん！」

　ひなちゃんが元気いっぱいに手を振っている。

「べ、別におまえらまで来る必要ないだろ？」

「なによう！　いいじゃない！　うちらだって超心配だし～」

「あ、あのっ、お姉様は……」

「今は薬が効いて落ち着いてるよ」

「はうう……よかったぁ……心配しました。孝男さん、看病だけでなくここまで付き添って下さって……本当にありがとうございます」

「僕は一人で歩けると言ったのに、こいつが勝手に付いてきただけだ」

「お、お姉様ったら……」

「宗光様、お車は手配してあります。病院へとお急ぎ下さい」

　見ると少し離れた場所に、黒塗りのセダンが止まっていた。運転席には、桐島さんと似た風ふう貌ぼうの恰かつ幅ぷくのいいスーツ姿の男性が座っている。

「差し出がましいことを言うようですが宗光様。もし今後こういったことがありましたらすぐにご自宅もしくは担当の護衛にご連絡を……」

「うるさい。おまえは華はな光みつのボディガードだろう！　僕に口出しをするなっ！」

「……申し訳ありません」

　桐きり島しまさんへの剣幕に驚おどろいていると、宗むね光みつはあっという間に車に乗り込み走り去ってしまった。

「す、すみません、孝たか男おさん……お姉様がご無礼を……」

「い、いや別にいいよ」

「でももしかしてお姉様は、孝男さんがせっかく看病して下さっている間もずっとあの調子だったのでは……？」

「そんなこともないって。そりゃあ何度か勝手なことするなって怒られたけどさ、嬉うれしいことも言われたし」

「う、嬉しいこと……ですか？　それはいったい？」

「秘密の交換条件に、俺おれの好きな人を教えろって言うから話したんだ。そしたらさ……なんかよくわかんねーけど、応援してくれたんだよ」

「え、ええっ!?　お、お姉様が……こ、恋の応援をしたのですか？」

「まぁ応援って言うと大げさだけどさ……でも、その言葉に俺が励はげまされたのは事実だから」

「お姉様はなんと……？」

「んーと……一いち途ずに想おもわれることは女子にとって幸せなことだ、だからもっと自分に自信を持て……って」

「あ、あのお姉様がそんなことを……やっぱり……やっぱり孝男さんを恋愛サンプルに選んで正解でした！」

「えっ、な、何が？」

「お姉様のこと……全すべてお話しします」

「す、全てって、えっ？　いったいどういう意味……」

「詳しくは……今からの部活にて……」

「えっ、きょ、今日きようも参加しなくちゃいけないのか!?」

「当ったり前でしょ！　行くよ、孝男ちゃんっ！」

「わ～い！　超れっつらゴ～！」

　ひなちゃんとマカロンちゃんが両腕をがっちりと摑つかむ。こうして俺は、三人の女子小学生に今日も拉ら致ちされた。
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「ではでは、部活を始めまーすっ！」

　部長のひなちゃんが音おん頭どを取る。始めるといっても部室はもうないので、原っぱに土管が置いてある通称土管公園へと俺たちはやってきた。

「今日は華はな光みつがメインとなってお話しします！　みなさま、ごせーしょくに！」

「ご静せい粛しゆくに、だろ」

「あれ？　間違えちったっ♪」

　ぺろりと舌を出すひなちゃん。まったくそれで何もかも許されると思っているのだから、かわいさを自覚した女の子というのはタチが悪い。まぁ実際かわいいけどさ。

「じゃあ華はな光みつ、よろしくねっ！」

　ひなちゃんに振られると、緊張した面持ちで華光ちゃんが口を開いた。

「孝たか男おさん……『恋』とは……なんだと思いますか？」

「えっ、そ、それはまたいきなり難しい質問だな……」

　今までのおふざけとは違う真ま面じ目めな質問に戸惑ってしまう。いや、恋愛部と名乗るからにはこういうのが正しい議題なのだろうが。

「恋……うーん……言葉ではうまく言えないよ」

「えー、あんなにいっぱい恋のポエム書いてるのに～？」

「それでタイトル『姫ひめ恋こい日記』とか超ダサいし～」

「う、うるせー！」

　そのことはマジでもう忘れて欲しい。

「では質問を変えますね。孝男さんは、ひなちゃんのお姉さんのことをどんな風にして好きになったのでしょうか？」

「どんな風にって……まぁ……自然に……かな。きっかけももちろんあるけれど、気が付いたらすごく好きになっていたんだ」
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　自分で言って、ちょっと照れる。

「そうですよね。恋とは自然に落ちるもの……そして自由なものです。それは……決して人に決められてするものではない」

「そりゃそうだろ、普通」

「それがお姉様は違ったのです」

「えっ、それはどういう……」

「お姉様が恋愛嫌いになった理由、それは三さん条じよう院いん家のせいなのです」

「三条院家のせい？」

　そういえば学校でも、家を遠ざけるような発言をしていたっけ。

「はい。これは、親友のひなちゃんとマカロンちゃんにしか話していないこと。でも、孝たか男おさんはもう部活の大切な一員ですから、お話しします。ちゃんと……聞いてくれますか？」

　夕ゆう陽ひに照らされた華はな光みつちゃんの顔は、とても真剣だった。そして発せられた、「大切な一員」という言葉。俺おれは思わず姿勢を正す。小学生だからこそ、これはお遊びなんかじゃないんだ。彼女たちは真剣で、この部活はとても大切なもの。それだけは伝わった。簡単に一生を賭かけてしまう小学生。あれは簡単になんかじゃなく、その時その一いつ瞬しゆんは真剣で、本当に一生を賭けるほどの気持ちだったのかもしれないなと、ふと思った。

「うん、ちゃんと聞くよ」

「ありがとうございます。孝男さんは、三条院家の跡取りについてのしきたりをご存知ですか？」

「それなら聞いたことがある。確か、跡取りになる者が代々『宗むね光みつ』という名前を継いでいるんだよな？」

「そうです。そして、跡を継ぐのは男女問わず長子と決まっています。男子であれば、そのまま跡を継ぐだけですからいいのです。問題は女子の場合。その時は婿むこを取らねばなりません。お姉様は……弱じやつ冠かん十五歳にして、許婚いいなずけが決められているのです……」

「ええっ！　マ、マジかよ!?　まだ高校生だぞ!?」

「驚おどろくのも無理はないですよね。今時許婚など、時代錯さく誤ごも甚はなはだしいと私も思います。でも、そういう世界もあるのです。孝男さんは知らないかもしれませんが、上流階級にはよくあることなのです。自由恋愛をして、あまりにも生活レベルの違う人間と結婚してもらっては困るわけです。ですから、親同士でお互いの家にとって都合のいい相手をあらかじめ決めておけば安心です」

「でもそれって、本人の意志はまったく無視だよね？」

「はい。それは……とてもひどいし寂しいことだと思います……」

　そういうことだったのか……宗光が恋愛嫌いになるのもわかる気がした。

「しかもお姉様は更さらに運が悪かった。何な故ぜなら、三さん条じよう院いん家というブランドに加えて美び貌ぼうの持ち主だったこと。男の人のフリをする前は髪も長くて、妹の私から見てもそれは綺き麗れいでした。そんなお姉様でしたから、縁組の申し出は後を絶ちませんでした。でも、みんな一様に三条院家というブランドと美貌の令嬢目当て。誰だれもお姉様の中身なんて見ていなかった……しかも、それを経験したのは小学六年生の頃ころなんです」

「ろ、六年生!?　そ、そんなの……辛つらすぎるよ……」

「お姉様は、はじめそのしきたり自体に反発していました。私たちが公立の学校に通っているのもそのせいです。お姉様はよく言っていました。『私は古いしきたりなんかに負けない、素敵な普通の恋をして、幸せな花嫁さんになるんだ』って……。だけど、許婚いいなずけ候補たちの醜みにくい姿を見てから変わってしまいました。恋愛自体をとても嫌けん悪おするようになって……だから、もう一生女性として恋愛をしなくて済むように、男の人のフリをするようになったんです……」

　あまりにもかけ離れた世界に、言葉も出なかった。将来の夢が「花嫁さん」だった女の子にとって、それはどんなに辛かっただろう？

　人を好きになること……そんな当たり前のことを自由にできない人がいるだなんて、思ってもみなかった。そりゃあ恋愛は楽しいことばかりではない。俺おれみたいな奴やつにとっては、悩むことばっかりだ。でも…………緒お方がたの笑顔を思い出すと元気になれる。もし嫌いやなことがあっても、そんなのは全部吹っ飛んでいくんだ。好きな人の笑顔っていうのは、それくらいすごいパワーを持っている。だから俺は、ずっと緒方に恋をしてきた。ただ好きでいることは、唯ゆい一いつの自由な想おもいだ。なのにそれすらも叶かなわないどころか、親から押し付けられるだなんて……。

　それに比べて俺はどうだろう。誰から規制をされているわけでもないのに、緒方と俺では身分が違うなどと言って、自分から自由な恋愛を拒んでいる。そう思った瞬しゆん間かん、ハッとした。そうか、そういうことだったんだ。緒方への恋を「身分違い」と言うたびに、華はな光みつちゃんも宗むね光みつも、俺に鋭い視線を向けた。そりゃあそうだ。宗光の抱かかえている問題に比べたら、俺の言う「身分違い」など小さな問題に過ぎない。同じ学校に通うクラスメイトの女子。それ以上でもそれ以下でもない。自由恋愛を禁止されているわけではないのだから、本当ならそこに障害なんて何もないんだ。俺の場合は……そう、単なる気持ちの問題だ。

「私は、お姉様が大好きです。そのことは、男装をしていても変わりません。見た目はなんだっていいのです。ただ……今のお姉様はあまり笑わなくなりました……。そして、恋愛を下らないものだと嫌います。でも、その反対のことを言っていた時は笑っていました。だから……私はもう一度お姉様に笑ってもらうために、放課後恋愛部に入ったのです。恋愛の素敵なところをたくさんお勉強して、お姉様に伝えられるように……」

「華光はね、このことでずっと悩んでたんだぁ」

「そんな時にさ～あたしとひながたまたまこの部活を作ったの～。超ナイスタイミングだよねぇ～！」

「今みたいなしっかりした活動ができるのは、華はな光みつのおかげなんだよ。色々アドバイスしてくれたの。どうせやるなら、恋愛の素敵なところを研究する部活にしようって！」

「そうだったのか……」

「それまでは～あたしとひながモテモテ度を競争するだけの部活だったんだよねぇ～♪」

　ああ……それはとても下らないな……。

「私は……普通の恋がしたいと言っていた頃ころのお姉様が好きでした。だから、お姉様が孝たか男おさんの恋を応援したと聞いて、すごくすごく嬉うれしかったんです。やっぱり放課後恋愛部に入ってよかった。そして……孝男さんに出会えてよかった」

「お、大げさだなぁ……」

「大げさではありません！　孝男さん……お姉様とお友達になってくれて、ありがとうございます」

　にっこりと微笑ほほえむ華光ちゃん。今の関係では、宗むね光みつと友達になったとまでは到とう底てい言えないが、こんなにも無む垢くな笑顔を向けられてしまっては、有言実行するしかないなと、心の中で苦笑いする。それにまぁ、今の話を聞いた上でのあの性格であれば、仕方がない気もした。

「ま、悪い奴やつじゃなさそうだしな……」

「えっ？　なんのお話ですか？」

「あ、いや、こっちの話！　でも、本当に見直したよ。放課後恋愛部の活動は、華光ちゃんとお姉さんのためでもあったんだな」

　そう言ったその時だった。

「ううん……」

　少し離れたところでスキップ混じりに影と遊んでいたひなちゃんの足が、ピタリと止まる。そしてゆっくりと俺おれを振り返った。いつの間にか、辺りは夕焼け色になっていた。

「それだけじゃないよ。みんなの……ため……」

「えっ？」

　夕ゆう陽ひに照らされたひなちゃんの顔が、いつもの子供らしい表情ではなく、とても真剣で深刻な顔に見えた。みんなのため？　それはいったいどういう意味だろう……？　尋たずねる間もなく、ひなちゃんが大きな声で言った。

「あっ！　もうこんな時間っ！　帰らなくちゃ！　ひなとマカロンはこっちだから。じゃあね～！」

「今日きようは超よかったねぇ～、華光っ！　明日あしたまた学校で恋バナしようねぇ～！」

　大きく手を振る、小さな影たち。

「というわけで孝男ちゃーんっ！　これからもよろしくねえーっ！」

　あまりにも無む邪じや気きな笑顔で、小さな手をこれでもかっていうくらい大きく振るもんだから、「おうっ！」俺も思わず大きく手を振り、答えてしまったんだ。

　二つの小さな影が見えなくなる。なんだか色んなことがありすぎて、俺おれの頭はパンク寸前だった。しかしひなちゃんが最後に言った言葉が気になる。

「ねぇ、華はな光みつちゃん。ひなちゃんが言った、みんなのためって、どういうこと？」

　華光ちゃんはしばし考えて、

「…………いずれわかると思います」

　にっこりと笑い言った。

「ふうん……」

　別にそんなこと興味ないけどさ……でも……何な故ぜだろう？　厄やつ介かいなことに巻き込まれたと思っていたはずなのに、放課後恋愛部のことが気になってきている自分がいた。

「なんだかわけわかんねーけど……んなこと言われたら気になっちまうじゃねーか……よっ」

　夕ゆう陽ひに向かって伸びをしていたら、クイッとシャツを引っ張られた。

「ん？」

　見下ろすと、華光ちゃんが恥ずかしそうにモジモジしていた。

「どうしたの？」

「あ、あのっ……孝たか男おさん」

「なに？」

「今から……私、恥ずかしいことをします」

「え、ええっ!?」

　は、恥ずかしいこととはいったい!?　見ると華光ちゃんの顔は真まっ赤かだった。

「あの二人には……内緒にして下さいね？」

「あの二人って、ひなちゃんとマカロンちゃん？」

「はい。二人の前では……私はしっかり者担当なのです……だから我慢していたのですが……もう……」

「？　な、なんだかわかんねーけど……わかったよ。内緒にする」

「ありがとうございます……では……」

　華光ちゃんが一呼吸置いたその時だった。

「う……うっ……うわああああんっ！」

「うわっ！　ど、どうした!?」

　突然大声で泣き出したのである。

「お、お姉様……よかったですう～～～……」

「ええっ？」

「わ、私っ……い、いつもお姉様のことを心配してっ……きょ、今日きようだって高熱を出したなんて聞いて……お、お友達もいないし……でも……でもよかった……うわあああ～んっ！」

　ああ、なんだ。お姉ちゃんのことで安心して泣いているのか。普段のおっとりぶりからは想像もできない豪ごう快かいな泣きっぷりに、華はな光みつちゃんには気の毒だけれど、おかしくてクスリと笑ってしまった。しっかり者キャラクターを保とうと、ずっと我慢していただなんて、いじらしくてちょっとかわいい。

「よかったです……孝たか男おさんがお姉様のお友達になってくれて……ほ、本当によかったですう……えぐっ……うえ～ん」

　しかし……こんな風に言われてしまっては、表向きなんてもんじゃなく本当に宗むね光みつと友達にならなくちゃな……。

「えぐっ……き、桐きり島しまぁっ……わ、私はおせっかい……でしょうか？　お姉様はっ……ひっく……放課後恋愛部のことを……ず、ずっと……許して下さらないでしょう……か……？」

「大だい丈じよう夫ぶですよ、華光様。宗光様は、とても妹思いでいらっしゃる。察するに、華光様が自分の知らないことをしていたのがショックだったのでしょう。ああ見えて、妹離れできていないのですよ。それだけです。華光様の想おもいは……きっと届きます」

「ひくっ……そう……かなぁ……？」

「そうですとも。この桐島が、保証致いたします」

「ひっく……桐島……ありがとぉ……」

「いえ。華光様に笑って頂くことは、この桐島にとって何よりも優先すべき大切な仕事ですから」

　華光ちゃんと同じ背せ丈たけにまで屈かがんだ桐島さんは、そう言って頭を「いい子いい子」という風に撫なでた。

「えへへ……。桐島、だぁーいすきっ」

　華光ちゃんはたちまち笑顔になると、桐島さんの胸元にギュッと抱だき付いた。心なしか、いつもより口調や仕草も子供っぽくなっていて、その様子はとても微笑ほほえましい。桐島さんのことを「恋人」だなんて言っていたが、察するに父親のような存在なのだろう。

「桐島……あの……もう一つお願いしても……いい？」

「はい、華光様。何なりと」

「あの……あのね……抱っこして？」

　顔を真まっ赤かにしながらモジモジし、耳元で。なんだろう、反則なくらいかわいいな。

「はい。お安い御ご用ようです」

　ふわり……ひらひらとしたスカートが舞って、華光ちゃんの身体からだが宙に浮かぶ。

「ふわわっ！　やっぱり桐島は大きいです。孝男さんが、まるで小学生みたい」

「小学生は言いすぎだろ。そこまで小ちっちゃくないっつーの！」

　ふふふっと口に手を当てて笑う華光ちゃん。俺おれも釣つられて笑ってしまう。

「ねぇ、孝男さん……私、こんな風に泣くところを見せたのは、お父様お母様、それと桐島以外で孝男さんが初めてです……なんだか……恥ずかしい……」

「恥ずかしがることないだろ？　まだ子供なんだし、泣きたい時は思いっきり泣けばいいよ」

「は、はい……孝たか男おさんは……とてもやさしいです」

「別にやさしくねーよ。普通だよ」

「そんなことないです。私のお願いをちゃんと聞いてくれました。本当にとてもやさしい……もし本当にお兄様がいたら、きっとこんな感じなのでしょうか？」

「さぁな～。俺おれは一人っ子だから、よくわかんねえよ」

「お、お、お兄ちゃん……」

　いきなりお兄ちゃんと呼ばれ、ちょっと動揺する。しかし自分から呼んでおいて、華はな光みつちゃんの狼ろう狽ばいっぷりの方がすごかった。

「ふ、ふわっ、あ、あのっ……ちょ、ちょっと呼んでみたくなっただけなのです……こ、こんなに恥ずかしいものでしたなんて……」

　夕ゆう陽ひの中でもわかるくらいの、真まっ赤かな顔。俺は思わず「ぷっ」と吹き出してしまった。

「わっ、笑わないで下さい……あう……」

「いや、ごめんごめん。あんまりかわいかったからさ！」

「えっ、かっ、かわいい？」

「うん、すっげーかわいい」

「はう～～……お、お兄ちゃんからの……か、かわいい…………ふしゅう……」

　なんだかよくわからないが、華光ちゃんはふにゃふにゃになってしまった。

「でもさ、華光ちゃんにそんな子供っぽい一面があったなんてちょっと意外だよ！　あっ、もちろん内緒にするけどね！　だってあの二人お喋しやべりそうだし……」

「シーッ！」

　桐きり島しまさんが俺の話を制した。見れば「すぴー」と華光ちゃんが眠ってしまっている。

「どうやら……泣き疲れたようですね」

　子供かよ！　……って、子供か。

「無む邪じや気きなもんだな」

　俺は再び、クスリと笑ってしまった。

「さて、と。じゃあ俺も帰るか」

　くるりと踵きびすを返そうとすると、「孝男様」と桐島さんに呼び止められた。

「私は、世話係として華光様のことをご幼少の頃ころから見守ってきました。ある時は保護者のように、そしてまたある時は恋人のように……。私は、華光様が望む通りの役割を生きる。それが私の使命であり、喜びなのです」

　それは、さっきの二人のやりとりを見ていてわかった。華光ちゃんの、あの安心しきった表情。きっと唯ゆい一いつ、子供らしくいられる場所なのだろう。そして桐島さんは、そんな華光ちゃんのことを熟知していて、あの表情をさらりと引き出すことができる。きっと、二人には強い絆きずながあるんだろう。

「華はな光みつ様は私の全すべて……そんな私からお願いです。孝たか男お様にとっては、子供の遊びに見えるかもしれません。でも、違うんです。あの子たちはとても真剣で……だから、どうか今後とも付き合ってあげて下さい」

「わかりましたよ。でも俺おれからもお願いがあります……」

「なんでしょう？」

「俺のポエムブログ、脅おどしのネタに取るのはいいですが読まないで下さいね」

「も、もちろんですとも」

「……読みましたね？」

「…………」




　綺き麗れいな夕焼けの中、華光ちゃんの「すぴーすぴー」という寝息をＢＧＭに、「まったく厄やつ介かいなことに巻き込まれてしまったなぁ」と、俺は心の中でそう思った。







[image: 第五章　私のパンツが見つからないっ！]







『ただ、君を想おもう』


僕は君のことが好きだ

しかしそれを伝えることはない

勇気がないからだ

僕はそんな自分が嫌いだった

いつもいつも

ただ、想うだけ

でもある時に僕の親友が言ったんだ

ただ想うことは簡単なようで難しい

それはとても勇気のいることだって

それから僕は

自分が少しだけ好きになれた






「うん、なかなかいいポエムだ……」

　数日後の朝、学校にて昨夜ゆうべ久しぶりに更新したポエムブログ『姫ひめ恋こい日記』をスマホから読み返す。ここのところ放課後恋愛部に振り回されてバタバタしていたし、何よりもあいつらにこのブログを見られているのではないかという恐怖感で、ちっとも創作意欲が湧わかなかったのである。

　この詩は、宗むね光みつの言葉からインスピレーションを受けたものだ。まぁ、あいつは親友ではないけれど、そこはフィクションということで。しかし親友とまではいかないものの、宗光との距離は少し縮まったような気がした。風か邪ぜから復帰した後に、「ありがとう」とお礼を言われ、それ以来ちょくちょく話すようになったのだ。宗光は緒お方がたへの想いをよく聞きたがった。華はな光みつちゃんの憶おく測そくは当たっていて、やっぱり本当は恋愛がしたいのかもしれない。そこには突っ込めなかったが、お互いの恋愛観なんかを話していると、そんな感じがした。緒方への想いを話し、それに対するアドバイスや意見を貰もらう。そう、それは言うなれば女子が言うところの『恋バナ』ってやつだ。そして白状しよう…………恋バナがこんなに楽しいとは思わなかった。

　だ、だって仕方ないだろう？　自分で言うのもなんだが、俺おれは好きな子を想ってポエムなんて書いてしまうほどのロマンチストなのである。しかもその想いを七年間もひっそりと押し殺してきたのだ。ポエムに昇しよう華かさせることでなんとか取り繕つくろっていたが、それを現実へと開放してみたら楽しくて仕方がなかった。また宗光の受け答えがうまい。そこはやはり女子だからなのだろうか。俺の求めている答えをいとも簡単にくれるのである。まぁ一つ困ったことがあるとすれば、ずっと一いつ匹ぴき狼おおかみであった宗光が急に俺と仲良くし出したことで、「あいつらもしかしてホモなんじゃね？」というあらぬ噂うわさが立っていることくらいだろうか。

　そんな感じで、俺はちょっとふわふわした気分で学校生活を送っていた。話を聞いてくれる人ができたことで、小学三年生の頃ころからずっと大切にしてきた緒お方がたへの気持ちを肯定されたような気がした。それはなんだかとても嬉うれしくて、とてもくすぐったい。

　いかん、いかん。落ち着くためにトイレに行こう。俺おれは席を立ち廊下に出た。しかしそんなテンションだったので、もしかしたら俺は、無意識に小躍りして、スキップでもしていたのかもしれない。

「孝たか男おくんっ」

　呼ばれたことに気付かなかった。

「孝男くんってば！」

「えっ？」

　二度目にやっと気が付き振り向く。

「……！」

　そして驚おどろいた。




　声を掛けてきたのは…………緒方だった。




「何度呼んでも気付いてくれないから……」

　やはり俺はスキップでもしていたらしい。緒方は小走りで追いかけてきたらしく、肩で息をしていた。

「あ、う、ご、ごめっ！」

　緒方と話すことなどいつぶりだろう？　ってくらいに久しぶりだったので、思わず声が上ずった。そしてそんな自分は、なんてかっこ悪いのだろうと、一いつ瞬しゆんで赤面する。

「あ、あの、えっと。何？」

　そんな状態で、そう言うのがやっとだった。

「あ、あのね。ちょっと聞きたいことがあって」

「き、聞きたいこと!?」

「あ、あの……孝男くんって、宗むね光みつくんと……何かあったの？」

「え、ええっ？　それはどういう……」

　思いがけない質問に、俺は慌あわててしまった。もしかして、宗光の秘密について緒方は何か気が付いていたのだろうか？

「あ、えっと、へ、変よね。こんな質問」

「や、へ、変じゃないけれど……」

「あっ、別に詮せん索さくしようとしているわけじゃないの。宗光くんが、特定の誰だれかとずっと一緒にいるのって、珍しいなって思っただけだから。仲……いいの？」

　仲がいいのかと聞かれると、俺自身もまだよくわからないところではあるが、秘密を共有し恋バナまでしているのだから、ここはＹＥＳと言っていいだろう。

「あ、う、うん。少しね。最近仲良くなったんだ」

「そうなんだ。よかった」

「えっ？　よかった？」

「ほら、宗むね光みつくんって、いつも一人でいるじゃない？　だから、私、心配していたの」

「心配？」

「もしかして友達がいないのかな……とか、何か悩みごとでもあるのかな……とか。あっ、もちろん勝手な心配だよ。おせっかいだよね、私」

「そ、そんなことないよ」

　俺おれはほっと胸を撫なで下ろす。緒お方がたは委員長としての立場と持ち前の責任感で、クラスメイトである宗光のことをただ単に心配していたのだ。

「だから、ちょっと安心したよ。ちゃんと友達がいるんだって」

　緒方はにっこりと笑って言った。誰だれもが「あいつはああいう奴やつだから」と、宗光のことなど気にもしない状況で、緒方は密ひそかに心配をしていたらしい。それは緒方の言う通り本当に勝手な心配だし、委員長という立場を斜はすに構えて見れば、偽ぎ善ぜんにも見える。でも、彼女のこの心底ほっとしたという表情を見れば、それが本心から出た気持ちであることは歴然である。

　こういうところ、昔から変わってないなぁ。

　俺はなんだかほっこりとして、ついそのままを口にしてしまった。

「変わってないね。そういうところ」

「えっ？」

　緒方は戸惑った顔をしていた。何か気分を害してしまったのだろうかと慌あわてる。

「変わってないって？」

「え、えっとあの、なんていうか……昔から……その……面倒見がいいっていうか……やさしいっていうか……」

　言いながら、「昔」のことを思い出した。

「……そうかな？」

「う、うん……」

「そんなこと……ないよ」

「えっ？」

　予想もしていなかった否定の言葉に、何も返すことができなかった。

「あっ、チャイム」

　タイミングよく予鈴が鳴る。緒方は急いで教室へと戻ってしまった。




　緒方と久々に話した……！




　トイレに行きそびれたので、一限目の授業中は常にあわやという状態であったが、それでも幸せな気持ちが勝まさる。ましてトイレを済ませた今、俺おれには幸せしか残っていない。

　彼女と話したのは、本当に久しぶりだ。入学当初は日常会話くらいはしたけれど、「あのこと」があってからめっきり話すことがなくなってしまったから。本当に久々の出来事に、嬉うれしくてついニヤけてしまう。しかも緒お方がたの方から話しかけてきたなんて……！

「なんだか、不思議だな……」

　思わず独りごちる。宗むね光みつと緒方はまったく関係がない。それなのに宗光と関かかわりを持ったことで、彼女から話しかけてきた。

　スクールカーストの身分相応に目立たず静かに生活していた時は、確かに平和ではあったが何も起きなかった。何もしなければ何も起きない。当たり前である。俺は今まで、その絶対的な安心感を選んで生きていた。例えるなら、走らなければ転ばない。俺は転ぶことがとても怖かった。何な故ぜなら、一度転びかけたから。その恐怖を、俺はいまだに引きずっている。だから、転んで怪け我がをするくらいなら、走らないでおこうと決めたんだ。

　でも……もしかしたら転んだ方が、痛くても色んなことが起こるのかもしれない。誰だれかが、絆ばん創そう膏こうを差し出してくれるみたいに。




『孝たか男おくんっ』




　緒方のさっきの声がフラッシュバックした。懐なつかしい呼び方。そのフラッシュバックは、イントネーションはそのままに、声だけを幼くして再び脳内に蘇よみがえる。

　あれは小学三年生の、夏の日の出来事だ。
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　夏の強い日差しが照り付ける……。

　放課後の運動場には、子供たちの楽しそうな遊び声が響ひびいていた。

　しかし、そんな賑にぎやかな場所から離れて、俺は独り鉄棒にしがみつく。

　ギシッ……パタン。

　ギシッ……パタン。

　鉄棒が軋きしむ音と、力ない着地音。

　逆上がりの練習だった。いや、特訓という言い方のが正しいか。

　早生まれで身体からだの小さかった俺は、とにかく運動オンチだった。体力テストの成績は平均以下。かけっこをすればビリだし、球技をすればいつも空から振ぶり。そんな俺は案の定、逆上がりもできなかった。

　ギシッ……パタン。

　ギシッ……パタン。

　むなしい音が何度も鳴る。

「くっそぅ～～～」

　あと少し……！　というところで、どうしても力尽きてしまうのだ。悔くやしくて悔しくて、運動靴ぐつで地面を蹴けった。

「もう一回だっ」

　深呼吸をし、鉄棒を握る。

　幸いながら、喧けん騒そうよりもセミの声が勝まさるここは日陰になっていた。それでもこの暑さでは汗だくである。鉄棒を握る手の平は汗でびっしょりになり、

「あっ」

　にゅるりと滑すべった。ドシンと情けなく尻しり餅もちをつく。

「いってぇ……」

　汗でびっしょりだった手の平には、小石や砂がべっとりとついていた。肘ひじを擦すりむいたらしく、うっすらと血が滲にじんでいる。

「くっそー……」

　あまりの情けなさに、少し泣きそうになった。その時だ。

「孝たか男おくんっ」

　どこからか、女の子の声が聞こえたんだ。

「孝男くんっ」

　こちらに向かって走る音と共に、その声は近付く。

「ひ、姫ひめ子こちゃん……」

　顔を上げると、そこにいたのは同じクラスの緒お方がた姫子だった。

「孝男くんっ！　大だい丈じよう夫ぶ？」

　俺おれは驚おどろいて声も出なかった。いったいどこにいたんだろう？　するとまるで俺の心を見透かしたみたいに、「図書室の窓から、がんばっているのが見えたから」と、にっこりと笑いながら緒方が言った。

「えっ……いたたっ」

　慌あわてて立ち上がろうとしたため、傷口を地面に擦こすり付けてしまった。「大丈夫？」と緒方が俺の腕を摑つかんで起こしてくれる。

「あ、うん……平気だよ。いたたっ」

　平気だとは言ったものの、砂にまみれた傷口はヒリヒリと痛んだ。

「平気じゃないよ。向こうで洗おう？」

　緒お方がたはそのまま俺おれの手を引くと、手洗い場まで連れて行ってくれた。

「はい。手ぇ、出して」

　言われるがまま、水道から飛び出す水に手を浸ひたす。それは傷口にとてもしみた。

「いってぇ！」

「がーまーんっ！　バイキンが入るといけないからね」

　まるでお母さんのような口調で諭さとす。そのことが、なんだか妙に嬉うれしかった。すっかりと汚れを洗い流すと、緒方は掛けていた小さなポシェットからハンカチを取り出し、俺の手と傷口の周りを拭ふいてくれた。それがピンク色にレースのついたとてもかわいらしいハンカチだったので思わずハッとする。

「血がついちゃうよっ！」

「いいの、いいの！　ほら、きれいになった」

「あ、ありがと……」

「あっ、ちょっと待ってて」

　すると緒方は再びポシェットを開き、「はい、これ」と絆ばん創そう膏こうを取り出した。

「えっ、いいよ。大だい丈じよう夫ぶだよ。だってそれ、姫ひめ子こちゃんの大事なものでしょう？」

　さっきのハンカチと同じ、それはピンクのとてもかわいらしいデザインの絆創膏だったので、俺はまたしても慌あわててしまった。

「気にしないで。貼はってあげるから、じっとしててね」

　頷うなずき傷口を向けると、緒方がそこにぐっと顔を近付けるので、ドキドキした。

「これでよし……っと……。はいっ！　できたよっ」

「わぁ……ありがとう！」

　貼られた絆創膏には、よく見るとハートの模様がついていた。それが妙に恥ずかしかったのを覚えている。

「孝たか男おくん、逆上がりの練習をしていたんだよね？」

「うっ……うん……」

　体育の授業にて、逆上がりのテストをクリアできなかったのは俺だけだったので、それを緒方も見ていたかと思うと、恥ずかしくて情けない気持ちになる。

「俺……運動、苦手なんだ……」

　そして言い訳がましくそう言った。俺なりの保険の言葉でもあった。担任の激げき励れいもむなしく、何度も何度も失敗をしたあの姿を見ていたら、絶対にバカにして笑うだろうと思ったから。

　でも、瞬しゆん時じに俺は後こう悔かいすることになるんだ。緒方に保険なんかかけたことを。

「大丈夫だよ！」

「え？」

　思いがけない言葉に、俺は面食らった。

「大だい丈じよう夫ぶ……！」

　そして釘くぎ付づけになったんだ。




「孝たか男おくんならきっとできるよっ！」




　キラキラと輝くような笑顔で、緒お方がたはそう言った。息を吞のむ。それはまるで、例えるなら夏の向日葵ひまわりのような……。彼女の言葉は魔法の言葉で、それから俺おれは噓うそみたいに、あっさり逆上がりができてしまった。あの時の光景は、一枚の写真のように頭の中に焼き付けられている。照り付ける日差し、夏の匂におい、運動場の喧けん騒そう、そして……微笑ほほえむ緒方。




　俺はあの日からずっと、緒方姫ひめ子こに恋をしているんだ。
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「はぁ……」

　久々に昔のことを思い出し、今日きようは一日ずっと上の空だった。五限目は例の緩ゆるいパソコン授業で、それをいいことに俺はボーッと考え事をする。

　どうして緒方のことが好きなのか？　それは理屈では説明できない。

　マドンナ的存在の緒方のことを好きだと言えば、たいていはその理由をルックスにされてしまうだろう。確かに緒方は美人だ。だけど、好みのタイプかと言われればよくわからない。そもそも好みのタイプというのは、経験を積んでわかってくるものであると思う。その意味で、片思い以外の恋愛経験のない俺に、好みのタイプなんてわからないに等しい。でもただ漠ばく然ぜんと女の子を「かわいい」と思うことと、なんていうかあんな風に心をぐっと摑つかまれることはやっぱり別物だ。そして後者こそが恋なのだと思う。理由付けっていうのは、後からされるものだ。最初はただ漠然と「好きだな」って感じるだけだった。そうすると自然に緒方のことを目で追うようになる。何かのたびに、いつの間にか彼女のことを見ていて……それでわかったんだ。誰だれに対しても態度を変えず、誰に対してもやさしく接するところ。俺は緒方のそんなところが好きだなぁって。あの時俺は、絶対にバカにされるだろうって思った。それなのに、緒方は怪け我がの手当てをしてくれただけでなく、応援までしてくれたんだ。しかも、図書室から姿が見えたというだけで、わざわざ来てくれた。

　それがとてもとても嬉うれしくて…………俺は恋に落ちたんだ。

「小学生の頃ころは、普通に話せたんだけどなぁ……」

　パソコン画面に向かって、誰にも聞こえない小さな声でのひとりごと。誰にでもやさしい緒方は、特定の友達だけでなく、クラスメイト全員と話せるほどの人気者だった。俺も、他愛たわいもない話だったけれど、小学生らしい会話をした思い出がある。だけど、今はほとんど話すことはない。でも、距離を作ったのは俺おれの方だ。あんなに少しだけれど、久々に話してみてわかったことは、緒お方がたはやっぱり変わっていないってこと。あれ？　違和感を思い出す。そういえば、さっき緒方はそれを否定したんだっけ。




『そんなこと……ないよ』




　どうしてなんだろう？　相変わらずクラスメイトのことを気き遣づかい、俺にも話しかけてくれた。そのやさしさは、ちっとも変わってなんかいないのに……そんなことを考えていた時だ。「うをっ！」……ポケットに入れてあるスマホが震ふるえた。学校にいる時に鳴ることなんて滅めつ多たにないので、焦あせってしまった。いったい誰だれなのかとこっそり盗み見る。どうせメルマガか迷惑メールだろうと、画面をタップする。表示されていたのは、そのどちらでもないけれど、後者にかなり近いメールであった。




『件名：たいへん』




「…………はい？」

　思考停止……こんなにも意味を成さない件名は初めてだ。そしてこんなメールを送ってくるのは、もちろん放課後恋愛部である。人のことは言えないが授業中じゃねーのかよ!?　と思ったが、そうか、小学校低学年は終わるのが早いのか。なんとも迷惑なことである。ひらがな四文字の意味を解析するべく、画面をスクロールする。

『たいへん！』

　うん、さっきも聞いた。そしてこれはおそらく、漢字に変換すると『大変！』であり、二度も言うくらいなのだから、何かとっても大変なことでもあるのだろう。嫌いやな予感がする。

　たいへん！　の下には、なんだかよくわからないがものすごく焦った顔つきのキャラクターがいた。そして汗マークの絵文字が点滅している。「大変！」という事態の割には、メールをデコる余裕はあるらしい。そのキャラクターのサイズがかなりでかいので、俺は再び画面をスクロールした。すると本文が現れた。

「は？」

　書いてある内容の意味がわからず、思わず二度見する。

「え？」

　やっぱり意味がわからない。そこにはこう書いてあった。




『私のパンツが見つからないっ！』




　俺おれはそっとスマホをポケットにしまう。

　そして一呼吸置いてから心の中で叫んだ…………いったいどういう意味だあああああっ!?
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　そして放課後、俺は息を切らして土管公園までやって来た。

「おいっ！　あのメールは……いったい……どういう意味だっ!?」

「あっ！　孝たか男おちゃんだぁ！　早かったね！」

「わぁ～い、たかぽんだぁ～♪　おっつ～っ」

「お疲れ様です、孝男さん」

「挨あい拶さつはいいから……説明を……しろ……」

　ここまで走ってきたせいで、疲れて息も絶え絶えだ。あの「パンツ見つからない」メールに「どういう意味か？」と返したところ、とにかく大変なので「ドカン公園までいそいで！」という旨むねの返事が来たのである。ドカンが土管に結びつくまでに少々時間を要したが（大爆発した公園かと思った）、急いでと言われ授業が終わり次第に走って来たのである。

「あのね、ひなのパンツがね、見つからないの！」

「……？」

　ちょっと何言ってるかよくわからないです。

　まぁとりあえず「私のパンツが見つからないっ！」の「私」がひなちゃんだということはわかった。だがしかし状況がまったくわからない。

「どういうこと？」

「だからぁ～！　ひなのパンツが見つからないのっ！」

　いや、だからそれはどういう状況なのかって！　しかもちょっとキレ気味だしっ！

「見つからないって？」

「なくしたの」

「はぁ？　なくしたってどういうことだよ!?」

「落としたっぽい」

「ええっ!?　パ、パンツを落としたぁ？」

　聞いた上でも、まったくどういう状況かわからない。十五年間生きてきたけれど、俺の人生に於おいてパンツを落とすという事態は、残念ながら起こらなかった。ていうか、どうやったらパンツを落とすことができるんだ？　歩いていてゴムが切れたとか？　いやそれにしたって気付くだろ、普通！

　まったくわけがわからなかったので、そのままわけのわからない質問をしてしまった。

「っていうことは、今パンツはいてないの？」

　言葉にしてから、なんということを聞いてしまったのだろうかと慌あわてる。十五年間生きてきたけれど、俺おれの人生に於おいてこんなにも変態的な言葉を発するという事態は、幸いなことに起こらなかった。

「えっ？」

　俺の変態発言に、さすがのひなちゃんも困惑の表情を見せる。

「やっ、あのっ、そ、それはそういう意味じゃなくてっ！」

　ではいったいどういう意味なのかと、自分で突っ込みたいくらいの失言である。

「なんていうか、ほら、そのっ！　落としたって言うもんだから、じゃあ今はパンツはいてないのかなって気になっただけで……い、いやっ！　気になったっていうのは単なる好奇心でありその好奇心とは決していやらしいものでは……」

　人はやましい時ほど饒じよう舌ぜつになるのだと知る。しどろもどろで真まっ赤かになる俺を、きょとんとした顔で見つめるひなちゃん。無む垢くな視線がむしろ痛い。いっそ子供らしく「キャー！　孝たか男おちゃんのエッチ～！」とでも言ってくれた方がよかったと思っていたその時だった。




「うん、はいてないよ？」




　しれっと驚きよう愕がくの答えが返ってきた。

「へっ？」

「だからぁ～！　パンツ、はいてないっ！」

　心なしか、胸を張って誇らしげですらある。

「はいていない？」

「うんっ！　はいてないっ！」

「……どうして？」

「だから落としたんだってばっ！　孝男ちゃん、聞いてなかったの？」

　いや、聞いていましたけど。

「落としたからはいてないの？」

「うんっ！　落としたからはいてないっ！　あ、見せてあげよっか？」

「ああ、うん」

　って……えっ？　あまりにもナチュラルに言うので、思わず「うん」と言ってしまったが……今、なんて言った？

　見ればひなちゃんが、「ちょっと待っててね」なんて言いながら、やおらスカートをたくし上げようとしていた。

「ちょ、まっ！　いいからっ！　見せなくていいからああああああっ！」

　こんなところを誰だれかに見られたら、アウトである……！

「いっせーのーでっ！　ほらあっ♪」

「やめてえええええっ！」

　俺おれが止める間もなく、ひなちゃんがスカートを勢いよくめくった。




　んばっ！




「ねっ！　はいてないでしょ？」

「わかった！　わかったから早くスカートを下ろして…………ん？」

　スカートをまくり上げて、誇らしげに仁に王おう立ちするひなちゃん。その下はあわや……！　と焦あせったが、思ったものとは違う光景が広がっていた。

「えっ？　はいてんじゃん……」

　しかしひなちゃんが纏まとうものは、紺こん色いろで明らかにパンツとは違う代しろ物もの。ブルマか？　いや、違う。かのブルマは惜しまれつつも全国の学校で廃止されたはず。ではこの、パンツの形状に似てはいるが、明らかに材質が異なり、しかしどこかで見たことのある、ノスタルジックな代物はいったい？

「うん、はいてるよ？」

「や、さっきはいていないって」

「パンツははいてないよって言ったのっ！」

「じゃあこれは？」

　思わず指をさしてしまう。

「これ？　水着だよ？」

「水着……？　ああっ！　スクール水着っ！」

　どこかで見たことがあると思ったら、これはスクール水着だ！　謎なぞの代物の正体がわかって、スッキリ！　とばかりに思わず大声を出してしまった。

「でもどうして水着なんて着ているの？」

「ひなとマカロンは、今からスイミングスクールなの！　だからねっ、すぐに着替えられるように、いつも下に水着を着ているんだよっ」

　なるほど、そういうことか。確かに小学生の時、女子たちは皆あらかじめ水着を服の下に着ていたっけ。

「あたしも着てるし～！」

　ぺらり……今度はマカロンちゃんがスカートをめくる。

「だ、だから見せなくていいからっ！」

「わ、私は普通のパンツです……」
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　恥ずかしそうにモジモジと赤面しながら、華はな光みつちゃんが呟つぶやく。いや、普通はパンツですから！　そして華光ちゃんはそんなこと恥ずかしそうに言っちゃだめえええっ！

「みんな着てるよね～、マカロン」

　しかしスカートの下から、スクール水着が出てくるというのは意表を突かれた。ブルマが絶滅した今、ハーフパンツやスパッツが登場するのはわかるのだが。




　なんと下からスクール水着！




　これはこれで新しいジャンルなのかもしれない。

「で、今からスイミングスクールってのはわかったけどさ。パンツをなくしたってのはどういうこと？」

「替えのパンツを落としたの……」

　ひなちゃんの眉まゆ毛げがハの字になる。緒お方がたが困った時の顔によく似ていた。

「そういうことか」

　今現在スクール水着を下に着ている以上、替えのパンツがなければ、それこそノーパンで帰らなければならない。いくら小学三年生とはいえ、スカートの下にパンツをはかずに帰るわけにはいかないだろう。

「さっきからみんなで探しているんだけど、全然見つからなくて……ひなのパンツ、誰だれかに見られたらどうしよう～～ふえ～ん……」

　話しているうちに感極まったのか、ひなちゃんはべそをかき始めた。そりゃそうだよな。小さくても女の子なんだ。パンツを落としただなんて、恥ずかしくて困ってしまうだろう。しかし、

「どうしたらパンツを落とすんだ？」

　それが疑問だった。

「うちら～スイミングスクールに行く前はいつもここで待ち合わせするの～。そんで遊んでから行くんだけど～ひなってば、い～っつもプールバッグ超ふりまわすんだよねぇ～。だからぁ～たぶんどっかにぶっとんでったんだと思う～」

　べそをかくひなちゃんの代わりに、マカロンちゃんが説明した。

「ひくっ。えっぐ……ふりまわじて……ないもん……」

　泣きながらも反論は忘れない。いや、別に振り回したかどうかなんてどうでもいいんだけどさ。小学生って変なところにこだわるな。

「だから……孝たか男おちゃん……お願い……い、一緒に……さがじて……ひくっ」

「ったく……どうして俺おれが小学生のパンツを探さなくちゃいけないんだよ……それこそ変態じゃないか。ていうか今日きようは桐きり島しまさんいないのか？　あの人に探してもらえば……」

「桐島さんに落としたパンツを見られるのは……ひくっ……恥ずかじい……」

　何な故ぜ俺なら平気なんだっ!?

「だから……お願い、孝男ちゃん……ぱんちゅ……」

　泣きすぎて「ぱんちゅ」になっているし！

「あーもう、わかった、わかった！　探してやるよ」

「本当に？　ありがとう、孝男ちゃん！」

　さっき泣いたカラスがもう笑った。

「とにかくさ、落としたのはこの公園に間違いないんだろ？　幸い、この土管以外に何もない公園だ。隅すみ々ずみまで探せばすぐに見つかるよ」

「うんっ！」

　土管公園とは、名前の通り土管が置かれた公園である。公園と名は付いているものの、その実はただの原っぱなので、パンツなどという違和感のある代しろ物ものが落ちていればすぐに気が付くはずである。

「じゃあまずは、君たちが遊んだ経路を順番に辿たどろう。どこで遊んだの？」

「まずは土管の中ですね。『偽いつわりの愛情～第三話　深夜の逢あい引びき～』ごっこというのをしていたのです」

「……なんだその遊びは」

「ひなとマカロンが恋人役でね、でもそれは実は浮気でね、本命の彼女役でヤンデレの華はな光みつが逢あい引びきの現場に乗り込んでくるっていう遊び！」

「そんな遊びやめなさいっ！」

「うん、すぐにやめたよ～！　だって土管の中～超暑かったし～」

　そういう問題じゃない。

「まぁとりあえずは土管の中ってことだな」

　土管公園には、青色の某ぼう猫ねこ型がたロボットアニメに出てくる空あき地のような配置で土管が置いてある。その中を隈くまなく覗のぞいてみたが、見当たらない。

「ここにはないみたいだな。次っ！」

「次は……確か追いかけっこをしました」

「おっ！　やっと子供っぽい遊びだな！」

「怒りに我を忘れた本命彼女の華光がね～、ひなとマカロンのことを追いかけ回すのっ！」

「さっきの続きかいっ！　まぁ、いいや。さて、追いかけっことなると……範囲が広そうだな」

「この辺りを走り回りました」

「この辺一帯か……まぁでもだだっ広いだけで何もない原っぱだし、ざっと見渡せば……あ、ところでその落としたパンツは何色なんだ？」

「えっ？」

　すると見る見るうちにひなちゃんの顔が真まっ赤かになる。

「そ、そんなの言えるわけないじゃんっ！　孝たか男おちゃんのエッチ！」

「エ、エッチって俺おれはただ、色がわかった方が探しやすいかなって思っただけで……」

「やだぁ～！　たかぽんってばエッチ～！　エッチ、スケッチ、ワンタッチ～ッ♪」

「だーから、違うってば！」

　ていうかその言葉まだ存在してんの!?

　目の前でスカートをまくり上げる行為は恥ずかしくないのに、パンツの色を問われるのは恥ずかしいとはこれいかに。低学年の女子小学生との距離感はとても難しく、どうにも調子が狂う。

「俺はそういう意味で言ったんじゃなく……ん？」

　向こうに見える大きな木の枝に、何かが引っかかっているのが見えた。

「ねぇ、ひなちゃんの落としたパンツの色って白？」

「もう～～っ！　だからそんなの言えないってば！」

「違うよ！　あそこの木に何か引っかかっているんだよっ！」

「えっ？」

　三人は俺が指す方向にある木に駆け寄り、上を見上げる。そこには、白い布きれのようなものが引っかかっていた。

「あれ、ひなちゃんのパンツじゃない？」

「あっ！　本当だぁー！　ひなのパンツ、見つかったぁ！」

　嬉うれしそうにぴょんぴょん飛び跳はねると、「わぁ～いっ♪」と三人は手を取り喜び合った。喜ぶのはいいが、まず一つ突っ込みたいことがある。

「なんで木の上なんかにあるんだよっ！」

「うーん……たぶんヤンデレ彼女に追いかけられてる時かなぁ？　『バリアー！』って言って、プールバッグをぐるぐる回していたから……」

「うん、そのせいだな」

　痴ち情じようのもつれによる修しゆ羅ら場ばに「バリア」というのもなかなかシュールである。おおかた、その時の勢いで中身が飛んで行ってしまったのだろう。

「しかしあったのはいいけれど……これ、どうやって取るんだ？」

　その白い布きれが引っかかっているのは、かなり上の方であった。

「どうやってって……そりゃあ……孝たか男おちゃんっ！」

　ひなちゃんが、ビシッと俺おれを指さす。「お願いしますっ！」と、三人の声が揃そろった。

「…………わっかりましたよ」

　そうなるだろうとは予想していたので、素直に従う。それに、さすがにこんな高い木に女の子を登らせるわけにはいかないからな。腕まくりをすると、「せーのっ」と勢いをつけて、一番太い枝によじ登る。手を伸ばすが、もう少しのところで届かない。しかしこれ以上先へ行くと、重みで枝が折れてしまいそうだ。

「くっ……あと……ちょっとなのに……」

　ギリギリまで手を伸ばす。

「孝男ちゃん、がんばってぇ～！」

「たかぽん、超がんばれ～！」

「ファイトですっ！」

　三人の声援を受けて、俺は勢いをつけて手を伸ばした。その時である。




　バキィッ！




　ものすごい音を立てて、枝が折れた。

「うわああああっ！」

　そして俺はまるでコントのように、まっさかさまに地面に落下した。

「いってええええっ」

「大だい丈じよう夫ぶ!?」

　慌あわてて三人が駆け寄る。

「孝たか男おちゃんっ、パンツはっ!?」

　俺おれの心配よりそっちかよっ！　しかしギリギリの距離であったが、確かに手て応ごたえはあった。負傷した腕を静かに持ち上げる。その手の中には…………。

「あったあっ！　あったぞ！」

　白いパンツがしっかりと握られていた。

　何か一つの大仕事を成し遂とげた気がして、俺はつい、そのパンツを天高く掲げ、大声で叫んでしまったのである。




「パンツ、取れたああああっ！」




　その時だった。「ん？」……俺の前に、大きな影が立ちはだかった。放課後恋愛部の三人組の背は、こんなに高くない。桐きり島しまさんかと思ったがそれにしては線が細かった。するとそのシルエットが話しかけてきた。

「おまえ、何やってんだ……？」

「えっ？」

　それはどこかで聞いた覚えのある声。俺は恐る恐る顔を上げた。そこにいたのは……。

「何で孝男っちがマカロンたちと一緒にいるんだよ？」

　なんと無敵のルーズソックス、美作みまさか紋もん舞ぶ蘭らん……！

　まずい！　小学生のパンツを握り締めたこの状況は、誰だれがどう見ても、まごうことなき変態である。しかもその変態が自分の妹と一緒にいる。うん、もうさ、確実に一一〇番だよね。さっき叫んだ言葉が聞こえていませんようにと、俺は慌ててパンツを後ろ手に隠す。そしてできるだけ爽さわやかに話しかけた。

「や、やぁ美作。どうしてここに？」

「スイミングスクールから到着通知メールが来ないから、心配して見に来たんだよ。そんなことより……おまえ、何してんだ？」

　話をそらそうとしたのに、戻ってしまった。

「何しているって……それは……」

「さっき……なんか言ってたよな？」

「えっ？　さ、さっきって」




「パンツ盗とれたってどういうことだ？」




　しっかり聞こえていました─────！

　しかも絶対に、「取れた」は誤った意味で伝わっている。

「おい、後ろに持ってるモン、出せよ」

「え、な、なんのことですか……」

「出せっつってんだよっ！」

「は、はいいいいっ！」

　恐る恐る、後ろ手に握られたものを差し出す。

「貸せっ！」

　美作みまさかが広げたそれは……お尻しりの部分に大きくクマがプリントされた、幼女用の真っ白な綿パンツだった。

「わあんっ！　見ないでえええっ」

　ひなちゃんが真まっ赤かになって駆け寄る。

「これ、おまえのなのか？」

　こくこくこくとひなちゃんが頷うなずく。ゆっくりと、美作が俺おれに顔を向ける。そこに浮かんでいたのは、まるで汚お物ぶつを見るかのような蔑さげすみの表情。

「おい……どういうことだ……？」

「え、えっと……話せば長くなるのですが……」

「ああんっ!?」

「ひいいいっ」

　美作がものすごい形相で胸ぐらを摑つかむ。

「ちょっとあたしん家ちに来てもらおうか？　その長い話ってのを、ゆ───っくり聞いてやるよ。だから、頭カチ割って話そうじゃねえの」

「は、はひ……」

　本来割るのは腹であるし、頭をカチ割ったら死んでしまう。あ、そうか。俺、死ぬのかな……（社会的に）？

「マカロンも早く来なっ！」

「ええ～っ、あたしも～？　スイミングスクールは～？」

「んなもんサボりだ！　行くぞっ」

　俺は美作に強引に引っ張られながら、やっぱり放課後恋愛部に関かかわるとロクなことがないと思った。
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「おねたん、おかいり～っ！」

　…………なんだこのかわいい生き物は!?　マカロンちゃんと共に、美作みまさか家のあるマンションへと連れて来られた俺おれは、その玄関先で固まってしまった。

「あえ？　おねたん、だあれ？　このちと」

　出迎えてくれたのは、おかっぱ頭をおちょんぼにした小さな女の子。

「おねたん、おともだち？　おともだち、こにちはっ」

　ぷくぷくのほっぺたでにっこりと笑い、ぺこりと丁てい寧ねいにお辞じ儀ぎをした。

「この子は？」

「妹だよ」

　なるほど、この子が例のお迎えに行くと言っていた妹か。こんなに小さいとは思わなかった。あまりのかわいさに、にへらとだらしなく口が歪ゆがむ。

「えへへ～……こんにち……いてえっ！」

　挨あい拶さつをしようと思ったら、美作にグーで頭を殴なぐられた。

「なっ、何すんだよっ！」

「いやらしくニタニタ笑ってんじゃねえよっ！　もしかして三歳児まで対象なのかっ!?　このロリコンっ！」

「だ、だから俺はロリコンじゃないって！」

「うるせえっ！　この前はパソコンのこと教えてくれていい奴やつだと思ったのに、見損なったよ！」

「だから誤解だってば」

「五階じゃねえ、ここは六階だっ！」

　だ、駄だ目めだ、この人……頭に血が上っていて話が通じない……。

「はわわ。おねたん、おともだちいぢめたらだめよ？　だめよ？」

　唯ゆい一いつの救いは、あわあわと俺の心配をするかわいい生き物。ああ、本物の天使はここにいたんだ……。見た目は天使の如ごとき美しさを持てども、性格があまりにも個性的すぎる子供たちと接してばかりいたため、とても癒いやされた。

「いーんだよっ。こいつはロリコンなんだから」

「ろりこんさん？　こにちは、ろりこんさん」

「だからロリコンじゃないって！　ほら、俺の名前が勘かん違ちがいされただろっ」

「う？　ろりこん、ちがう？」

「いーだろ、ロリコンなんだから。ほら、来いよロリコン」

「ろりこんさん、よーこそ！　いらちま……う？　いらっちゃ……うにゃ？」

「いらっしゃいませ、だろ、エクレア」

「いらっちゃいまちぇ！」

　両手を上げて嬉うれしそうに笑う天使ちゃん。ああ、なんてかわいいんだろう。そしてここまで来ればスウィーツつながりなのは予想できるからもう驚おどろかないけどさ、名前、エクレアっていうんだな……。とりあえずその漢字がとても気になった。
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「さ、ここなら存分に話せるだろう？　頭カチ割ってやろーじゃねえの」

　いや、だから割るのは腹ですし、もうなんかあなたが俺おれの頭をカチ割るっていう話になっていますし……。

「あの……だからね、何度も言ったけれど、誤解なんだよ」

「何が誤解なんだよ？」

「確かに俺はひなちゃんのパンツを持っていたよ？　でもそれは、本人に頼まれたことであって」

「ああん？　てめえ、本人に無理矢理そんなことを言わせたのか？　どこまで変態なんだよっ！」

「ああもう、また変なベクトルで伝わってるよっ！　ねぇ、マカロンちゃんからお姉ちゃんに説明してくれないかな？　頼むよ……」

「ええ～っ、あたしがぁ～っ!?」

　何な故ぜか驚くマカロンちゃん。うん、普通に考えて君が説明するのが妥だ当とうだと思うよ？

「超めんどくさいしぃ～……」

「いやいやっ！　俺が社会的に生きるか死ぬかの大切な局面なんだよ、頼むよっ！　元を辿たどれば君たちのせいなんだしっ！」

「ふわあ～い。えっとねぇ～ひなが着替えのパンツなくしてね～、たかぽんに探してもらってたの～。そんだけ～！」

「たかぽん？」

　美作みまさかの目がギラリと光る。まずい。ていうか何故ここであだ名で呼んだ？

「おまえら知り合いなのか？」

　ああ、なんだかデジャビュな光景。

「そだよ～！　あのね～たかぽんはね～放課後恋愛部のメンバーなんだぁ～♪」

　はい、屈くつ託たくなく言ってしまったぁー！

「放課後恋愛部？　なんだよ、それ」

　うん、普通そうなりますよね。

「えっとぉ～……なんて説明したらいいのかなぁ～……えっとねぇ～あのね～……超カワイイ小学生の女の子と～恋愛する部活っ！　的な～？」

「ああんっ!?　小学生と恋愛!?　やっぱりロリコンじゃねえかっ……」

「てにをは、を考えてええええっ！」

　美作みまさかが言い終わる前にカットインする。マカロンちゃんは、

「はぁ～？　てにおわおってなぁに～？」

　と、きょとんとしていた。

「違うでしょっ!?　『かわいい小学生の女の子が恋愛する部活』でしょっ!?　それでも随ずい分ぶん言葉足らずだけどさぁっ！」

　助詞が一文字違うだけで、とんだ大事故である。

「あ～そうそう～。それ～！」

「はぁ？　どういうことだよ！　まったく意味がわかんねえぞ」

　こればかりは美作の言い分に賛成である。このままでは埒らちがあかないので、結局全すべて俺おれが説明をすることにした。

「え、えっと。簡単に説明致いたしますとですね……マカロンちゃんとひなちゃんと華はな光みつちゃんの三人がですね、『放課後恋愛部』という恋愛を極めるための部活を発足させたんです。で、ですね。俺はひょんなことから頼まれて、その部活の……なんて言ったらいいのか……」

「恋愛サンプル～！」

「あーっ！　何で言っちゃうのっ！」

　人がせっかく、できるだけ当たり障さわりのない話にしようと、一生懸命オブラートに包んでいる最中だったというのにっ！

「恋愛サンプル？　どういうことだ？」

「あたしたちまだ小学生だしぃ～、リアルな恋愛はしたことないからさぁ～。たかぽんに恋愛サンプルになってもらって～、恋愛のお勉強をしようってことになったの～！　あ～ちなみにねぇ～。たかぽんは好きな人がいて～それはおねーちゃんと同じクラスの……」

「わぁ～わぁ～わぁ～っ！」

　大声を出してその先の言葉を消そうとしたが、遅かった。

「えっ、うちのクラスに好きな人いんの？」

「い、いな……」

「そだよ～。あたしたちは～たかぽんの恋を超応援しながらぁ～お勉強してるってワケ～！」

　言い終わる前にマカロンちゃんが言葉をかぶせる。

「なぁーんだ、そういうことかよっ！」

「だからぁ～、全然ヘンな部活じゃないでしょ～？」

「だな！」

　いやいやいや！　充分変でしょうよっ！

「恋が実ればたかぽんは超うれしい～その恋をお勉強できてあたしたちも超超うれしい～そゆこと～っ！」

「なるほど、うぉんうぉんな関係ってわけだな！」

　いやだからウィンウィンですって！　姉妹揃そろって！　突っ込みたいところはたくさんあるのだけれど、美作みまさか姉妹のマシンガントークに圧倒されて言葉が出ない。いつの間にやら、美作は放課後恋愛部との関係について大いに納なつ得とくしてしまった。

「そうならそうと早く言えよ～！」

　やっぱり癖くせなのか、バンバンと俺おれの背中を叩たたく美作。

「あ、う、うん……い、痛い、痛いって」

「悪わりぃ、悪ぃ！　しかし、そうかぁ～そういうことなら、めっちゃ協力すんぜ！」

　何だか嫌いやな予感がする。

「え？　きょ、協力？　な、なんで？」

「当ったり前だろ！　あたし……恋バナ大好きだからっ！」

　…………嫌だっ！　なんだかわからないけれど、すごく嫌だっ！

「で。まずはうちのクラスにいるその好きな奴やつってのは誰だれか教えろよ？」





＊






「小学三年の頃ころからずっと緒お方がたのことが好きなのか!?　なんだよ、おまえ超一いち途ずじゃねえか！　すげえよ、感動したよおおお～～」

　あまりにもしつこい「好きな人を教えろ」攻撃に観念して白状したわけであるが、どうしたことか美作は泣き出してしまった。

「純愛だよ、純愛！　いいよ、泣けるよおおお～～」

「そ、そんなことないけど……い、痛い、いてて……ちょ、背中叩くのやめて……」

「これが叩かずにいられるかよおおお～～！」

　美作がこんなにも感動してくれるとは思わず、俺は啞あ然ぜんとしてしまった。むしろ笑われると思っていたからだ。美作みたいなギャル系の派手な女子は、きっと恋愛経験も豊富だろうし、俺みたいな一途な（と、自分で言うのは非常に恥ずかしいのだが）片思いなんて、きっとバカみたいに見えるんだろうなって、そう思っていた。

「マジで応援するよっ！　あたし一途な純愛って大好きなんだ」

「い、いやいいよ……そんな大したものじゃないし。どうせ実らないし……」

「どうして決め付けるんだ？」

「見ればわかるだろ？　俺おれと緒お方がたじゃ釣つり合わないよ……」

「…………釣り合わない？」

　号泣していた美作みまさかが、ぴたりと泣くのをやめ、ギラリと俺を睨にらみ付けた。

「え？　な、何？　どうしたの……？」

　この目には見覚えがある。そうだ、宗むね光みつに同じようなことを言った時だ。あまりにも鋭いその視線に、俺は思わず身構える。

「おまえ今、釣り合わないって言ったか？」

「う、うん……そうだけど……」

「恋愛ってやつは、釣り合わないとしちゃいけないのか？」

「え、い、いや。そういうわけじゃないけれど……」

「じゃあどうしてそんなこと言ったんだ？　どういう意味なんだよ？」

「い、いやだから……緒方みたいな美人で優等生な人間と俺みたいな平凡で頭も良くない人間は普通に考えたら釣り合わないっていう意味で……」

「はああああっ!?　何だよその考え方っ！」

　美作は立ち上がって激げつ昂こうした。

「じゃあ何だ？　見た目や頭脳や生まれが釣り合わないと、恋愛はしちゃいけないのかよ!?　そんなこと誰だれが言ったんだ!?」

「で、でもだいたいがみんなそうじゃないか……」

「みんな!?　みんなって誰だよ？　世間か？　おまえは世間が釣り合わないって言ったらその恋をやめるのか？　七年間も好きだったのに？」

「そ、それは……うぐ」

　胸ぐらを摑つかまれる。どうしてここまで熱くなるのかさっぱりわからなかった。

「見損なったぜ……せっかく熱い奴やつだと思ったのによ」

「か、勝手に俺のことを決めるなよ！　美作には俺の気持ちなんてわからない……いてっ！」

　不意に美作が手を離したので、俺は床に倒れ、頭をガンッとぶつけてしまった。

「ああ、わからないねっ！　ていうか他人の気持ちなんてわかるわけねーだろっ！　ただこれだけは言える。結局はな、自分の気持ちだけが全すべてなんだっ！　誰になんて言われようと、それだけ大事にして堂々としてりゃいーんだよっ！」

　何も言い返せなかった。それは、今俺が一番できないことで、そして一番欲しいと思っている強い意志だった。そして美作はその強い意志を持っている。だからうらやましかった。誰に何を言われてもぶれることのない、無敵のルーズソックス。

　どうして美作は、こんなにも自分を貫つらぬけるようになったのだろう？

「とにかく……あたしはそういう考え方は嫌いだ。おまえが緒方を好きなら、それだけでいいと思う。それに……」

　美作みまさかは自分の左腕をぎゅっと摑つかみ、うつむいた。




「その考え方は、うちの家族を否定することになる」




「え？」

　どうして急に美作の家族の話になるのか、さっぱりわからなかった。

　ふと、棚たなの上に飾ってある大量の家族写真が目に入る。両親と美作三姉妹が写った、幸せそうな写真。

　いかにも美作の母親という感じの、美人ではあるが元ヤン臭しゆうの漂ただよう金髪の女性が満面の笑みでピースをしていた。その横には、その正反対とも言うべき真ま面じ目めでやさしそうな黒髪の父親が立っている。姉二人はお母さんにそっくりで、ああ、エクレアちゃんのほんわかとした雰ふん囲い気きは、お父さん似だったんだなと、そんなことを思った。
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「ろりこんさん、さおなら～！」

　最高にかわいい天使の笑顔にて、最低のネーミングを叫ばれる。

「や、だから俺おれ、ロリコンじゃないから」

「う？　ろりこんさんちがう？」

「違う、違う！」

「エクレア～この人はねぇ～一応フツウのお兄ちゃんだよ～」

　マカロンちゃんが否定してくれたが、一応ってなんだよ！

「そうそう。お兄ちゃん！」

「お……おにたん？　はうううう～～～！」

　エクレアちゃんの顔が急にパァッと輝いた。

「おにたん、おにたん！　だっこちてえ！」

「えっ？　えっ？　どうしたのこれ？」

　お兄ちゃんと名乗った途と端たん、懐なつかれて慌あわてる。

「あ～たぶんだけど～エクレアはお兄ちゃんが欲しいんだと思う～。この前保育園で友達のお兄ちゃんを見てから～超うらやましくなっちゃったみたい～。ねぇ～っ、エクレア？」

「うんっ！　おにたん、だっこだっこ～！」

「お、おう……」

　足元に纏まとわりつかれながら抱だっこをせがまれ、思わず抱き上げた。ふわりとミルクの香りがする。

「きゃふ～！　だっこだっこ！　おにたんのだっこぉ～！」

　きゃっきゃと抱だっこを喜ぶその様子は、やばいくらいにかわいかった。俺おれは一人っ子なので、こんなに小さな子と触れ合ったことがない。子供ってのは、無条件にかわいいんだなと、妙に感かん慨がい深くなった。

「おにたん！　えくれあ、おにたんすきよ？」

　ぎゅっと腕にしがみつき、頰ほおをすり寄せてくる。

「うをっ！」

　なんだこの小悪魔的動作はっ!?　女の子ってのは、こんなに小さなうちから「女の子」らしい。

「う？　どちたの、おにたん？」

　と上目遣づかいに見つめられ、「お、お兄ちゃんをいったいどうしようっていうの!?」と叫びそうになる。名実共にロリコンになってしまうところだった。危ない、危ない。って、俺そもそもロリコンって名前じゃないからっ！

　独り突っ込みを入れつつ、その甘い視線にくらくらしながら、ゆっくりとエクレアちゃんを下ろす。そして、玄関からリビングの様子を窺うかがった。さっきの一件で美作みまさかはすっかり怒ってしまい、中途半はん端ぱなまま俺は退散することになったわけであるが、やっぱり少し気になってしまう。

「お姉ちゃんのこと、怒らせちまってごめんな」

「別にぃ～。うちのおねーちゃん、もともと超おこりっぽいしぃ～。それに仕方ないんだ～きっと……」

「きっと……？」

「たかぽん……やっぱり……外まで送る……」

　マカロンちゃんが珍しくしおらしい顔をすると、俺のシャツの裾すそをぎゅっと握った。

「どうしたの？」

「……行こう」

「う、うん……」

「エクレア～。あたし、ちょっとお兄ちゃんを送ってくるからね～いい子で待っててね～！」

「はいっ！　おにたん、さおならね～！」

　そして天使のエクレアちゃんに見送られると、俺たちは美作家の玄関を出た。





＊






「もうこの辺でいいよ。家から離れちゃうと危ないし」

　俺のシャツをぎゅっと握ったまま、マカロンちゃんは黙って歩いている。

「そもそも俺、男だからさ。一人でも平気だし」

　そう言うと、ぴたりと止まった。

「おねーちゃん……まだ心配してるのかな～……」

　急に脈絡のない話が始まり、俺おれはきょとんとした。口調もいつもと違う。

「ね～たかぽん。リビングに置いてあった写真……見た？」

「あ、ああ。家族写真がたくさん置いてあったね。いいね、素敵な家族で」

「うちはさ～……エクレアだけお父さんが違うの」

　どういうこと？　聞こうとして思い止とどまる。さっき見た家族写真のことを思い出したからだ。エクレアちゃんはお父さんによく似ていたけれど、姉二人は似ているとは言い難がたかった。

「うちのママね～新しく結婚したんだぁ～……それが～今のパパ。そんで生まれたのが～……エクレアなの」

「そうだったんだ……」

　全然知らなかった。って、当たり前か。俺は美作みまさかと深い話なんてしたことがないんだから。

　どう答えたものかと悩んでいると、マカロンちゃんが再び口を開く。

「だからね～あたしとおねーちゃんは～パパと血がつながっていないの」

　大人おとなの受け売りなのだろう。「血がつながっていない」という言葉は、幼い小学生の口から出るにはひどくミスマッチで、本来の意味ではないように聞こえる。しかしどういう意図で急にこんな話をし始めたのだろうとマカロンちゃんの表情を盗み見た。夕焼けに照らされた彼女の顔は、俺の予想に反して、晴れやかで明るかった。ますますわからない。

「あたしはさぁ～全然気にしてないんだよ～？」

　顔を上げきっと見み据すえられ、ハッとした。まるで俺の視線に含まれた一いつ瞬しゆんの同情を、見透かされたような。

「でも、おねーちゃんは気にしてるんだよね～……なんでだろ～？」

「気にしているって、何を？」

「前に言ってたんだぁ～……新しいパパは……いつかエクレアだけをかわいがるんじゃないか～って……」

　俺は何も言えなかった。

「あのねうちのパパね～！　超ぉ～～～やっさしいんだよぉ～！　前のパパは……ちょっとこわい人だった。お酒飲んで～……んと～……なんだっけ……ぎゃんぶる？　ばっかりしてた。ママともケンカばっかりして～……だから離婚したの。そんでしばらくしてね～今のパパともっかい結婚したんだよ～。ラブラブなんだからぁ～！　結婚式にも行ったんだよ～！　ほら見て～！」

　そう言うと、マカロンちゃんはポシェットから写真を取り出した。そこには、ウェディング姿の両親と美作三姉妹が写っていた。誰だれもが笑っている、とても幸せそうな写真だった。

「ママもキレーだけどさ～あたしもお姫様みたいでしょ～？」

　ふふふっと得意げに澄ました表情は、なんだかとてもかわいく見えた。

「うん、本当だね」

「あたしはさ～ママが幸せだったらそれでいいんだぁ～。昔はね～い～っつもおこってたから。だけど～今は違うの。ママ、笑ってる。やさしくてマジメなパパが～だぁ～い好き！　なんだって～♪」

　屈くつ託たくなく笑いながら話すマカロンちゃんの様子から、それが背伸びをした気き遣づかいからの言葉ではなく、本心からのものだとわかった。

「あたしも～パパのこと超～大好き～っ！」

「本当にやさしいパパなんだね」

「そうなの～！　でもおねーちゃん、心配してるんだよね～……もちろんおねーちゃんもパパのこと大好きだって言ってたよ～。でもね～ママとパパが正反対なの～気にしてるんだって」

「正反対？　どういうこと？」

「ん～と……あたしもよくわかんないけど～見た目とか性格とか～だって～」

　再び家族写真を思い出す。

「ああ……確かに、見た目とか雰ふん囲い気きは正反対かな」

「あっ、あとね～こうも言ってた～。えっと～なんかよくわかんなかったんだけど～……かんきょー？　とか～」

「かんきょー？　……ああ、環かん境きようね」

「ママはね～昔～ヤンキーっていうのだったんだって～」

　やっぱりか。

「んでね～パパはね～マジメなこーむいんっていうやつなの～」

「元ヤンと公務員か……それだけ聞くと確かに釣つり合わないような……あっ」

　自分で口に出して気が付いた。あの時に俺おれが言った言葉。そして美作みまさかの言った、『恋愛ってやつは、釣り合わないとしちゃいけないのか？』という言葉……ハッとした。

「たぶんだけどね～ママがもっかい結婚した時～おねーちゃんはもうおっきかったから～みんなにいろんなヘンなこと言われたのかもしんないや～。だから～ときどき心配になっちゃうのかなぁ～……？」

　言葉足らずだったけれど、マカロンちゃんの言わんとすることが、少しわかった気がした。もしかしたら美作は、いわゆる「世間」ってやつに、両親のことを「釣り合わない」と言われたのかもしれない。だから……きっと俺の言葉にあんなに怒ったんだ。

「俺、謝らなくちゃ……」

「ええ～どうして～？」

「美作を怒らせてしまった理由が少しわかったかもしれない。マカロンちゃん、教えてくれてありがとう」

「よくわかんないけど～……とりまどういたしまして～。ねぇ～たかぽん！　なんであたしがこんな話したかっていうとね～。あたしが放課後恋愛部でがんばるのも～華はな光みつとおんなじでおねーちゃんのためだからなんだぁ～」

「えっ、そうなの？」

「うんそうなの～。おねーちゃんさ～ああ見えてジュンスイなんだよねぇ～。まだ誰だれともお付き合いしたことない的な～」

「そ、そうなんだ」

　不意にクラスメイトの女子の恋愛経験を暴ばく露ろされ、少々戸惑う。美作みまさかみたいなタイプなら彼氏の一人や二人いてもおかしくないと、勝手に思い込んでいたので意外だった。

「ママのこと見てるからかなぁ～、恋愛にちょっとおくびょーなんだよね。男の人をカンタンに信用できないっていうかぁ～……ほら、目の前でママのこと裏切った人を見ちゃったわけだし～」

　マカロンちゃんの見た目や言動がいくら個性的とはいえ、それでも普段は子供らしい小学三年生だ。だけど、この話題の時だけは妙に大人おとなびた話し方をすることに気が付く。マカロンちゃんも、多少は大人の事情っていうものの荒波に揉もまれたんだろうな、と思った。

「あたしはおねーちゃんと反対だったよ～。今のママとパパを見てね～恋ってなんてステキなんだろうって思った～。ママはうれしそうだし～パパとママはお互いのことが超ぉ～～～大好きっ！　前はさ～ちょっと失敗しちゃっただけなんだよ～。くじ引きで言ったら～ハズレ的な？　そんで今は～……アタリ！　的な～っ！」

「ははっ。くじ引きはよかったなぁ」

「とにかくさ～あたしは何も心配することなんてないと思ってるんだぁ～。おねーちゃんもね～きっとそう思いたいんだよ～でもできないの～。そのせいでたま～に超かなしそうな顔するの～……あたし……それを助けてあげたい……」

「そっか。だからおねーちゃんのため……」

「うん！　だってさぁ～人を好きになるって～超ステキなことだから。おねーちゃんにそんな風に心配して欲しくないんだぁ～。たま～にのかなしい気持ち……あたしがとってあげたいの～」

「なるほどね。見かけによらず、お姉ちゃん想おもいなんだな。マカロンちゃん」

「ぷう～！　見かけによらずは余計だしぃ～！　あたしこれでも超やさしいんだからぁ～っ！」

「ごめん、ごめんっ！」

「ぷううう～～～！」

　夕ゆう陽ひに伸びる二つの影は、笑い転げた。美作家にあった「色々」をこれだけで理解することはできないけれど、こんなにも素直に育っているマカロンちゃんを見れば、素敵な家族であることは間違いない。

「ねぇ～たかぽん！　あたしも華はな光みつみたいにおねがいしていい～？」

「え、ま、まぁ難しくないお願いだったら……」

「おねーちゃんにね～……んと……えっと……おねーちゃんもっと安心して～～～！　って～言ってくれないかなぁ～？　あたしバカだから……いつもうまく言えないの……」

　マカロンちゃんはうつむいて言った。その姿がなんだかいたいけで、俺おれは思わず大声を出す。

「マカロンちゃんはバカなんかじゃないよっ！」

「えっ？」

「こんなにも家族のことをやさしく思える子が、バカなわけないじゃないかっ！」

「たかぽん……」

「マカロンちゃんの気持ち、ちゃんと伝わったよ。だから俺なりの言葉で……ちゃんと美作みまさかに伝えてみる……」

「マジで～!?　たかぽん、超ぉ～～～ありがとおぉ～～～っ！」

　マカロンちゃんが勢いよくジャンプして抱だき付いてきた。

「わっ！　あ、危ねーだろ!?」

　いったいどんな跳ちよう躍やく力りよくをしているのか、首に手を回し脚でがっしりと俺の腰を挟はさんでいる。

「え～いいじゃ～ん！　こんな美少女に抱き付かれるなんて～幸せもんだぞぉ～！」

「そ、それはいいけど……く、苦しい……」

「だからぁ～し・あ・わ・せ・も・ん～っ！」

「は、はい……わ、わかった……わかりましたよ……お、俺は……幸せもん……です……」

「きゃははっ～わかればよろしいのだ～……とう～っ！」

　やっと下りてくれた。

「じゃあ～たかぽん～、お願いね～！」

「わかったよ！　あっ、そういえばさ」

　最後に一つ、ずっと気になっていたことがあったのだ。

「エクレアちゃんって、どういう漢字書くの？」

「エクレア～？　えっとね～、えいきゅーれんあいって書いて～エクレア！」

「えいきゅーれんあい？」

　脳内で漢字を当てはめようとするがうまくいかない。

「パパとね～永久のラブラブを誓って生まれたから～その名前にしたんだって～！」

「ラブラブ？」

　と、いうことは……永え久く恋れ愛あ！　マジかっ!?

「超～いい名前でしょ～？」

「だ、だなっ。いい名前だ！」

　真ま面じ目めな公務員でありながら、愛する女性の意見を尊重して、そんな突飛なキラキラネームを許したのだ。父親はきっと、とてもいい人に違いないと、俺おれはそう思った。
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　翌日の昼休みに、俺おれは美作みまさかを屋上へ呼び出した。

「……なんだよ、話って」

　美作はいつもの調子で、カラフルなブレスレットをジャラリと鳴らしながら腕を組み、仁に王おう立ちしている。

「昨日きのうのこと、謝りたくて」

「謝るって、何を？」

「マカロンちゃんから少し聞いたんだ……ご両親のこと。だから、俺が簡単に『釣つり合わない』って言ったことに、怒ったのかなって……だとしたら……すごく無神経だったなって……」

「あいつ、余計なこと話しやがって！」

「マカロンちゃんは悪くないよっ！　美作のことを思ってのことだと思う。なんか……すごく心配していたよ」

「ふんっ。べ、別にあいつが心配することなんて何もねーよ……」

　そう言うと思いあたる節があるのか、美作は矛ほこを納めた。

「とにかくごめんっ！」

「はぁ？　別におまえが謝る必要なんてねーだろ。もともとうちのことは知らなかったんだし。それに……悪いのはあたしだ。確かに、おまえのあの言葉にカッとなった。でも、それはあたしの勝手な都合だろ？　それをあんな風に表に出しちまって……情けねえ……」

　美作の悔くやしそうな顔を見て、ふと思った。もしかしたら、彼女の派手な服装や強気な態度は、何かを隠すための鎧よろいみたいなものかもしれないって。

「マカロンからどこまで聞いたのか知らねえが、うちの両親は再婚で、あたしと父さんは血がつながっていない。エクレアは新しい父さんとの子供だ。ただあたしは、別にそんなことは気にしてない。母さんは今とても幸せそうだし、新しい父さんはすげーいい人だ。それだけでいいと思っている。家族ってさ、血のつながりじゃない時もあるんだよ。それを知った。でもさ、そんなのって当事者しかわかんねーんだ。色んな人が色んなことを言ってきても、そんなこと関係ねえって思った。あたしはあたしだし、うちの家族はうちの家族。他人が口出しできることじゃねえだろ？」

「うん、その通りだと思う」

「でもさ……そんな風に強く思っていたはずだったのに、いざ他人に色んなことを言われると、ダメだった……あたしはそれをいちいち気にして……最後にはマカロンの言う通り、両親のこと心配になっちまった。いつも大口叩たたいておいてさ……あたしはめっちゃ弱かったんだよ……この状況を受け入れているようで受け入れていなかった。そのことが一番ショックだった……」

　美作は悲しそうな顔をして言った。誰だれがそんな美作を責められるだろう？　人間はそんなに強くない。他人の無責任な言葉は、言った人が思っている以上に大きな影えい響きようを与えてしまうことがある。美作は、ただその影響を受けただけだ……だから……。




「おねーちゃん、もっと安心して～～～っ！」




　俺おれは大きな声で叫んだ。

「うわっ、び、びっくりした。なんだよ、いきなり!?　あたしは、おまえのお姉ちゃんじゃねえぞ!?」

「マカロンちゃんからの伝言だよ。美作みまさかのこと、一生懸命心配していた。俺なりの言葉で伝えようと思ったんだけど、やっぱりストレートにそのまま伝えるのが一番と思って。それにこんなに素直な言葉ってないだろう？」

「…………あいつ……バッカだなぁ……」

　美作は悪態をつきながらも、嬉うれしそうにしていた。その目にうっすらと涙が浮かぶ。

「マカロンってさ、すげえ素直なんだ。そりゃあまだ子供だからってのもあるけどさ、あたし思うんだよ。何でも素直に受け止められることって、結局は強さなんじゃないかって。うらやましかった……そして、そんな風になれない自分が嫌いやだったんだ……」

　美作の言いたいことがとてもよくわかった。素直になることは、簡単なようでとても難しい。

「最近は強くなったつもりだったのにさっ。ていうか孝たか男おっちのせいだかんなー！　おまえが『釣つり合わないと恋愛できない』って言うから、まーた腹立てちまったんだよ。でも小学生に心配されるなんて……あたしもまだまだ甘いねぇ～」

「ごめん……俺、そんなこと全然知らなくて……」

「だーからおまえが謝る必要なんてないんだって。あたしはさ、腹を立てちまった自分に怒っただけなんだから。おまえに怒鳴ったのは、単なる八つ当たり！　ややこしいけどさっ」

　そう言って美作は笑った。

「だからさ……おまえも、『釣り合わないと恋愛できない』なんて悲しいこと言うなよ。うちの両親と、あたしのためにもさっ。世の中、そんなこと関係ねーんだって」

「うん……でも……俺も弱いんだ。俺なんかが緒お方がたのことを好きでいていいのか……本当に自信がないんだよ……」

「そうかなぁ……あたしはもっと自信持っていいと思うけど」

「どうして？　俺なんて何の取り得もないのに……」

「だって孝男っち、やさしいじゃん」

「……どこが？」

「ふーん。自覚ないんだな。だってさ、普通あんなことで謝りに来ないぞ？　あたしが勝手に怒ったんだし。理由がわかんない以上、あたしのことを『勝手な奴やつ』って決め付けて終わりだって、普通」

「そ、そうかな？」

「うん。それにあたし、自分で言うのもなんだけど厄やつ介かいな奴やつじゃん？　クラスの奴らに距離置かれてるし。孝たか男おっちはやさしいよ。そういうことしないじゃん？　普通に接してくれる」

「い、いやそれはだって……それが普通だから」

「人間その普通のことがなかなかできないもんなんだよ。それができる人って、たぶんやさしい人なんじゃね？　だってみんなが普通でいられるよう気ぃ遣つかってるってことだろ。だいたいさぁ、あんなクソガキ三人の変な部活に付き合ってやってる時点でやさしいだろ。ていうか、とんだお人好よしだって」

　美作みまさかはさもおかしそうに笑う。

「でも……やさしいだけじゃ何ともならないよ」

「んなことねーよ！　男はやさしいのが一番だって！　そりゃあ顔がよかったり頭がよかったり金持ちだったりってのは魅み力りよく的だよ？　でも結局女はさ、自分にやさしくしてくれる男といたら幸せなんだって。あたしは、今の父さんと母さんを見ていてそう思うよ」

　美作は「んーっ」と伸びをしながら、「だから、きっと緒お方がたも落とせるって」そう言って手をピストルの形にすると、「バーンッ！」と言ってにかっと笑った。なんだかとても古ふる臭くさい仕草だ。でも、太陽の光に照らされたその笑顔は、ドキッとするほど魅力的だった。

「あ、ありがとう……」

　こんなにもストレートに長所を褒ほめられ応援されると、照れてしまう。

「なんか……ちょっと自信ついたかも」

「そりゃよかった。あたしはちょっとうらやましいよ。そんな風に想おもえる好きな人、できたことないし。本当は……今の父さんと母さんみたいなのが理想なんだけどな」

　少し恥ずかしそうに、美作が言った。

「それさ、お父さんとお母さんに直接言ってあげたら？　あとマカロンちゃんにも」

「んーー……考えとく」

「そこは見た目イメージに違たがわない意地っ張りだな」

「うるせー！　ていうかおまえこそ頑張れよな。聞いたけど、緒方との恋が成じよう就じゆしないと、あのクソガキ共の部活から逃れられないんだろ？」

　その時、制服の胸ポケットでスマホが震ふるえた。

「誰だれだ、こんな時間に……うげっ」

「どうした？」

「噂うわさをすれば放課後恋愛部からだよ……」

「おまえ小学生とメアドまで交換してんのかよ。やっぱ本当はロリコンなんじゃねーのか？」

「ち、違うって！　えっと、何々……今日きようの放課後に部活動をします……学校が終わったら、土管公園まで来てね……今日もかよっ！」

「ぶはっ！　大変だな、恋愛サンプルってやつはよ！」

「笑いごとじゃないって～！」

「まっ、頑張れよなっ！」

「いてっ！」

　バシンと背中を叩たたかれる。とても痛かったけれど、なんだか悪い気はしなかった。

　放課後恋愛部と関かかわってから、少しずつだけれど周りの世界が変わってきたような、悔くやしいけれどそんな感じがした。





＊






「あっ、孝たか男おちゃ～んっ！　こっちこっち～！」

　放課後、俺おれはきっちり約束を守り、土管公園へとやって来た。

「遅いよ～、たかぽん！」

「仕方ねーだろ！　高校生のが学校終わるの遅いんだから。で、今日きようは何をするんだ？　手短に頼むぞ」

「孝男ちゃんに予定なんてないでしょっ」

　悔しいけれどそれは当たりだ。

「今日はね、ものすごい情報を仕入れたのです！　ジャジャーンッ！」

　そう言うと、ひなちゃんが持っていた手て提さげ鞄かばんから雑誌を取り出した。

「これですっ！」

　そしてとあるページを開くと、得意げに俺に渡して見せた。そこにはこんな見出しが。

『丸ごと見せますっ！　ティーンのマル秘恋愛事情！』

「なんだこれ？」

「お姉ちゃんの引き出しから見つけたの。今月発売の『ラブリズム』！」

「えっ、これ緒お方がたのなのっ!?」

　途と端たんに手に持った雑誌の価値が増し、思わず指の先で丁てい寧ねいに持ってしまった。

　どんな雑誌なのかと表紙を見てみる。制服姿のかわいいモデルが二人写っている周りに、キラキラした文字で『絶対成功！　カワイイ私で恋愛デビュー！』だの『秋のめちゃモテ☆ファッションはゆるふわガーリィで決まりっ！』だの、男の俺が見るとちょっとくすぐったくなるような見出しが躍っていた。

　……緒方もこんな雑誌読むんだ。とにかくそれが新鮮だった。急に女の子なのだと意識してしまい、ものすごく恥ずかしい。

『男の子１００人に聞きました！　好きな女の子のファッションベスト５！』

　いったいどこの界かい隈わいの百人に聞いているのだろう？　少なくとも俺は、こんなアンケートに答えたことなど人生に於おいて一度もない。

『カリスマモテガール・愛ちゃむに聞けっ！　絶対成功恋愛術！』

　愛と書いて「らぶ」と読む、カリスマという割にその「愛らぶちゃむ」さんとやらは存じ上げないが、おそらく女子の世界では有名な人なのだろう。そしてその次の見出しは……「うっ」と思わず声を出してしまった。そこにはこう書かれていた。




『ファーストキスはいつ？　女子高校生のホントのトコロ』




　えっ、や、やっぱり高校生でもうファーストキスしちゃうんですか？　いつ？　ってことは高校生以前の可能性も？　ていうか俺おれも高校生なのに女子高校生のホントのトコロなんて知らねえよっ！　教えてくれよ、ラブリズムっ！　ここまで心乱される見出しに出会ったのは初めてである。そしてどうしても繰り返してしまうが、これを緒お方がたが読んでいるのだ。ファッションは男の子百人の意見を参考にし、愛ちゃむの絶対成功恋愛術を学び、女子高校生のホントのトコロを……ていうか俺は……緒方のホントのトコロが知りたいっ！

「孝たか男おちゃん、何やってんの？」

　感極まった俺は、その雑誌を抱だきしめていた。

「たかぽん、超キモ～い！」

　うん、今回ばかりは自分でもそう思う。

「それお姉ちゃんに内緒で持ってきたんだから、折ったりしちゃダメだからねっ！」

「あ、ああ……ごめんごめん。で、これがどうしたの？」

「ここを見て！」

　ひなちゃんが指す記事を見る。そこにはこう書かれていた。




『どんなタイプが好き？　女の子の本音ベスト10！』




　これは男の俺でもわかりやすい記事である。クラスの女子たちも、よくこんな話をしている気がする。

「これ、孝男ちゃんのためにある特集だと思わない？」

「どうして？」

「だってさ！　この雑誌お姉ちゃんが読んでるんだよ!?　ってことは～、これはお姉ちゃんの気持ちでもあるんだよっ！」

「ちょっと何言ってるかよくわかんないです」

「あっ、では私が説明します。あのですね、女の子向けの雑誌には、色んな種類が存在するんです。そしてその種類はすなわち、女の子の属性を表していると言えます」

「属性？」

「例えば、マカロンちゃんのお姉様が持っている雑誌は『ブチアゲ！　ＧＡＬＳ☆』。文字通りギャル系に属する女の子が読む雑誌ですね。その他ほかにも、カジュアル系、お嬢様系、原はら宿じゆく系などなど、数え切れないくらいのカテゴリーがあります」

「へぇ。女の子って大変なんだな」

「住み分けがきっちりとされているのでしょうね。グループを作りたがる、女の子ならではの文化ではないでしょうか。では話を戻します。よって、そんな風にして確固たる属性の住み分けがされている雑誌の種類を見れば、たいていの女の子の趣味嗜し好こう、はたまた思考まで、ある程度の予想ができてしまうと私たちは考えたのです」

「な、なにその理論！　スゲーじゃん！」

　初めて放課後恋愛部の言うことに納なつ得とくした。

「ちなみにひなちゃんのお姉様が読んでいる雑誌は、ごく一般的なティーン雑誌ですね。かわいらしい制服の着こなしや、カジュアルをベースに女の子らしいファッションが並びます。読み物に関しては、この年とし頃ごろの女の子なら誰だれしも興味がある、恋愛ネタがベースです。その内容は過激ではなく、これまたごく一般的なティーンの許容範囲になっていると思います」

「これがごく一般的なの？」

「エンターテインメントという名のフィクションは多少あるかもしれませんが、一般的な女の子が受け入れられる範囲だとは思いますよ」

　ではやはり、緒お方がたが高校生のホントのトコロを気にしたり参考にしたりする可能性もなきにしもあらずというわけか……。

「そのことを踏まえて、この『どんなタイプが好き？　女の子の本音ベスト10！』を見てみましょう。この記事は、その名の通り女の子がどんなタイプの男の子を好むかということをベスト10にしたものです。つまり、ごく一般的な女の子が好みのタイプとする男の子の傾向が示されているはずです。よって、このランキングの上位要素を備えた男性になれば、読者であるひなちゃんのお姉様のタイプに当てはまる可能性が極めて高くなるのではないかと私たちは考えました」

「うん、その理屈はよくわかる。っていうかすごいな、君たち！」

　ひなちゃんが「フフン」と胸を張って威い張ばる。

「この理論に関しては、桐きり島しまにとても助けてもらいました。さすがは私の桐島です」

　華はな光みつちゃんが頰ほおを染める。ていうかやっぱりもう桐島さんが部長でいいんじゃ？

「というわけで、このランキングの上位五つに着目してみようと思います」

　俺おれは「どれどれ」と一緒に雑誌を覗のぞき込んだ。




【五位】スポーツマン

「これはダメだね、孝たか男おちゃん」

「決め付けんなよっ！」




【四位】頭がいい

「超ザンネンだったね～たかぽん……」

「だから決め付けるなって！」




【三位】趣味が合う

「これって仲良くならないとわかんねーじゃん」




【二位】やさしい

「これは孝たか男おさんに当てはまりますね」

「マ、マジで？」




【一位】かっこいい

「…………」

「おい、なんだ！　その三者三様の憐あわれみの表情はっ！　せめて何か言えっ！」




　そのランキングは、なんともベタなものであった。まぁそうなりますよね、的な。

「参考になりましたでしょうか？」

「うーん……なんだか『おまえやっぱ無理だよ、残念！』っていうことをただ再認識させられただけのような気がする……」

「そんなことはありませんよ。特に二位の『やさしい』は、とても孝男さんに当てはまると思います。それが二位なのですから、自信を持って下さい」

「うん！　孝男ちゃん、やさしいもんねっ！　ひなのパンツも見つけてくれたしっ！」

　そこかいっ！　しかしさっき美作みまさかに「やさしさ」の価値を教えられたばかりで、今度はそれが女の子向けの雑誌でも二位だったこと、そしてそれに俺おれが当てはまると言われたのはなんだか嬉うれしかった。

「あっ、そしてですね、この五位以上を踏まえて、私たちは孝男さん用の作戦を考えたのです」

「えっ、もう作戦を考えてあるの？」

「当ったり前じゃん！　ひなたちにかかればちょちょいのちょいっ♪　だよ！」

「たかぽん来るの超遅かったし～その間に考えたの～」

　……暇ひまつぶしで考えた作戦ですか？

「先ほども言いました通り、二位の『やさしい』に関しては心配ないかと思われます。問題はその他ほかです。スポーツや頭脳、ルックスに関しては努力するにも時間がかかりますし、人間いくら努力をしても変わらないものは変わりませんから真っ先にあきらめました」

　俺おれだって傷付くのですが。

「そこで私たちが着目したのが、三位の『趣味が合う』です。これでしたら、情報さえあれば努力でなんとかなります」

「そりゃあそうだけれど……俺、緒お方がたの趣味なんて知らないぜ？」

「それこそ心配には及びませんよ。なんといっても放課後恋愛部には妹のひなちゃんがいるのですから！　好きな人の身内というこんなにも心強い助すけっ人とはそうそういないと思います」

　同時にリスクも高いけどな、という言葉を吞のみ込む。

「じゃあ、ひなちゃんはお姉ちゃんの趣味を何か知っているの？」

「それがとっておきの物があるんですよ！　じゃじゃーんっ！」

「また雑誌か。ええっと……『姫ひめロリズム』。……なんかすごい表紙だな」

　表紙には、フリフリのドレスを着た人形のような女の子が澄ましている。

「いわゆるロリータファッションの雑誌ですね」

「へえ、初めて見たよ。まったく知らない世界だ。で、これがどうかしたの？」

　興味深く雑誌をパラパラとめくる。そこには色とりどりのロリータファッションを纏まとった、個性的な女の子たちが載っていた。

「実はね……これもお姉ちゃんの雑誌なの」

　え、ええっ！　緒方がロリータファッションの雑誌を!?　果たしてそんな趣味があっただろうかと考えるも、悲しいかなプライベートで会ったことがない以上、今は知りようがない。

「お姉ちゃんね……実はロリータが好きなんだよっ」

「マ、マジで!?」

　俺はつい瞬しゆん間かん的に、さっきの表紙の女の子が着ていたピンクのロリータ服を、妄もう想そうの中で緒方に着せてしまった。う、うん……悪くない……。

「こ、こっちの水色のもいいなぁ……白もなかなか……」

「孝たか男おちゃん、目がイッちゃってるよ？」

「たかぽんってば～今ぜったいに超モウソウしてたでしょ～？　キモ～ッ！」

「ううっ……」

　こればっかりは本当なので言い返せない。まったく俺は緒方のことになるとてんでダメである。

「そんなに妄想しているところにごめんなんだけど……お姉ちゃんは好きっていっても実際に着るわけじゃないんだよね」

　心の中で肩を落とす。

「見ているのが好きみたい。っていうか、本当は着たいんだろうけど、勇気がないみたいだよ。ひなね、ちょっと聞いてみたことがあるの。そしたらね、『私なんかが着ていたら変に思われる』だってさ。なんでだろうね。好きなら着たらいいのに」

「んー……まぁ確かに、都会ならともかく、この辺では目立って着づらいかもな」

「ふーん。好きなのに着ないで、見てるだけなんだ。ひなのお姉ちゃんって、よくわかんなーいっ」

　姫ギャルというファッションを完かん璧ぺきに着こなし、小学三年生でありながら派手に髪を盛ったマカロンちゃんだからこその台詞せりふだろう。きっと本当にその気持ちがわからないに違いない。

　確かにファッションというのは、時に勇気を伴う。俺おれだってそうだ。雑誌やテレビで見るような、ちょっとしゃらくさいお洒落しやれをしてみたいと少し思ったりもする。でも結局は、周りに変に思われるんじゃないかと不安になり、いつもの無難なファッションに落ち着いてしまうのだ。ていうか、オカンの買ってきた服を、文句を言いつつ着ている。そしてこれも、自信のなさからくる一種のコンプレックスだと思っていた。だから「緒お方がたでもそんなこと思うんだな……」と、意外に思う。美人だしスタイルも抜群。何を着たって許されるキャラクターだ。個性的なロリータファッションだってきっと似合うだろう。

「とにかく、お姉ちゃんはロリータが好きなのね。だからね、三位の『趣味が合う』を目指してね、孝たか男おちゃんと私たちでロリータ服を着ようと思うのっ！」

「ああ、なるほど…………って、んん？」

　今、話がまったくの急展開をしたような気がする。そして、何か不ふ穏おんな言葉が聞こえたような……。

「ひなちゃん、もう一回言って？」

「だからぁ～！　孝男ちゃんと私たちでロリータ服を着ようって！」

「どうしてそうなるうううううっ!?」

「え？」

「『え？』じゃねえよっ！　君たちはともかくどうして俺がロリータ着るんだよっ？」

「だから三位の『趣味が合う』を目指してだってば。孝男ちゃん聞いてたっ!?」

「何な故ぜか俺がキレられているしっ！　そして趣味が合うってのはそういうことじゃねええええええっ！」

「なんでえ？　同じ趣味ってことになるじゃんっ！　『まぁ孝男くんもロリータ服を！　奇遇だわ～嬉うれしい！』って！」

「ならねえよっ！」

「なるうっ！」

「絶対にならねえっ！」

「なりますうっ！　べろべろべえーっだぁっ！」

　ひなちゃんは頰ほおを引っ張り舌を出しながら言った。ぶっちゃけ酷ひどい顔だ。

「孝たか男おさん、ひなちゃんは一生懸命考えたのですから。折れてあげてはいかがですか？」

「華はな光みつちゃんっ！　華光ちゃんはまともだから、この理論おかしいと思うよね？」

「…………お、思いません（にっこり）」

　絶対思ってるだろおおおおっ!?

「とにかくっ！　今週の土曜日！　ひなたちみんなでロリータ服を着てお茶会するのっ！」

「お、お茶会っ!?」

「ロリータファッションの少女たちが集つどって、美お味いしいお茶とお喋しやべりに興じる会のことですよ」

「俺おれそもそも少女じゃないからっ！　それに、さっきちらっと見たけどロリータ服ってすっげえ高いじゃん！　こんなの人数分用意できるわけないだろ!?」

「あっ、それなら心配ご無用です！　幸い、三さん条じよう院いん家はアパレルブランドを複数経営しています。その中の一つに、ロリータファッションブランド『エンジェルプリンセス』がありますので、頼めば簡単にサンプルを貸してくれますよ」

　だから金持ちは嫌いだよっ！

「やったぁ～っ！　エンプリのお洋服～っ！　ひな一度着てみたかったの～！」

　完全にそれが本当の目的だよねっ!?

「俺は絶対に着ないからなっ！　土曜日も行かないぞっ！」

「孝男ちゃん……そんなこと言っていいの？」

「えっ？」

「華光、アレをお願い！」

「わ、わかりましたっ！　桐きり島しまっ！」

「はい、華光様っ！　タイトル『ただ、君を想おもう』。僕は君のことが好きだ、しかしそれを伝えることはない、勇気がないからだ、僕はそんな自分が嫌いだった……この素敵なポエムのＵＲＬを送信……」

「やめてええええっ！　しかもなに最新の読んでるんすかあああっ!?　行きますっ！　行きますからああああっ！　そして桐島さんっ！　毎度毎度、あなたはいつどこから現れるんですかああああっ!?」

「私はいつも、華光様のおそばに……」

「き、桐島ったら……」

　なんだこの茶番劇。

「では孝男様。土曜日、約束してくれますね？」

「わかった……わかったよ、約束するよ……」

　何な故ぜか桐島さんと固く指切りげんまんを交わす俺。もう自由はないらしかった。
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　ありえない……こんなことは…………絶対にありえないっっっっ！

「きゃはははははっ！　孝たか男おちゃん、かっわいい～～～！」

「よ、よくお似合いです……ぷっ」

「たかぽん超いいよ～！　きゃはは～っ！」

「…………」

　ここは三さん条じよう院いん家が経営する、ヘアサロンの中にある一室だ。壁かべには大きな鏡が設置され、天井からはシャンデリアのような照明がぶら下がっているここは、特別な人だけが利用することのできる個室らしい。まるで高級ホテルのように豪ごう華かで綺き麗れいな部屋であった。そんな素敵な場所で俺おれは今、人生初の女装をしている……しかもロリータ服だ。

「てか孝男ちゃん、脚きれー！」

「そうですね。女性と見まごう美しさです」

「みんなですね毛そって超よかったしぃ～！」

「ていうかニーソはくなら剃そる必要なかったじゃねえかっ！」

「見えないところも気を遣つかうのが女子のたしなみですよ、孝男ちゃんっ！」

「俺、女子じゃねーしっ！」

　とは言いながらも、大おお股また開きをためらう俺。人生初のスカートは、スースーしてとても落ち着かなかった。

「ああもうどうしてこんなことになったんだよ……」

「いいじゃん、孝男ちゃんは男の子だからちゃんと水色にしてあげたんだしっ！」

「そういう問題じゃねえっ！」

　俺が纏まとう衣装は、サックスロリータだった。俺はてっきり楽器のサックスでも吹くのかと思ったが、水色のロリータ服のことを言うらしい。淡いパステルブルーを基調に、白いフリルがたくさん付いている。足元は白と水色のボーダーニーソだ。

　かわいい……確かにこの格好は抜群にかわいい……が、しかし。

「やっぱ俺が着るのは変だってええええっ！」

　ご丁てい寧ねいに金髪ツインテールのウィッグまで着けているのだが、自分で見るとどう見ても男だとわかるのだ。しかも慣れていないので動きがぎこちなく挙動不審である。それが合わさると、イコール変態チックなのだ。

「ええ～、変じゃないよ。孝男ちゃん、かわいいよ？」

「そりゃどうも……って、嬉うれしくねえしっ！　やっぱり違和感ありまくりだよ～」

　俺はどちらかと言えば細い方ではあるが、こうして女子の格好をしてみるとやっぱりゴツい。肩幅もあるし、脚の筋肉も目立つ。うん、やっぱ気持ち悪いな。

「それより見て見て！　ひなたち、かわいいでしょうっ？」

　ひなちゃんがそう言うのを合図に、三人はしゃなりとポーズをとった。

「どう？　孝たか男おちゃんっ♪」

　少女漫画で言えば、「キラ～ン」という文字でも躍っていそうな場面である。

「あ、ああ、うん。すごくかわいいよ」

　人生初の女装に困惑しつつも、ひなちゃんたちをかわいいと思ったのは本当である。ていうか、すっげえかわいい！　衣装の効果も相まって、お人形さんのようだった。

「うふふー♪　ひらひらでお姫様みたいっ！」

　ひなちゃんが着るロリータ服は、甘ロリというジャンルらしい。赤と白を基調に、小さな苺いちご柄がらがついている。名前通りに幼いイメージは、ツインテールのひなちゃんにぴったりだった。

「あたしも超イケてるでしょ～？」

　マカロンちゃんが着こなすのは姫ロリ。ピンクを基調に、大きなリボンとたっぷりのレース。リボンは頭にも付いていて、髪型はいつもより盛ってあるので華はながある。

「な、なんだか恥ずかしいです……」

　と、照れる華はな光みつちゃんが纏まとうのはゴスロリ。黒をメインカラーに、白いレースが彩いろどる。クラシカルなデザインなので、姫カットがよく似合っていた。うん、やっぱりみんなかわいい。かわいいけれど…………。

「やっぱ俺おれいらなくねえっ!?」

「なんで～？　だって孝男ちゃんがお姉ちゃんと趣味が合わなきゃ意味ないんだよ？　ひなたちは、ほら、オマケみたいなもんだから」

「随ずい分ぶんと気合の入ったオマケですことで！」

「よしっ！　じゃあ準備も整ったことだし、行くよっ！」

「へ？　行くってどこに？」

「やだなぁ～忘れちゃったの？　お・茶・会っ♪」





＊






　だからありえない……こんなことは…………絶対にありえないっっっっ！

「はう～おいしい～♪」

　至福の表情で、紅茶を味わう三人。真っ白いテーブルの上には、おしゃれなティーカップ。そして、ティースタンドには美お味いしそうなスコーンやケーキが並んでいる。完かん璧ぺきなるアフタヌーンティーのセットだった。そう、ここが…………土管公園でなければ。

「なんでこんな場所でお茶会をするんだよっ!?」

「え？　なんか変かな？」

「変に決まってんだろ!?　それに怒られるぞ、公共の場でこんなことしたらっ！」

「あっ、それならばご心配には及びません。この公園、実は三さん条じよう院いん家の私有地なのです。私有地で何をしようと、咎とがめられることはありませんよ」

　怖いっ！　三さん条じよう院いん家もはや怖いっ！

「というわけで安心して紅茶をお楽しみ下さいませ、孝たか男お様」

　執事の格好をした桐きり島しまさんが、カップにお茶を注つぎながら囁ささやいた。ていうか、執事という選せん択たく肢しがあるのならまだそっちのがよかったよ……。

「ああ……落ち着かねえ……」

　下はスースーするのに、腰の部分はキュッと締められて苦しい。大きな動きもできず、一つ一つの動作にも気き遣づかいが必要だった。

「自信持ちなよ、孝男ちゃん。かわいいよ？　やっぱりつけま付けてよかったね！」

「そのつけま～あたしのなんだから～後でぜったい返してよ～？」

「言われなくても返しますっ！　はぁ……こんな姿、誰だれかに見られたらどうしてくれるんだよ～～」

　そう呟つぶやいたその時である。衝しよう撃げき的な答えが返ってきた。

「えっ？　見せるためにやってるんだよ？」

「…………は？　誰に？」

「決まってるじゃん。お姉ちゃん」

「………………はぁああああああっ!?　なんだよ、それ！　どういうことだよっ!?」
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「えっ？　なんで？　お姉ちゃんと趣味が合うようにがんばる作戦だよって、何回も言ってるじゃんっ！」

「それはただ単にロリータ趣味を体感するってことだと！」

「違うよ～」

「じゃ、じゃあなんだ？　緒お方がたもここに呼んだのか!?」

「ううん。お姉ちゃん今日きよう塾じゆくだから、もう少ししたらこの道を通るの。そんでこのお茶会を見つけるでしょ？　そこに孝たか男おちゃんがいるでしょ？　そしたらきっと『まぁ孝男くん、あなたもロリータが好きなの？　これは運命ねっ』て！」

「ならねえよっ！」

「なんでもやってみなくちゃわかんないじゃんっ！」

「やる前からわかるよっ！　クラスメイトの男子が女装して小学生とお茶飲んでるって、怪しい以外の何ものでもないだろ!?」

「えーそうかなぁ？」

「そうだよっ！」

　とにかくもうしばらくすると、緒方がこの道を通るのだ。その前に姿を消したいっ！

「俺おれ、帰るからなっ！」

「その格好で？」

「うっ……」

　そうだった。ここまでは桐きり島しまさんの運転する車で来たのだ。しかも、着替えはサロンに置いたままである。

「そんな格好で一人で歩いてたら、孝男ちゃんただの怪しい人だよ？」

「やっぱり怪しいと思ってんじゃねえかああああっ！」

　ひなちゃんは「てへ」と舌を出した。

「てへ、じゃねえよ……」

　泣きたくなる。ああ、やっぱりロクなことがない……。放課後恋愛部に関かかわってから、色んなことがあった。宗むね光みつや美作みまさかの思わぬ姿を知ったこと。それはとても衝しよう撃げき的だった。そして初めて自分の好きな人のことを話した。そして背中を押された。すごくびっくりした。でも……嬉うれしかった。傷つきたくなくて人と深く関わることを避けてきた俺は、とても大事なことまで見逃していたのかもしれないって、そう思った。そのきっかけを作ったのは全すべてこの放課後恋愛部。だから最近は少し見直していたんだ。だけど……やっぱり勘かん違ちがいだったみたいだ。

「俺は絶対に隠れる。隠れるからなっ！」

「え～ダメだよ！　せっかくここまでしたのにぃ！」

「ちょうどおあつらえ向きに土管もあることだし、あそこに隠れるっ！」

「ダメだって！　土管の中に女装したロリータが入ってたら怖いよ！」

「さっきから怖いだの怪しいだのわかってて着せるなあああっ！」

「ふへへ」

「そして都合が悪くなると笑って誤ご魔ま化かすなああああっ！」

　ついひなちゃんとヒートアップしてしまった。その時だった。

「いいかっ！　俺おれは誰だれに何と言われようとも緒お方がたが来る前に…………ん？　お、緒方っ!?」

　公園の前の道を、見慣れた美少女が！　見間違うはずがない。俺は昔からいつだって彼女を見てきたのだから。緒方は紺こんのかっちりしたワンピースを着ていた。清せい楚そなお嬢様風といった感じである。ああ、私服の緒方はまた超絶にかわいい……ってそうじゃなくてっ！

「ヤ、ヤバイって、マジ！」

「え？　なんで？　やっと来たのに。おーい！　お姉ちゃ……もがっ」

　慌あわててひなちゃんの口を押さえる。しかし遅かったのか、緒方がはたと足を止めた。そのまま立ち止まると、じっとこちらを見ている。冷や汗が垂れた。やばい！　気付かれたか!?

　焦あせったがふと冷静になる。気付かれたとか気付かれていないとか以前に、歩いていてこの光景に出くわしたら普通見るよな。幼女三人と、なんかちょっと体格のいい女（？）がロリータ姿でテーブルを囲んでいるのだ。背後には執事まで控えている。これで立ち止まらなきゃ噓うそだろう。そして普通の人であれば、本能的に「ヤバイ！」と思い立ち去るはずだ。そう、すなわちこのまま少々時間が経たつのを待てば、その法則に従って緒方は立ち去るはずである。俺はじっとその時を待った。が、しかし緒方は立ち去らない。立ち去らないどころか、まだじっとこちらを見ている。何な故ぜだ!?　普通の人間なら、こんな怪しい集団とは目を合わせたくないはず。それなのに何故緒方はむしろこちらを見つめている!?　その時である。

　にへら……言葉にするのならば、そんな感じに、緒方の口が一いつ瞬しゆんだらしなく歪ゆがんだ。

「えっ!?」

　緒方はいつも澄ましていて、表情を大きく変えることはあまりない。いつも「ふふっ」と上品に笑う程度で、大爆笑する姿を見たことがないと言っても大げさではないくらいだ。

「ふ……ふへっ」

「ええっ!?」

　見間違いでなければ、今たぶん「ふへっ」と言った。その後に「か、かわいい……」と呟つぶやいている。おそらく。ここから緒方のいる場所までは、若じやつ干かんの距離がある。なのではっきりと声までは聞こえてこない。だから読どく唇しんによる推測にはなるのだが、あの表情を見れば「かわいい」と言ったと断定して間違いはないだろう。頰ほおは紅潮し、その口は今にもよだれを垂らさんばかりに歪んでいる。ちょっとハァハァと興奮しているようにも見えた。そう、これは人間が大好物を前にした時にする表情だ。緒方はその表情のまま、更さらにこちらを見続ける。

「か、かわいい……ちびっこロリータ……し、しかもあれはエンプリの新作……」

　そして何かブツブツ言い始めた。思わず凝ぎよう視ししてしまう。こんな緒方は初めて見た。よっぽどロリータファッションが好きなのだろう。普段はおとなしくクールな緒お方がたが、好きな物に対してはこんなにも心を乱してしまうのかと驚おどろく。だけど……。

「なんだか……かわいいや」

「もごっ、うぐ？」

「あ、ああっ。ごめん、ごめん！」

　ひなちゃんの口を押さえたままだった。

「今、なんか言った？」

「なっ、なんにも」

　思わず口に出してしまっていたらしい。好きな物にテンションの上がる緒方の表情は、いつものクールな彼女より親しみがあってかわいく思えた。恋は盲目ってやつだろうか？

「ねえー！　絶対なんか言ったってばっ！」

　ひなちゃんが大声を出したその時だ。緒方の肩がびくりと上がり、そしてはっきりと口に出して言った。

「ひな？」

　ま、まずい！

「ひな！　ひなでしょっ」

「お、おい！　違うって言え……」

「そうだよーっ！」

「って、おい！　なんで答えてんだよっ!?」

「えっ、だって同じ趣味で仲良くなる作戦だって言ったじゃん！　そのためにはお姉ちゃんにもお茶会に来てもらわないとっ！」

「俺おれは女装してんだぞ!?　こんなところ見られて、仲良くなるどころか軽けい蔑べつされるよっ」

「だからなんでそうなるのってばーっ」

「なんでそうならないと思うのかが不思議だよっ！」

　ひなちゃんとそんな押し問答をしているうちにである。

「ひなっ！　何しているのっ？」

　緒方がここまでやって来てしまった。

「やっ、あの、こ、これは……」

　だらだらと冷や汗が垂れ、何も言うことができない。しかし、緒方はそんな俺のことなどまったく見ることなく、ひなちゃんだけに話しかけた。

「何しているのって、聞いてるでしょう？」

「お茶会だよっ！」

「お茶会？」

「ほらっ！」

　ひなちゃんはテーブルを指してみせた。

「その服はどうしたの？」

「あっ、これはね！　お友達の華はな光みつが貸してくれたの。かわいいでしょう？」

　そう言ってポーズを取った。

　その時だった。




「…………なんでこんなことをしているの？」




「えっ？　な、なんでって……」

　それは、一いつ瞬しゆんの違和感だった。少し強こわ張ばった表情に、いつもより低いトーンで鋭い口調。それはずっと緒お方がた姫ひめ子こを見てきた人間でなければ、見逃してしまう程度の違和感。でも俺おれは気付くことができた。

「……お、お姉ちゃん？　ど、どうかしたの？」

　おそらく肉親であるひなちゃんも。途と端たんにしどろもどろになり、逆に質問を返す。きっと俺と同じ、ピリッとした緊張を感じたからだろう。

「質問に答えなさい」

　緒方、怒っている？

「あ、あのね……お、お友達と……あの……あ、遊んでいただけ……」

　やっぱり感じているんだ。ひなちゃんは本当のことを言わなかった。

「……遊び？」

　その時、緒方の視線が大きく動いた。視線の先には緒方の持ち物である雑誌『姫ひめロリズム』が置いてある。ひなちゃんが慌あわてて隠そうとしたが遅かった。

「これ、私のじゃないっ！」

　緒方の顔がカッと赤くなる。今度は目に見えて。

「どうして勝手に持ち出したりしたの？」

　ひなちゃんは完全に言葉が出なくなっている。マカロンちゃんと華光ちゃんも、フォローのため何か言おうとしているが、ただならぬ雰ふん囲い気きに圧倒され、固まってしまっていた。

　こんなことになってしまっては、さすがに放っておくわけにはいかない。やり方はとんちんかんだけれど、もともとは俺のためを思ってしたことなのだ。このまま誤解されてしまってはかわいそうである。ただし仲裁するにあたって、俺がこのような格好をしている言い訳と「俺のためというのはどういうことか？」を説明しなくてはいけないという高いハードルが待ち構えている。ちょっと迷ったが、ええいままよとばかりに意を決した。

「あ、あの……緒方」

　名前を呼んだがそれには答えず、緒方は少しうつむいた。聞こえなかったのだろうかと、もう一度呼ぼうとした、その瞬しゆん間かんだった。




「どうしてあんたっていつもいつもそうなのよっ！」




　緒お方がたが叫んだ。俺おれはびくりと肩を震ふるわせて固まる。こんなにも感情をあらわにした彼女を、初めて見たからだ。

「いつもいつもっ！　私が我慢していることを、そうしていとも簡単にやってのけて！　嫌いや味みなの!?」

「ち、ちが……そんなんじゃ……」

「じゃあ何だって言うのよ!?　わざわざこんな風にして見せ付けて！」

「み、見せ付けてなんかない……」

　緒方の剣幕に圧倒され、俺は声も出ない。いったい、彼女はどうしてしまったのだろう？

「私はいつも我慢してるのに……あんたはいつもいつも好きなことをして遊んでて……塾じゆくだって本当は行きたくないのにっ！　あんたがそんな風だから私ばっかりが期待されるんじゃない！」

「お……ねえちゃ……ごめ……なさ……」

　ひなちゃんが泣き出した。ポロポロと涙が落ち、それを見て緒方がハッとした表情になる。

「ひっく……おねちゃ……ごめなさ……ひっく……」

「あ……」

　そして険しかった顔がみるみるうちに崩くずれると、今度は緒方の方が泣きそうな顔になった。唇くちびるを嚙かみ締め、何か言いたげに口が動く。しかし溢あふれ出そうになる感情を抑えるようにして、その場から走り去ってしまった。

「緒方っ！」

　ようやく声が出た時にはもう遅く、彼女の姿は見えなかった。

「ひなっ！」

「ひ、ひなちゃんっ！」

　圧倒されていたマカロンちゃんと華はな光みつちゃんが、慌あわてて駆け寄る。

「だ、大だい丈じよう夫ぶ～？」

「な、泣かないで下さい。ひなちゃん……」

　しかしひなちゃんは答えず泣きじゃくっていた。

「い、いったいどうしたっていうんだよ……緒方はなんであんなに怒って……」

「ひなが……悪いの……」

「えっ？」

「お姉ちゃんのためだったのに……お姉ちゃんを助けようとしているのに……ひな、いつも失敗ばっかりで嫌いやになる……」

「助ける？　助けるってどういうこと？」

　目を覗のぞき込むようにして、できるだけやさしく尋たずねる。するとそれがまるでスイッチだったかのように、ひなちゃんが俺おれの脚にぎゅっと抱だき付いて大泣きをした。

「ばかひなっ！　う……ひっく……うえーん……うわーん！」

　それはまるで、ピンと張り詰めた糸が切れたような泣き方だった。

　お姉ちゃんの……ため……？　以前ひなちゃんが言った言葉を思い出す。

『それだけじゃないよ。みんなの……ため……』

　華はな光みつちゃんもマカロンちゃんも、放課後恋愛部で活動する理由の一つに「お姉ちゃんのため」という大義名分があった。ということは……ひなちゃんも？

「ねぇ、二人とも。もしかして、ひなちゃんも放課後恋愛部で活動する理由が『お姉ちゃんのため』なのかな？」

　二人はこくりと頷うなずいた。

「やっぱりそうか。そういうことなら……マカロンちゃんに華光ちゃん！」

「なに？」

「はいっ、なんでしょうか？」

「俺を信じて……ひなちゃんのことを任せてくれないかな？」

　再びこくりと頷く。

「ありがとう」

　色々と聞きたいことはあったけれど、まずはひなちゃんを慰なぐさめることが先決だ。俺は泣いているひなちゃんと同じ目の高さに屈かがんで言った。

「ひなちゃん、大だい丈じよう夫ぶだから！」

　そして、そっとひなちゃんの頭を撫なでる。

「うわ～～～ん！」

　ひなちゃんは今度は俺の胸に抱き付くと更さらに大きな泣き声を上げた。

「大丈夫……大丈夫だよ……」

　俺はいい子いい子するように、何度も何度もひなちゃんの頭を撫でた。
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「落ち着いた？」

　赤い目をしてホットミルクを包み持ったひなちゃんが、恥ずかしそうにこくりと頷うなずいた。

　ここはファストフードショップの『ラッキーバーガー』。あれから泣きじゃくるひなちゃんをなだめながら、とにかく真っ先に着替えを済ますと（何よりも先決である）、マカロンちゃんと華はな光みつちゃんと別れ、二人きりでここにやって来たのである。ひなちゃんと、ゆっくり話がしたかったからだ。

「アップルパイも食べる？」

　声には出さず、こくりと頷く。手渡すと、それを両手で持ち「はむっ」とかぶりつく。そしてかすをぼろぼろと落としながら食べ始めた。その様子がハムスター系の小動物に見えて、涙目の女の子を前にして不ふ謹きん慎しんではあるが、少し吹き出しそうになる。

　まだ、ほんの子供なんだ……そんな当たり前のことを思った。そりゃあ俺おれだって子供だけれど、小学三年生はもっともっと子供だ。その小さな子供が、お姉ちゃんのためにこんなにも泣いている……いったい何があったんだろう？

「ひなちゃん、さっきのことなんだけど……」

　アップルパイを咀そ嚼しやくする音が一いつ瞬しゆん止まった。

「あっ、ごめん。言いたくなかったら別に……」

　サクッ、サクッ、サクッ…………答えの代わりに、咀嚼音が速くなる。はむはむと息が漏もれた。そして一気に食べ終わると、ぬるくなったホットミルクをこくこくと飲む。

「…………言いたくなくない」

　一瞬よくわからなかったが、どうやら「話したい」ということらしい。

「よかった。じゃあ聞いてもいい？　まず、お姉ちゃんのためってどういうこと？　ひなちゃんも他ほかの二人と同じように、緒お方がたのために放課後恋愛部の活動をしているの？」

　こくり。

「それって、さっき緒方が怒ったことと関係がある？」

　こくり。

「やっぱり……じゃあ緒方はどうしてあんなに怒ったんだろう？」

　ぶんぶん。ひなちゃんは今度は首を振った。

「お姉ちゃんがどうして怒ったのか……わかるけどわかんない」

「んん？　わかるけどわからないとは？」

「お姉ちゃん、最近ひなのこと嫌いなんだ。だから怒ったんだと思う。でも、あんなに怒る意味はわかんない……」

　何も言えなかった。親しくないクラスメイトにまでやさしいあの緒方に限って、妹を嫌うなんてありえないと思ったからだ。何かよっぽどの理由があるのだろうか？

「どうして嫌われているって思うの？」

「だってひなが何言っても、冷たいんだもん……うるさいって、勉強の邪じや魔まだって。前はそんなことなかったのに……一緒に遊んでくれたのに……」

「そっか……でもそれってさ、ひなちゃんが考えているような深刻なことじゃないと思うよ。緒お方がたって頭いいし、本当にただ勉強に集中したかっただけだと思う……」

「違う」

　ひなちゃんははっきりと否定した。

「お姉ちゃん……なんだか前と変わっちゃったんだ……」

「前と変わった？」

「うん。お姉ちゃんは……きっと忙しすぎるんだと思う。だからイライラしていて……でも、うちはパパとママも忙しくて、だから、お姉ちゃんが変わったことに気付かない……」

　確か緒方の家は、両親が共働きだった。小学生の頃ころにした会話を思い出す。『ここに鍵かぎが入っているの』と、ランドセルにぶら下がった、クマのぬいぐるみ型ポーチを指してそう言っていたっけ。それが何なのか気になって、俺おれが尋たずねた時だった。緒方は当時から習い事をたくさんしていた。一人で鍵を開けて、一人で習い事に向かう緒方の話を聞き、彼女がとても大人おとなっぽく見えて尊敬したことを覚えている。

　でも、高校生になって小学三年生のひなちゃんを目の前にした今ならわかる。まだほんの小さな小さな子供だ。留守の家に帰るのは、きっと寂しかっただろう。でも当時から、緒方はそんなそぶりも見せずしっかりしていた。だけどそれは……本当の姿だった……？

「お姉ちゃんはさ、パパとママの言うことに、いつも『うん』って言うの。でね、どっちにも『うん』って言ったのにね、後からどっちもおかしいって言うんだ。だったら『うん』って言わなきゃいいのにって、そう言った時も怒っちゃった」

　それは俺には、とても緒方らしく思えた。やさしい彼女は、両親どちらともの意見を受け入れようとしたのだ。その結果押しつぶされたのは、自分の感情。ひなちゃんはその反対で、自分の感情を一番大事にしてまっすぐに伝える。それはもちろん性格もあるだろうけれど、子供特有のまっすぐな素直さという強みだ。華はな光みつちゃんもマカロンちゃんもそうだった。うらやましいと思った。しかしそれが肉親の場合、うらやみは時に腹立たしさに変化するのかもしれない。

「パパとママはね、お姉ちゃんにすっごく期待しているの。だから、お勉強がんばってる。塾じゆくもいーっぱい。でも、お姉ちゃん……楽しそうじゃないんだよね。だからひなは遊ぼうって言うの。でもそしたら怒るの」




『私はいつも我慢してるのに……あんたはいつもいつも好きなことをして遊んでて……塾だって本当は行きたくないのにっ！　あんたがそんな風だから私ばっかりが期待されるんじゃない！』




　さっき緒お方がたが言った言葉を思い出す。優秀な彼女は、両親の期待を一身に背負って頑張っていた。でも本当は、ずっと寂しかったのだとしたら……。寂しいのを我慢して、両親の期待に応こたえるためいつもいつも一人で頑張っていたら、いつか爆発してしまうのは当たり前だろう。まして彼女は、学校でも「完かん璧ぺき」を貫つらぬいている。いつもしっかりとしていて、自分よりも人のことを思いやり、にっこりとやさしく微笑ほほえんでいる緒方……でも……本当の緒方の気持ちは……？

　宗むね光みつも美作みまさかも、表から見えることだけではわからない秘密があった。孤高の人に見えた宗光の抱かかえる苦悩、個性を貫く美作の弱さ……いや、高校生にもなれば、誰だれだって何かしらのキャラクターを演じているのかもしれない。俺おれだってそうだ。俺だって本当は……でもそういう「本当の姿」は、その人間と深く関かかわらないと知ることはできないのだ。小心者の俺は、人と深く関わることを避けている。とりわけ緒方とは、あのことがあってから距離を置いた。でも、そのことで見逃した「本当の姿」があるとしたら……？

　ひなちゃんの話から推測するに、緒方は今「頑張る」ことにとても強いストレスを感じているようだ。それなのに、学校でも彼女は「頑張って」いる。でも本当は無理をしていた。それは、あんな風に爆発してしまうくらい。みんなが嫌いやがる美化委員まで引き受けて、どうして、それを「大だい丈じよう夫ぶ」だと思ってしまったんだろう？　俺はうなだれた。

「ねぇ、孝たか男おちゃん。お願いがあるの……」

「お願い？」

「うん、あのね。だから、お姉ちゃんと恋人になって！」

　それは、放課後恋愛部から最初にお願いをされたことだった。そして、この部活は恋愛を極めるという名目のもと、その活動は全すべてお姉ちゃんのため。

　でもだからといって、どうして俺と緒方が恋人にならないといけないんだ？

「今のお姉ちゃんには、お姉ちゃんのことを心から純粋に好きな人の力が必要なんだ……」

「どうして？」

「ひな、映画で見たんだ……お姉ちゃんがね、大好きな漫画が映画になったからって連れて行ってくれたの。『ひなにはまだ難しいかも』って言ってたけど、ひな、お姉ちゃんと映画に行くのが嬉うれしかったから、一緒に行ったの。そしたらそこにね、お姉ちゃんにそっくりな人が出てきたんだ」

　緒方に似ている人が出てくるというだけで、とても気になった。

「あのね、高校生の男の子と女の子がね、恋に落ちるの。女の子はね、すっごくまじめで頭のいい人でね、委員長してるの」

「へぇ、本当に緒方だ」

「そんでね、その女の子は恋をしたことがないんだけどね、男の子はかっこいいけどふりょーで悪い人なの。でも本当はいい人でね、二人で文化祭の係になってね、がんばってね、いろいろあってね、そんで恋人になるの」

　ひなちゃんの説明はよくわからなかったけれど、なんとなくどの映画かはわかった。ちょっと前に流は行やった、少女漫画原作の恋愛映画だろう。優等生の女の子と不良の男の子という、男子から見ると割とベタな設定の映画だったと記き憶おくしている。優等生の女の子の方は正統派アイドルが演じていて、その見た目と雰ふん囲い気きも確かに緒お方がたに似ていた。優等生で真ま面じ目めという設定もそのまんまとくれば、ひなちゃんが似ていると言うのもわかる気がする。

「でね。見終わった後に、お姉ちゃんが言ったんだぁ。『私にもこんな恋人がいてくれたらなぁ』って」

「そ、そうなんだ……」

　緒方でもそんなことを思うのかと、少し新鮮な気持ちになった。何な故ぜか俺おれが照れてしまう。というか、ひなちゃんから聞く緒方の姿は、新鮮なところだらけだった。いかに、俺が彼女のことを本当は何も知らないか思い知る。

「そうやって映画のことを話すお姉ちゃんはね、なんていうか……ほわほわしてきゅんきゅんしてて……すっごく笑ってた。それでね、ひな思ったの。今のお姉ちゃんは、恋をしなきゃいけないって。映画の女の子みたいに、王子様みたいな恋人が必要だって！」

「で、でもそれはあくまで映画の感想であって緒方が本当に恋をしたいかどうかはまた別の話なんじゃ……」

「そんなことないよー。だってお姉ちゃん、ほわほわしてきゅんきゅんする少女漫画大好きだもん。本ほん棚だなにね、い────っぱい持ってるよ！」

「えっ、そ、そうなの!?」

「うん。孝たか男おちゃん、知らなかったの？」

「ちっとも……知らなかった……」

　なんだか恥ずかしくなる。緒方のこと七年間も好きでいながら、知らないことだらけだ……。

「だから恋人ができたら、きっとお姉ちゃんは笑顔になるんだ……」

　緒方が本当に恋人を求めているかどうかはわからない。でも、ストレスでイライラする姉を見たひなちゃんは、ひなちゃんなりに考えて、それを答えとしたのだ。放課後恋愛部は、三者三様に姉のための大義名分があった。その共通点が「恋愛」だったわけである。

「恋人……かぁ……」

　塾じゆくや両親からのストレスに悩んでいる少女のところに、突然王子様が現れて、恋人という居場所ができる。確かにドラマならありがちなストーリーだ。でも緒方が本当にそう思っていたとしても、俺は王子様になんかなれない。映画で主人公を演じていたのだって、若手イケメン俳はい優ゆうだった。

「でも……やっぱり俺なんかじゃ無理だよ……」

「無理じゃないよっ！　だって孝たか男おちゃんは運命の人なんだもんっ！」

「運命の人？」

「そうだよ！　ひなたちは、リアルな恋のお勉強をするために『ＨＩＭＥの部屋』っていう恋愛相談室を開いた。そこに偶然、お姉ちゃんのことを好きな孝男ちゃんがやって来た。でもね！　それって偶然じゃなかったんだよ！」

「えっ、どういうこと？」

「ひなね、たまたまその日お姉ちゃんに聞いてたの。孝男ちゃんのお話。パソコンの授業があってね、クラスにいるちょっと変わった女の子が、質問をしようとしてたって」

「変わった女の子……ああ、美作みまさかのことか」

「うん。でもね、みんな無視してたんだって。でも、一人だけ答えた男の子がいたんだって言ってた」

「えっ、それってもしかして……」

「うん、孝男ちゃんだよ。お姉ちゃん言ってた。みんな、めんどくさいことが嫌いやで無視しているのに、孝男ちゃんだけが答えたんだって。同じ小学校で、ずっと昔からやさしい人なんだって……」




　涙が、出そうだった。




　緒お方がたは俺おれのことを見てくれていた。それなのに、それなのに俺は……。

「だからね、この人がお姉ちゃんの言っていた孝男ちゃんなんだってすぐにわかった！　やさしくって、お姉ちゃんのことをすごくすごく好きで……だから、孝男ちゃんみたいな人がお姉ちゃんの王子様になってくれたらって思ったんだ。それでね、みんなで相談して作戦を考えたの。これは運命だよ！　だから……お願いっ！　お姉ちゃんの……恋人になって！」

　運命……俺はひなちゃんの言葉を反はん芻すうする。放課後恋愛部なんて、ただの子供の遊びだと思っていた。それが実際は違って、子供なりに各おの々おのの考えで家族のことを思って活動していることを知った。そして少なからず俺は今その影えい響きようを受けていることを自覚していた。

「わかった。それがお姉ちゃんを助けることになるのなら、俺、頑張るよ。王子様になれるかはわかんないけどさ」

　告白どころか話すこともままならない俺が、恋人になるだなんて夢みたいな話だ。でも、ひなちゃんの話を聞いて、とにかく緒方を助けたいと思ったんだ。

「ありがとっ！　孝男ちゃんならきっとできるよっ！」

　ミルクの白ひげをつけて、ひなちゃんが笑った。
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　ひなちゃんから聞いた話は衝しよう撃げき的だった。緒お方がたがそんなにも大きなストレスを抱かかえていたなんて……。でも、そう言われてみると思い当たることがあった。宗むね光みつのことで緒方に話しかけられた、あの日のことである。クラスメイトのことを気き遣づかう緒方のやさしさを、「昔から変わらないね」と言った俺おれに、彼女はこう言ったのだ。

『そんなこと……ないよ』

　それは否定の言葉。宗光のことを心配し、俺に話しかけたことは、やはり純粋に緒方のやさしさからの行動だと思う。だけど……もしかしたら今緒方は、そんな自分自身のキャラクターに矛む盾じゆんを感じている……？　ひなちゃんから聞いた話と、その否定の言葉をすり合わせると、その答えがしっくりきた。そして日々の強いストレス。その途と端たん、にわかに彼女のことが心配になる。それは第六感とか、そういう類たぐいのレベル。ずっと緒方を見てきたからこそ感じることのできる不安だった。

　そしてその不安は、的中してしまったのである。




「今から、文化祭の委員を決めたいと思います」

　その日はホームルームの時間が設けられ、議題は文化祭についてだった。黒板の前に立つのは、もちろん委員長の緒方姫ひめ子こ。カツカツと小気味良くチョークを鳴らし、決めるべき項目を書いていく。今日きようはちょっとした緊張感のようなものが漂ただよっていた。

　文化祭実行委員を筆頭に、細かな係を決めていく。クラスの出し物に関しては、今日決まった文化祭実行委員が主体になって後日決めるので、緒方の委員長としての役割はそこまでだ。ざわざわと揉もめたり、それによる中断に見舞われたりもしたが、なんとか一つずつ係は決まっていった。しかし問題はこれである。

「最後は……文化祭クラス代表、です」

　心なしか、緒方が言いよどむ。クラス全体を覆おおう緊張感の理由はこれだった。

　文化祭クラス代表。

　うちの学校の文化祭は、クラス単位での出し物に加えて、個人での代表も決めなくてはならないのである。出し物は自由だ。作品を提出してもいいし、歌や楽器を披ひ露ろうしてもいい。そして最後に校内投票があり、順位が発表されるのだ。文化部の優秀な生徒たちにスポットを当てるための企画なのだが、そんな風に順位を公おおやけにされる恥ずかしさから、出場するにはよっぽど自信のある特技がないと辛つらいものがある。そして運の悪いことに、うちのクラスは運動に特化した生徒が極端に多く、それに該がい当とうする生徒がいないのだ。若じやつ干かんいる文化部の生徒たちも、代表になるくらいならと、早々に他ほかの係に立候補してしまっている。

「誰だれか立候補者はいませんか？」

　当たり前のように、教室内はシーンと静まり返る。委員決めの時は緒方の前でかっこつけた進しん藤どうも、この時ばかりはそっぽを向いていた。自分が活躍できない場には関かかわらないとは、現金なものである。

「推すい薦せんでもいいです」

　そしてみんなも緒お方がたから目をそらす。とても、嫌いやな空気が流れた。

「お～い、誰だれかやらんか？」

　担任の吞のん気きな声が響ひびく。やはり誰も口を開かない。そして「このままじゃジャンケンになるぞ」という言葉がまずかった。

「はぁ？　ジャンケン？　ふざけんなよっ！」

　どちらかと言えば不良に分類される、威い勢せいのいい男子が立ち上がって怒鳴った。そしてそれがスイッチだったかのように、生徒たちが口々に文句を言い出したのである。

「だいたいこんなの最初から文化部の奴やつらがやればよかったんだよ！　さっさと自分の得意なやつに立候補してんじゃねえよ！」

「と、得意なものに立候補するのは当たり前じゃないか！」

「そもそも決め方が平等じゃねーんだよっ！」

　そしてその文句は女子にも飛び火する。

「ていうかさっさと誰か立候補しなさいよ！　男子がやればいいじゃない」

「そうよ～！　決まらなきゃ帰れないじゃない。私今日きよう予定あるんだから」

　すると今度は男女の間で喧けん嘩かが始まった。

「はぁ？　なんで男子なんだよっ！　男女差別だっ！」

「おまえの予定なんて知らねーよっ！」

「何よ、その言い方！　個人の予定も尊重されるべきでしょうっ？」

「わがまま言うんじゃねえっ！　女子っていっつもそうだよな！」

「も～男の癖くせにギャーギャーうるさいわよ、めんどくさいなぁ……」

「なんだとっ!?」

　教室内はざわざわと喧騒に包まれた。しかも単なる低レベルな男女の喧嘩になってしまっている。論点がずれて収拾がつかなくなってしまい、もうホームルームどころではなかった。その時だ。

「……静かに……して下さい……」

　緒方が小さく呟つぶやいたのを、俺おれは見逃さなかった。顔を見る。その表情に、ドクン、と心臓が大きく脈打った。

「静かに……して…………」

　しかし騒ぎ声にかき消され、その声は届かない。ぎゅっと握られた、緒方の拳こぶしが震ふるえた。

　そして。




「静かに…………静かにしてよっ！」




　手に持ったファイルを、バンッと教卓に叩たたき付け、緒お方がたが叫んだ。

「どうして……どうして誰だれも協力してくれないの……」

　その両目には、涙が浮かんでいた。

　泣いてしまう……！

　そう思ったのは、緒方自身も同じだったらしい。ハッと我に返ると、教室を飛び出して行ってしまった。

「緒方っ！」

　思わず立ち上がる。クラス中の視線が俺おれに集まった。その瞬しゆん間かん、俺の脳内にあの時のシーンが蘇よみがえった。




『もしかして山やま田だって緒方のことが好きなんじゃねえの？』




「あ……」

　思い出した途と端たんに身体からだが硬直して、一瞬動けなくなる。でも……俺は両手をぎゅっと握り締めて、深呼吸をした。

　あの時の俺とは違うっ！　今の俺には放課後恋愛部のみんなが、そしてみんなが結んでくれた縁が……ついているんだっ！
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「追いかけろ、山やま田だ孝たか男おっ！」

「孝男っち、追いかけろって！」

　宗むね光みつと美作みまさかが同時に立ち上がり叫んだ。そして顔を見合わせる。クラスメイトも、何な故ぜこの二人が同時に叫んだのか、まったくわけがわからないといった表情だ。しかし、今はそんなことに構っていられない。

「うんっ！　行ってくる！」

　俺おれは二人だけに合図をすると、緒方を追って教室を出た。





＊






「緒方あああああっ！」

　ものすごい勢いで名前を呼び追いかけて来る俺に気付き、「ひっ」と声を上げ緒方は逃げる速度を上げた。

「待って！　待ってよ！」

　緒方は階段を駆け上がり、屋上へと向かった。重い鉄のドアが閉まる前に、俺も身体からだを滑すべり込ませる。

「どうして？　どうして追いかけて来るのよ！」

　行き止まりのフェンスを背にして、緒方が叫んだ。

「緒方を……助けたくて……」

「助ける？　い、意味がわかんないよっ！　私のことは放っておいて！　みんなの前であんなこと言っちゃって……も、もう学校に行けない……」

　とうとう大粒の涙がこぼれる。

「緒方……ごめんっ！」

「ど、どうして孝男くんが謝るの？」

「緒方、あの時のこと覚えている？」

「あの時……」

「うん。入学してすぐのホームルーム……その時の議題は、前期の委員決め……」

　緒方は静かに頷うなずいた。

「ずっと……ずっと謝りたかったんだ……」

　そして俺は、最愛の人にずっと言いたかったことを話し始めた。俺が彼女と距離を置くことになってしまった、あの時の出来事を……。





＊






　あれは高校に入学し立ての春、今日きようと同じくホームルームの時間に起こったことだった。

「誰だれか立候補する人はいませんか？」

　前期の委員を決める時間。緒お方がたは早々に委員長に抜ばつ擢てきされ、その手て際ぎわの良い進行により、他ほかの委員も着々と決まっていった。しかし最後に一つだけ、みんなから嫌われるあの委員が残ってしまったのである。

　美化委員。

　その悪評は、入学し立ての一年生の耳にも届く程ほどだった。一見地味で楽そうに思える美化委員が、早朝美化活動や美化運動アピールなど積極的な活動をするとわかり、敬遠され最後まで残ってしまったのだ。そう、ついこの間、二学期のホームルームでも起こった出来事である。

「誰か……いませんか……？」

　その時にも緒方は困っていた。彼女をずっと見てきた俺おれには、すぐにわかった。最愛の人が、困っている。俺は手に汗を握り焦あせった。そうこの前と同じように。ただ、その時の俺は今と違った。

「…………俺がやります！」

　俺は困っている緒方を助けるために、美化委員に手を挙げて立候補したのだ。

「孝たか男お……くん……」

　突然の立候補に、緒方は驚おどろいていた。

「本当にいいの？」

「う、うん。俺、部活もやってないし暇ひまだからさ」

　そりゃあ正直に言えば、面倒な美化委員なんて頼まれたってやりたくはない。でも、困っている彼女を助けたかった。それだけだ。それに……。

「ありがとう！」

　にっこりとしてお礼を言う緒方の、その笑顔だけで俺は充分だった。ようやく最後の委員が決まり、無事にホームルームが終わった。そう、思っていた。

「孝男くんっ！」

　帰ろうとする俺を、緒方が引き止めた。

「みんなが嫌いやがる美化委員に立候補してくれて、本当にありがとう！」

「い、いや……べ、別に大したことじゃないよ……」

「そんなことない。だって私、とっても助かったもん。高校では初めての委員長で、緊張していたから……」

「へ、へえ。そんな風に見えなかった。すごくしっかりできていたよ」

「本当？　じゃあそういうフリがうまくできていたのかな？　本当はね、あのまま決まらなかったらどうしようって、ドキドキしていたんだよ。だから……ありがと！」

「あ、いや、うん……ど、どういたしまして……」

　緒お方がたのストレートな謝意に、思わず照れてしまったその時だった。




「もしかして山やま田だって緒方のことが好きなんじゃねえの？」




　後方から声が聞こえ、慌あわてて振り向いた。そこには、まだよく知らない数人の男子たちが固まっていた。そしてスイッチが入ったかのように、次々と俺おれをからかったのだ。

「あー、だからいいとこ見せようと思って張り切っちゃったわけだ！」

「マジかよ、かっこつけんなって！」

「つーか全っ然、似合わねーしっ！」

　口々にはやしたて、ぎゃははと下品な笑い声を立てた。

　俺は真まっ赤かになった。確かにこの行為は緒方のためだった。でも、長年の想おもいをこんな風にしてからかわれるのはとても悔くやしかった。そして何より悔しかったこと、それは……。




　緒方が真っ赤になってうつむいていたこと、だ。




「ちょっとやめなさいよ、男子！」

　ヒートアップする男子たちをなだめるため、女子たちが参戦する。

「姫ひめ子こ、大だい丈じよう夫ぶ？」

「かわいそうじゃないっ！」

　女子特有の連帯感で、ずらりと緒方を取り囲む。ぽつんと残された俺は、何か言わなければと思うのだけれど、声が出なかった。

　今思えば、ただの高校生らしいからかいの範はん疇ちゆうだったと思う。例えるならば他ほかのクラスの、異性を訪ねた生徒が「告白か!?」とからかわれるお約束と同じレベルの。だけど俺は、緒方を恥ずかしい目に遭あわせてしまったことがとにかく悔しくて、何も言えなくなってしまった。

　そして何より、その時に思い知ったんだ。俺が緒方のことを好きだということは、彼女の迷惑になってしまうんだって……そしてそれ以来、俺は緒方と話すことができなくなってしまった。





＊






「あの時……嫌いやな思いをさせて本当にごめんっ」

　ずっと言いたかったこと、それは謝罪の言葉だった。あの時、真まっ赤かになってうつむく緒お方がたを前に何も言うことができず、その後のフォローもできなかった。もしかしたら、その後もからかわれたりしたのではないかと、ずっと気になっていたのである。

「でも、もっと謝らなくちゃいけないことがある……」

　それは放課後恋愛部のメンバーに教えられたことだ。本当に大だい丈じよう夫ぶな人間は、あんな風に悲しく笑わない……。

「この前のホームルームのこと。あの時と……同じことが起きた……本当はすごく無理してたんだよな？」

　びくりと緒方の肩が上がる。

「緒方が困っているって気付いていた。それなのに俺おれは、下らない過去を引きずって、助けてあげることができなかった……」

　本当は……緒方のために面倒な委員を引き受けることなんて、俺にとっては朝飯前だったのに……！

「あの時の緒方は……きっと大丈夫なんかじゃなかったんだ……だから、ごめん！　ほんっとうに……ごめんっ！」

　その瞬しゆん間かん、だった。

「う……うわああああん！」

　ものすごい勢いで、緒方が泣き出した。

「え、ど、どうしたの？」

　驚おどろきうろたえていたその時だった。

　ふわり……空気が動いた。

「え？」




　緒方、が、俺に抱だき付いて、きた？




　頭が真っ白になり、完全に思考が停止する。

「うわあああああん！　大丈夫じゃない！　私……大丈夫じゃないよう！」

　そして彼女はそのまま泣きじゃくった。

「どうして？　どうしてみんな私ばっかりに頼るの!?　お父さんとお母さんだって、期待している期待しているって、そればっかり！　いざ頑張っても、忙しくてこっちを見てもくれない！　学校だってそう！　どうしてみんな協力してくれないの？　何もしないのに文句ばっかりで……委員長だけでも大変なのに、本当は美化委員なんてやりたくなかったよ！」

　それは、彼女の我慢が爆発した瞬間だった。緒方はこんなにもたくさんのことを抱かかえていた。それなのに、俺は自分を守って逃げたんだ。本当に彼女のことが好きなら、どんなことがあっても助けてあげなくちゃいけなかったのに……。

「ごめん……本当にごめん……」

「どうして孝たか男おくんが謝るの？　あの時、孝男くんだけが助けてくれた。高校に入ったばかりで不安だらけだったから、すっごく嬉うれしかったんだよ？　でも、あれから喋しやべってくれなくなっちゃった。私……寂しかったよ」

　そう言って涙目で微笑ほほえむ緒お方がた。ああ、どうして俺おれはこんなにもやさしい緒方から逃げたのだろう？　からかわれたくらいで、自分が傷つくのが怖くて……結局は自分を守っただけだ。

「あ……なんだかみっともないところ見せちゃったね。ごめん」

　そう言うと、緒方はそっと身体からだを離した。

「そんなことないよ」

「昔はこんな風じゃなかったのに……調子狂っちゃうな」

「ねぇ、緒方……大きなお世話かもしれないけどさ、なんていうか……もっと……素直になっていいと思う」

「素直……って？」

「泣いたり……怒ったり……嫌いやな時は嫌って言ったり。それから……好きなものは好き！　って感じでさ」

　それに、感情をあらわにしている緒方の方が俺は好きだった。もちろん、そんなこと口には出せなかったけれど。

「素直、かぁ……」

　緒方は空を仰あおいだ。頭上には、抜けるような青空が広がっている。

「雛ひな姫きみたいに、ってことだね」

「え？」

「私の妹。私とは、正反対なんだよね。笑いたい時に笑って、泣きたい時に泣く。好きなものは素直に好き！　嫌いなことはやらない！　バカみたいにまっすぐで……とにかく素直なの」

「妹さんのこと……好き？」

「うん、大好き。うらやましいよ。ひなみたいになりたい。うらやましすぎて……時々ムカついちゃうけど」

　俺の予想通りだった。ひなちゃん、やっぱりお姉ちゃんは、ひなちゃんのこと嫌いになってなんかないよ。今すぐにそう伝えてあげたかった。

「でもこの前とうとう怒っちゃったんだよね……完全なる私の八つ当たり。だから今、ちょっとギクシャクしているの。ちゃんと謝ったら、許してくれるかなぁ……」

「きっと許してくれるよ。俺にはわかる」

「え？　どうして？」

「うーん……俺とひなちゃんは友達だから！」

「あっ、えっ？　どういうこと？」

「説明はまた今度。それより……教室に戻ろう？」

「で、でも……私、あ、あんなこと言っちゃって、そ、それに……」

「心配するなって。全部……俺おれがなんとかするから！」

　力強く答える。その言葉に噓うそはなかった。





＊






「あ、あの……みなさん……すみませんでしたっ！」

　美少女委員長が突然に取り乱したことは、やはりクラスに衝しよう撃げきを与えていた。しかもその原因は少なからず各おの々おのにもあるとわかっているので、ばつが悪いのか一様に下を向いている。

「い、いやあ……一時はどうなることかと思ったが、戻って来てくれてよかったよ」

　担任が白々しい笑顔で言う。事なかれ主義で放っておいた癖くせによく言うよと、苛いら立だった。

「じゃあホームルームを再開するか。いない間にみんなに意見を聞いたんだが、やはりここは話し合いでなんとか……」

「それには及びません」

　俺は担任の言葉を制した。普段滅めつ多たに発言など積極的にしない俺が、緒お方がたを追いかけた上に意見をしようとしたので、担任がいぶかしむ。しかし俺はそれを無視して、声高らかにこう宣言したのである。




「文化祭の代表は…………俺がやります！」




　そして黒板に、「山やま田だ孝たか男お」と大きく名前を書いた。

「お、おい山田！　本気か？」

　一年生の秋ともなれば、クラスメイトの持っている能力や特技はある程度知れる。担任はもちろん、クラス中もざわめいた。「ふざけんなよっ！　おまえいったいなにするつもりだよ?!」「帰りたいからって適当に立候補してるだろっ!?」……そんな文句が飛び交う。自分らはやろうともしないのに、言うことだけは言うのだ。緒方がどういう気持ちだったかわかり、切なくなった。そして案の定、あの時と同じ言葉が俺に浴びせられた。




「もしかして山田って緒方のことが好きなんじゃねえの？」




　その瞬しゆん間かん、クラス中が弾はじけたように笑い出した。「マジかよ、かっこつけてんじゃねえって」「本当だよ、身の程ほど知らねえなぁ」「しかもおまえ帰宅部じゃねーか、いったい何するつもりだよ」などなど、次々にからかいを口にし始める。ああ、不思議だ……あの時と同じシチュエーション、いや、馴なれ合いという連帯感がある分、前よりもタチが悪い。でも、俺おれはちっとも動じなかった。人間は、自分の心持ち次第で、こんなにも感じ方が変わるんだ。

　そう……強くなれるんだ！

　緒お方がたはハラハラと心配そうな顔で俺の方を見ている。俺はごくりと唾つばを飲み込み、大きく深呼吸をした。そして叫んだ！




「確かに俺は取り得もないし……誇れるような特技もない、いわば『イケてない』平凡な男だ……でも俺は……文化祭に、いや、自分に挑戦したいんだあああああっ！」




　呆あつ気けに取られるクラスメイト。

「だから代表に立候補します。以上！」

「はぁ!?　待てよ、何言ってんだよ!?」

　大柄でちょっとやんちゃな桜さくら井いという生徒が、俺の肩を摑つかんで言った。先ほどから野や次じの指揮を執っている人物であり、以前先頭を切って「もしかして山やま田だって緒方のことが好きなんじゃねえの？」と言ったのもこいつだった。今ならわかる。彼もまた、緒方のことが好きなのだ。なんだよ、進しん藤どうの時は分ぶが悪いと引っ込んでいた癖くせに、相手が俺だとこんなにも強気なのか！　これまた現金な奴やつである。今までの俺ならば、「やっぱり見くびられている」とブルーになるところであった。しかし冷静になって考えてみると、小中と同じ学校だったため普通の人よりは緒方と共通の話題が多かった俺に対するやっかみもあって俺はからかわれたのかもしれないとも思えた。まだ中身も知らない状態で「イケてない」見た目の癖に、緒方と親しくしたことが気に入らなかったのだろう。そう考えると、むしろ余裕すら持つことができた。

　だって俺は学んだのだ。好きな人だけを大切にすればいい。そして、そうでない人の意見に心乱される必要はないのだと。俺は大きく深呼吸をして、叫んだ。

「じゃあおまえらがやるのかっ!?」

　桜井は「うっ」と押し黙ってしまう。そう、こんなに吠ほえた癖に、出場する勇気はないのだ。俺は鼻で笑ってしまった。

「出場する勇気もない癖に、偉えらそうなこと言ってんじゃねえよ！　それになんでもやってみなくちゃわからないだろう？　そもそもこれは自由参加だ！　特技がないと出場しちゃいけないなんて法はないじゃないか！」

「普通は空気読むだろーがよっ！」

「だったら空気読んでおまえが出たらいいだろ!?　もしくは最初っから文化部の奴らを推すい薦せんして取りまとめたらよかったじゃねえか！　何も行動しないで文句ばっか言ってんじゃねえっ！」

「く……くっそう…………！」

　桜さくら井いはわかりやすく悔くやしがった。

「わかったよ……でもそこまで言うんならなぁ…………学年一位を取ってみやがれ！」

「えっ、が、学年一位!?」

「ああ、そうだ。デカい口叩たたいて立候補までしたんだからよう、あったりめーだろ？　責任持って一位を取ってもらう。取れなかったら…………承知しねえからな……！」

　桜井はニヤリと不敵に笑うと、指をバキバキと鳴らした。

　承知しねえ、とはどういうことか？　このポージングから推測するに、おそらくボッコボコとかそういう類たぐいなのだろう。なにこの不良のテンプレ的行動！　とんだ中二病野郎である。

　しかしここまで熱くなる理由は、やはり緒お方がたに対する恋心が原因なのだろうなと思う。ようやく回ってきた自分の見せ場を逃すまいと、かっこつけたポージングでバキバキと指を鳴らしつつ、チラッチラッと緒方を盗み見していた。

　その背後では、取り巻きに囲まれた進しん藤どうが「やれやれ」といったポーズをしている。なんだろう、この「関かかわらないのは勇気がないからではなくこういう熱いのってちょっとダサいしイケメンの俺おれは高みの見物といきますか」的なオーラを醸かもし出しているその様子に、関係ないけれどちょっと腹が立った。でもあれはあれで、好きな女子である緒方への言い訳なのだろう。まったく、緒方は罪な女である。

　だって……この俺でさえ柄にもなく、すっかり熱くなってしまっているのだから。

「ああ！　やってやるよっ！　絶対に一位になってやらあっ！」

　大声でそう叫ぶと、その勢いのまま教室を後にした。正直それ以上突っ込まれたくなかったからである。教室からは、桜井の雄おたけびがこだましていたが、俺の知ったことではない。すると足音が追いかけてきた。一いつ瞬しゆん桜井が追いかけてきたのかと思い、ギョッとして振り向く。しかしそこにいたのは緒方だった。

「孝たか男おくん……大だい丈じよう夫ぶ？」

「あ、ああ……大丈夫、大丈夫」

「私のために……ごめんなさい」

「いいんだよ。俺が勝手にしたことだから。それよりホームルームが終わってよかったよ。あれから話し合いなんてしてたらさ、また緒方が参っちまう」

　緒方は静かに頷うなずいた。そして、

「…………ありがとう！」

　そう言ってにっこりと笑った。そう、この笑顔さえ守れれば、俺はそれでいいんだ。

「あっ、いけない。今日きようは塾じゆくの日だった。私、もう行かなきゃ。孝男くん、本当にありがとう！」

「い、いや。あんなことなんでもないよ。それよりも、塾、頑張って！」

「うんっ！」

　笑顔で手を振りながら、小走りに駆けて行く緒お方がた。その姿に見み惚とれていると、入れ違いに美作みまさかと宗むね光みつがやって来た。

「孝たか男おっち～～～！」

「おい、山やま田だ孝男っ！」

　そして声を揃そろえ「どういうことだっ!?」……そうだった。この二人にも説明をせねばなるまい。「じ、実は……」と、俺おれはすっかりと事情を話した。とはいっても、放課後恋愛部のことについては各おの々おの把は握あくしているので、美作と宗光の共通点を結びつけただけであるが。

「え、ええっ!?　マジかよ!?　マカロンの友達の華はな光みつって、おまえの妹だったのか!?」

「こっちも驚おどろきだよ。まさかそんな共通点があるなんて……」

「一緒のスイミングスクールに行ってるから、ひなって子が緒方の妹なのは知ってたけど、まさか同じクラス三人の妹が友達同士だなんてな……すっげえ偶然！」

「僕は華光の交友関係なんて知らなかったから、本当に驚きだよ。世間は狭いんだな」

「しかもその三人が『放課後恋愛部』なんていうわけわかんねー部活作って、クラスメイトの恋を応援してんだもんよっ。てか小学生に恋の応援される孝男っち、やっぱウケるっ！」

　美作がさもおかしそうに笑う。

「わ、笑い事じゃないよ……」

「ま、でもこれも何かの縁だ。あたしたちも、一緒にこいつの恋を応援しようぜっ！」

「奇遇だな。僕もそう思っていた」

　って、ええっ!?　何な故ぜそこで意気投合!?　なんだかよくわからないが、二人はがっちりと握手を交わしていた。

「それにしても、愛いとしの緒方のためとはいえすげえな、孝男っち」

「ああ、文化祭代表はレベルが高いから大変だぞ」

「まぁ自分で立候補しちゃったんだから仕方がないよ。それにまだ日にちはある。努力すればもしかしたら奇跡だって起こるかもしれない……」

「で、ちなみに孝男っちは何か文化系の特技ってあるわけ？」

「いや、何もないけど？」

「…………」

「…………」

「ど、どーすんだよそれっ!?　努力すればってなにを努力するつもりなんだよっ!?　そんなんじゃ起きる奇跡も起きねーよっ！　おまえ変なところで度胸発揮すんなぁ!?」

「代表はどのクラスも文化部の精鋭たちが集まるんだぞ！　無鉄砲にもほどがある！」

「な、なんとかなるでしょ…………なんとか……」

　黙って目をそらす二人。

「……な、ならない……かな……？」

　俺おれは途と端たんに不安になってしまった。
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『君のためなら』


君のためなら僕はなんだってできる

そう、なんだって

じゃあ甘いケーキをちょうだい

町で評判のとびっきりを買ってくる

キラキラした指輪が欲しい

石の色は何色がお好み？

毎日不安で寂しいの

毎日安心するように抱だきしめてあげる

宇宙より大きな愛が欲しい

お安い御ご用ようだ

僕は君のためならなんだってできるんだから

だからねぇ、もう悲しい顔をしないで？






「だっ、誰だれか助けて下さいいいいいいい～～～！」

　三さん条じよう院いん邸の一室に、俺おれの悲痛な叫びがこだました。

「孝たか男おちゃん、うるさいよう～」

「マジ超すごい顔してるし～」

「き、きっとそれくらい大変なのですよ」

　そして床に寝転がりじたばたとのたうちまわる俺を、上から見下ろす放課後恋愛部の三人。宗むね光みつと俺が友達になったことで、再び部室を利用することを許されたのである。

「助けてくれって言われてもさぁ、孝男っち。そもそも何を助けたらいいんだよ……」

「そうだ。まず何を発表するかを決めなければ話にならない」

　しかし前と違うのは、そこに美作みまさかと宗光がいることだ。俺の恋を応援するということに意気投合した二人は、なんと放課後恋愛部にまで顔を出すようになったのである。そして今の恋愛部のテーマは、文化祭の代表となった俺を応援すること。なのであるが……何も特技のない俺は、まず出し物自体が決まらないのだ。

「だ、だからそれをまず助けて下さい……」

「孝男ちゃん、そういうの見切り発車っていうんだよ～？」

「ひなってば超むずかしい言葉知ってる～！　すご～い！」

「お姉ちゃんの持ってる漫画に載ってたの！」

「ひなちゃんそんなことを言っては失礼ですよ。孝男さんはちょっと考えが浅はかだったためにテンションで行動してしまっただけなのです」

「は、華はな光みつちゃんの言葉が一番痛いよ……」

「でも～本当のことだしぃ～きゃははっ」

　マカロンちゃんが笑う。小学生にまであきれられてしまった。しかし無理もない。あの時はなんとかなると思ったが、自分にこれだけ何も特技がないとは思わなかった。

「ところで孝たか男おちゃん。その文化祭の代表って、いったいどんなことをすればいいの？」

「なーんでもいいんだよ」

「ええっ、それなら悩むことないじゃん」

「ところが俺おれにはなーんにもないんだよ～ん」

「……投げやりになっているな。僕が代わりに説明しよう。文化祭とは、文字通り文化に関する出し物をするイベントだ。だから文化系のものであれば何でもいいんだよ」

「文化系って？」

「そうだな……簡単に言えば芸術のことだよ。例えば作品創づくり。絵画や彫刻に書道など、自分の作品を展示するというものだ。それからパフォーマンスという方法もある。歌や楽器などの音楽に、ダンスや演劇など、自己表現の方法は多た岐きに亘わたる。芸術に決まった形はないからね。その意味では本当に何でもいいんだ」

「ふーん、そうなんだぁ！　孝男ちゃんは、その中でなんか一つくらいできないの？」

「できまっしぇーん！」

「んだよ、サイテーだな孝男っち」

「きゃははっ♪　おねーちゃんに言われたらおしまいだし～」

「うるせー！　マカロン！」

「しかし本当に困ったな。何か一つくらいかじったものがあれば、三さん条じよう院いんのつながりでその道のプロに短期特訓をしてもらうこともできたのだけれど……下地がゼロではさすがに……」

「あ～そうですよっ。俺はなんっの特技もないつまらない人間ですよーっだ！　なんだよなんだよ、みんなしてバカにしやがって……」

　俺はすっかり不ふ貞て腐くされた。

「特技……かぁ……絵を描かいたり……歌を歌ったり……げいじゅつ……げいじゅつ……」

　ひなちゃんがブツブツ言っている。

「ねぇ、宗むね光みつお姉ちゃん。例えば……えっと……何かを書くこともげいじゅつ？」

「何かを書く？　そうだな、文章を書くことも芸術の一つだよ」

「本当？　ねぇ、孝男ちゃんっ！」

　ひなちゃんが俺を揺り起こす。

「あるじゃんっ、特技っ！」

「え～ないよ俺なんかには一つも」

「あーるでしょ！　すごいのが～っ！」

「ええっ？　いったい何？」

「こーれっ！」

　ひなちゃんがタブレット端末を持ち出して操作をすると、画面を見せた。

「これだよっ！　この『姫ひめ恋こい日記』！」

「ああそれね……って、わああああっ！」

「なんだよ、その『姫恋日記』って」

　美作みまさかが覗のぞき込もうとする。ヤバイ……！

「うわあああなんでもないなんでもない」

「あのねっ、孝たか男おちゃんがお姉ちゃんへの恋心をポエムにしたブログ……」

「わあああああうわああああ」

「なにそれ、超面白そうじゃんっ！　見せてっ」

「だめええええっ！」

　ひなちゃんの手から端末を奪だつ取しゆしようとするも、「へっへ～残念でしたぁっ♪」と軽やかにかわされて速すみやかに美作の手へと渡ってしまった。というか俺おれがトロいのだ。

「ポエムブログ『姫恋日記』……これ孝男っちが書いてんの？」

　ひなちゃんが「そうだよ！」と代わりに答える。

「孝男ちゃんがね、お姉ちゃんのことを想おもってずーっと書いてるんだって。すごいでしょう？」

「へえ～すげえな。どれどれ……」

「み、見ちゃだめええええっ！」

「マカロン、そいつ押さえとけ！」

「オッケ～っ♪」

「うぎゃあっ」

　マカロンちゃんが俺の背中に馬乗りになる。

「僕も見させてもらおう。華はな光みつ、マカロンちゃんの援護を」

「は、はいっ。わかりました！　ご、ごめんなさいね、孝男さん。んしょっ」

　華光ちゃんもそっとお尻しりを下ろす。華きや奢しやな二人の体重などたかが知れているけれど、だからこそ本気で撥はね除のけられない。ひ、卑ひ怯きようだ……。

「や、やめろおおおお！」

　俺は幼女二人の尻に敷かれながら、悲痛に叫ぶことしかできなかった。

「うわっ、すげえ昔から書いてんだな……」

「ああ、すごい量だ。よくこれだけネタが続いたものだ」

「孝男ちゃんって、ロマンチストだよね～」

「だな～。わっ、これなんてタイトルすげえぞ。『君はショートケーキ』……よくわかんねえな」

「『スノーホワイトプリンセス』……要は白雪姫のことか？」

「み、見ないでえええええっ！」

「ああ、なるほどね。たいてい誰だれにでも好まれるショートケーキと、誰からも好かれる緒お方がたのことを掛けているわけか。へえ～」

「こちらも白雪姫を緒方に例えているらしい。確かにイメージが似ている」

「やめてええええっ！　冷静に解説しないでええええっ！」

　次々とページをめくる美作みまさかと宗むね光みつ。なんだか笑いを堪こらえているようにも見えた。そりゃそうだ。こんなもの面白いに決まっている。片思いを実らすこともできず何年もこんなポエムをしたためて、なんて気持ちが悪いんだ俺おれ。

「ね、ねぇ、もう本当にいいじゃん。見てもなんにも得しないって！」

　再び幼女二人の尻しりの下から叫んだ、その時だった。

「なぁ、マジでこれいいじゃん！」

「これはすごいぞ」

　美作と宗光の二人が同時に言った。尻の下の俺は「へ？」と間抜けな声を出す。

「最初はちょっとヤベーと思ったけど、なんていうか、それってちょっと恥ずかしくなったからそう思って誤ご魔ま化かしただけっていうか……うまく言えねーけど……読んでたらきゅんときた」

「短い言葉でメッセージを伝えなければいけないので、詩はとても難しい。しかしここにある詩はすごく心に響ひびく。強く大きな感情が込められているからだろう」

「えっ、ほ、本当!?」

　思わず起き上がってしまい、尻の上の二人が「うわっ」「はわわっ」となったので謝る。

「うん、マジでいいと思うぜ！　あたしは感動した」

「僕もだ。いい詩だと思う」

「あ、ありがとう」

　そんな風に言ってもらえるとは思わず、お礼を言った。知り合いに見せて感想を貰ったのは初めてで、なんだかとても照れくさかった。でも……嬉うれしいもんなんだな。

「ほらねっ！　ひな、こんなにたくさんのポエムが書けるってすごいなって思ってたの。だから、これってもう孝たか男おちゃんの特技だよっ！」

「これが……俺の特技……」

　これは中学一年の時からずっと続けている唯ゆい一いつのことで、たくさんのアクセスがあるわけではないが、それでも匿とく名めいでチラホラと感想を貰ったりもするようになっている。この詩は緒方のことを想おもって書いたものなので、それを褒ほめられることはなんだか俺の想いを肯定されたようで、とても嬉しかった。

「ひなちゃんの言う通り、文化祭での発表はこれにしたらどうだ？」

　宗むね光みつが真剣な表情で言う。

「これを……発表……」

　誇れることは緒お方がたへの一いち途ずな想おもいだけとそれだけは豪ごう語ごできる俺おれにとって、この詩たちはすなわち俺の誇れるもの……。

「やってみようよ、孝たか男おちゃんっ！」

「あたしも超いいと思うし～」

「はい。すごく名案だと思います」

　キラキラとした瞳ひとみで放課後恋愛部の三人が迫るので、俺はつい頷うなずいてしまった。いや、違う。きっと心のどこかにこの詩を誇る気持ちがあって、名前を明かして学校のみんなに見せてみたいと本当は思っていたんだ。

「……うん、そうだな。どのみちそれ以外に何もないし……やってみよう！」

「うわーいっ！　決まり～っ！」

　小学生三人組は手を上げて喜んだ。

「でもさ、これってどうやって発表すんだ？　パソコンとかスマホをただ見せるだけじゃつまんねーし、そもそも作品っぽくないよな」

　美作みまさかが言った。宗光が答える。

「本にするという手もあるが……いかんせん文字媒ばい体たいというのは伝わるのが遅い。展示したところで、熟読するのは数人だ」

「パネルにして何枚も飾るとか……ってすげえ量になっちまうか。絵と違って難しいな」

「筆で色紙に書いてみるとか。俺の名前もちょうどいいし。たかを、的な」

「それパクリじゃねえかっ！」

「ポエトリーリーディングという表現方法もあるが……」

「え～、なにそれなにそれ!?　なんかかっちょいいじゃーん！　さっすが宗っち物知り！　で、そのポエトリーなんちゃらって？」

「詩人が自ら自分の作品を読み上げるというものだ。だから作品展示ではなくパフォーマンスの方になる。曲をつけたり演劇風にしてみたり、色んな演出ができる」

「ええっ!?　俺が読むのっ？　自分の詩を？　自分で？　な、なんかそれめっちゃ恥ずかしくね!?」

　想像してみる。舞台の上で『君はショートケーキ』や『スノーホワイトプリンセス』等々を恍こう惚こつと読み上げる俺……。

「なんか……キモくね？」

　二人も想像したのだろう。微妙な表情をして黙り込んでいたので、本人である俺が口火を切ってあげた。

「……ああ、ナシだな」

「ナシだね。なんか痛い。超痛い。かわいそう」

　おい美作みまさか、言いすぎだ！

「はぁ……いったいどうすりゃいいんだよ……」

　発表したい事柄は決まったが、その表現方法がわからない。しかしそれこそが肝きものような気がする。何かいいアイデアはないものか、高校生三人は頭を捻ひねった。メモ用紙に案を書き込んではボツを繰り返す。

「ねぇ、折り紙やろ～！」

「超さんせ～いっ！」

「何を作りましょうか？」

　そして小学生三人は、その真ま面じ目めな雰ふん囲い気きにすっかり飽あきて遊んでいた。

「さぁ、ひなと二人で愛の逃避行よ！　飛行機に乗って逃げましょう、孝たか男おさんっ！」

　俺おれかよっ！

「あたしと結婚するって言ったじゃない！　この裏切り者っ！」

　俺、最低じゃねえかっ！

「三さん条じよう院いん家の娘を騙だますとはいい度胸です……マカロンさん、ここは騙された者同士手を組みませんか？」

　もう一人いたっ！

「三条院家を敵に回すとどうなるか……教えて差し上げます……ミサイル発射っ！」

　そして俺、死亡っ！

「なんなんだよ、その遊びっ!?」

　突っ込みどころ満載の設定に耐え切れず、とうとう声に出してしまった。「ちゅど～ん」や「どか～ん」などと言っていた三人がきょとんとこちらを向く。ひなちゃんが答えた。

「へ？　『愛の逃避行～裏切りの四角関係～』ごっこだよ？」

「みなさんご存知のように言われましてもっ！　ったく……俺たちが真剣に考えているっていうのに……」

　床には三条院家によって撃げき墜ついされた紙飛行機が落ちていた。ったくメモ用紙をこんなことに使って……。拾い上げた、その時だった。




　…………ん？　紙飛行機？




「それだっ！」

　途と端たんにインスピレーションが湧わいた。

「みんなっ！　俺すっげえいいこと思いついたっ！」

　思ったよりも大きな声を出してしまい、全員きょとんとしている。

「このたくさんの詩を面白く発表するいい方法を思いついたんだよっ！　それは……」

　それはまるで、小学生の頃ころに新しい遊びを思いついた時のようなわくわくとした気持ち。やっぱり……小学生ってすげえや……！　そう思いながら、俺おれはみんなに思いついたアイデアを話した。





＊






　そして二週間後、いよいよ文化祭当日がやって来た。

「う、うえええ～……緊張するよう……」

　俺は朝から緊張で吐きそうだった。

「大だい丈じよう夫ぶだよ、孝たか男おちゃん！　あんなにがんばったんだもん！」

　ひなちゃんが俺を励はげます。文化祭は見学自由なので、一般の人も入ることができるのだ。

「高校の文化祭って～超イイ感じぃ～！」

「はいっ。お祭りみたいで、なんだかわくわくします」

「ひなたちも、早く大きくなって文化祭やりた～いっ」

　ガチガチになっている俺をよそに、「ねぇ～」なんて言いながらそんな風にのんびりと話す三人を見ていたら、なんだかほっこりとして少し緊張が和やわらいだ。

「なぁーに小学生ナンパしてんだよ、このロリコンッ！」

「!?　いってえっ！」

　思いっきりケツを叩たたかれた。振り向くとそこにいたのは美作みまさかと宗むね光みつ。

「な、なんだおまえらかよ……」

「孝男っち、緊張してんなぁ～。ぷくくっ」

「あ、当たり前だろ！　こんなこと初めてなんだから……」

「プログラムを持ってきてやったぞ。おまえ……パフォーマンス部門のトリなんだな」

「そーだよ、だから余計に緊張してんの！　まぁ外でやるのが俺だけだから仕方ないんだろうけどさぁ……トリって……」

「いんじゃね？　目立って。だってこういうのは目立たなきゃ意味ないっしょ！」

「その通りだ。それに外でのパフォーマンスが唯ゆい一いつというのなら、やはりそれだけ斬ざん新しんな企画だったということじゃないか」

「そ、そうかなぁ……」

　俺の考えた発表の方法はこうだった。
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「ポエムを紙飛行機にして、屋上から飛ばす!?」




　全員の声が揃そろう。

「どういうことだ？」

　宗むね光みつが怪け訝げんな顔をした。

「まず詩を紙に書くだろう？　それで紙飛行機を折るんだ。いーっぱい！　そしてそれを屋上から運動場に向かって一いつ斉せいに飛ばす！」

「わぁ～、楽しそうっ！」

　ひなちゃんたちが色めき立つ。

「テーマは……そうだな……『あなたへの恋のメッセージ』。俺おれみたいに恋愛のことで悩んでる人って、たくさんいると思うんだ。そういう人たちへのメッセージとして紙飛行機を飛ばす。たまたま拾った紙飛行機に書いてあったことが、あなたへの恋のメッセージってわけ……とにかくさ、どうせやるなら少しでも誰だれかの力になれればいいなって！」

「お～！　マジすっげーじゃん、その企画！　さっすがロマンチストの孝たか男おっち！」

「別にそんなメッセージはいらないって人は、紙飛行機を飛ばす側に回ればいいだろ？　だって屋上から大量の紙飛行機って、単純にちょっと見てみたいしっ！」

「うんうん！　ひなも見てみたいっ！」

「なるほど……うん、すごくいい。メッセージ性もある上に、全員が参加して楽しめる。ともすれば独りよがりになりがちの個人発表の中で、これは極めて斬ざん新しんだ」

「だろっ!?」

「孝男ちゃん、これいいよーっ！　やろうやろうっ！」

「あたしも紙飛行機、超とばしたい～っ！」

「すごく素敵な企画です」

　ひなちゃんたち小学生三人は、瞳ひとみをキラキラさせて俺の方を見た。

「子供からそう言われたら、なんかすげえ自信出てきたよ。よーしっ、決めたっ！　俺の発表は恋の紙飛行機……『あなたへの恋のメッセージ』だっ！」

　俺は「いえーい！」と全員とハイタッチする。

「ところでその紙飛行機だが、どのくらい用意するんだ？」

「そうだなぁ……うちの学校は一つの学年が十クラスだろ？　まぁだいたい三百人として、一般の人も来るわけだから……まぁキリよく千ってとこかっ！」

「そ、そんなにかよ!?　ま、まぁでもすでにこれだけポエムのストックがあればなんとかなるか」

「いや、美作みまさか。古いストックは使わない」

「え、ええっ!?　じゃあ今から千個、新しくポエムを作るってのか!?」

「書き下ろしなんて無茶だよ！」

「いや、無茶なんかじゃない！　俺おれさ、今まで色んなことから逃げてきたんだ。それは緒お方がたのこと以外にも……それは自分に自信がなかったから。傷つくのが怖くて、色んなことに言い訳して逃げていた。でもやっとわかったんだよ。自分を変えられるのは自分だけだって。そして……自分を好きにならなければ、好きな子に『好き』だなんて伝えられるわけがないんだって。みんなには感謝しているよ。そう思えるようになったのは……みんなに出会えたからだから……」

「孝たか男おちゃん」「たかぽん」「孝男さん」「孝男っち」「山やま田だ孝男」……全員がそれぞれの呼び方で、俺の名前を呟つぶやいた。

「だから……これは自分への挑戦だっ！」

　俺は威い勢せいよく立ち上がると、声高らかにそう宣言した。
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「ああ……緊張する……」

　文化祭も終盤に差し掛かり、生徒たちは惜しむかのように色んなブースを行ったり来たりしている。体育館ではパフォーマンス部門の発表が行われており、歌や楽器の音が漏もれ聞こえていた。俺はというと、緊張と疲れのあまりずっと中庭で座り込んでいた。「ふわあ～あ」と、大きなあくびをする。

　千個のポエムというのは思った以上に大変で、できあがったのがギリギリになってしまった。だから昨日きのうは徹てつ夜やして紙飛行機を折っていたのである。俺の中指には、書き写した時にできた大きなペンだこができていた。でもこれは、努力の証あかしだ。こんなにも頭を使ったのは受験勉強以来かな……いや、答えがないぶん、受験より辛つらかったかもしれない。

　それから感覚の違いにも驚おどろいた。ネットに載せるだけの自己満足な言葉と、誰だれかに伝えるために書く言葉とは、とても大きな違いがあるのだと知った。後者はとても重く、しかし納なつ得とくのいく仕上がりになった時の達成感は格別だった。

「眠いし手痛いし緊張はするし……ったく、大変なことだらけだよ」

　だけど言葉とは裏腹に、自分が笑顔になっているのを感じていた。すると校内放送が流れた。




『次のパフォーマンス部門のご案内です。ラストを飾るのは、一年二組の山やま田だ孝たか男おくん。テーマは〝恋の紙飛行機～あなたへの恋のメッセージ～〟です。なお、この発表は参加型になっているそうです。みなさん、運動場へ集まりましょう』




「……よしっ」

　俺おれは小さく気合を入れると、千個の紙飛行機が入った大きな袋を担かついで、屋上へと向かった。
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「おっ、やっと来た～！　お～い！　主役がおっせえぞ～！」

　美作みまさかが大きく手を振って出迎えた。

「千個の紙飛行機となると、やはりなかなか大量だな」

　腕を組みまじまじと袋を見つめる宗むね光みつ。

「ひなたちも手伝ったんだから、感謝してよねっ！」

「わかってるよ。みんなには本当に感謝してる」

　紙飛行機を折るのは、みんなにも手伝ってもらっていたのだ。おかげで小学生三人組の作った個性的な飛行機も混じっている。昨日きのう徹てつ夜やしている時にその一つを見つけて、思わずクスリと笑ってしまった。

「さぁーて、いよいよ本番だ！　行くぞ～！」

「孝男ちゃん！　ほいっ」

　ひなちゃんが拡声器を渡してくれる。それを手に、屋上の縁へりまで近付いた。下を見ると、思ったよりも人が集まっていた。あの校内アナウンスだけでは発表の詳細はわからない。いったい何をするのかと、興味本位でたくさんの生徒たちが集まったようだ。

　高所の恐怖と緊張が相まって、胸の奥がヒュッとなる。ヤ、ヤバイ……手が震ふるえてきた……。

　足もすくみ、喋しやべろうとするがうまく声が出ない。足元からは何百もの視線が俺を見上げていた。ど、どうしよう……やっぱり俺なんかにこんな大舞台は無理だったんだ！

　思わずぎゅっと目をつむった。その時だった。




「孝男ちゃんなら、きっとできるよ！」




　え……？

　あの時の緒お方がたの台詞せりふ。しかし振り向いてそこにいたのは、緒方姫ひめ子こではなくミニサイズになった彼女の姿……ひなちゃんだ。

「だから、がんばって！」

　両手をグーにして、高らかに突き上げる。その笑顔はお姉ちゃんと同じ、向日葵ひまわりのようだった。その眩まぶしい笑顔に思わず見み惚とれる。しかしその後でズッコケた。

「がんばって、孝たか男おちゃんっ！　もし一番になったら…………ひなが、チュウしてあげるからっ！」

「…………しょっ、小学生からチュウされても嬉うれしくないっつーのっ！」

「ええ～？　な、なんでえ～？」

「ひ、ひなちゃん、違いますっ！　孝男さんがキスして欲しい相手は、ひなちゃんのお姉さんですよっ」

「そこも別にしっかり説明しなくていいからっ！」

「はわっ！　ご、ごめんなさぃ……」

「あははっ。もういーじゃん、たかぽん。姉妹とチュウしちゃえばっ！」

「そして何な故ぜチュウする前提になっている!?」

　ぺろりと舌を出して「えへへ」とおどけるひなちゃんは、やっぱり緒お方がたとは似ても似つかないあどけない子供だった。あっぶね～！　ちょっとときめいちゃうところだったじゃんよ！　しかしひなちゃんたちのおかげでだいぶリラックスできた。そうだ、俺おれは自分のため……そして、緒方のために変わらなくちゃいけないんだ……！

　コホンと咳せき払ばらいをすると、拡声器のスイッチを入れる。キュイーンとお決まりの高音が鳴った。心を落ち着けるために大きく深呼吸をする。そして話し出した。




「みなさんは恋をしていますか？」




　シーンとなった後に、クスクスと笑い声が起こる。いや、ここまで聞こえてくるくらいなのだから、結構笑われているのだろう。しかしそんなことは構わない。今からもっと笑われるであろう恥ずかしいことが待っているのだから。

「僕の発表は、『恋の紙飛行機～あなたへの恋のメッセージ～』です。僕の趣味は、恋を題材にポエムを書くことです」

　今度は大爆笑が起きる。「マジかよ、ダッセー！」「女子かよっ！」などと、桜さくら井いとその仲間たちの野や次じも聞こえた。

「みなさんは恋に悩んだことはありませんか？　恋とはとても厄やつ介かいな奴やつです。きゅんきゅんさせたり、ドキドキさせたり、時にはハラハラさせたり……僕たちの心を振り回して悩ませます。でもそんな風に心を乱すことって……きっと恋だけなんです」

　笑い声はぱらぱらとしか聞こえなくなった。少なくとも話を聞いてくれてはいそうだ。

　頑張れ、俺！　拳こぶしを握り締めて再び話し出す。

「そのきゅんきゅんやハラハラやドキドキを……僕はポエムにしました。今からそれを紙飛行機にして飛ばします。もし恋に悩んでいる人がいたら……その紙飛行機を拾ってみて下さい。それがあなたへの恋のメッセージです。まだ恋をしていない人、自分は幸せな恋をしているといううらやましい人、そして誰だれかに恋心を伝えたい人……そんな人たちは今から屋上に来て下さい。一緒に紙飛行機を飛ばしましょう。このポエムが、恋のメッセージになって誰かに届きますように……」

　終わった…………俺おれは目をつむり、ゆっくりと拡声器を下ろした。運動場の様子はどうなっているだろう？　とても静かだった。つまらないとみんなが去ってしまったら、この企画は終わりだ。おそるおそる、俺は目を開ける。

　まだみんないた……！

　しかしみんながみんな様子を窺うかがっているようで、動こうとしない。「どうする？」「でも……」というような声がぱらぱらと聞こえた。全体的に微妙な空気が漂ただよっている。

　どうしよう……このままじゃしらけてしまう……盛り上げるにはどうすれば……。

　その時、不意に宗むね光みつがやって来て俺の手から拡声器を取った。

「僕はまだ恋をしていない。だから、未来の可能性に向かって紙飛行機を飛ばそうと思う。一緒にどうかな？　こ……子こ猫ねこちゃんたちっ♪」

　その瞬しゆん間かんである。

「きゃあああああああ宗光様ああああああっ！」

　耳をつんざくほどの黄色い歓声が上がり、地じ響ひびきのような音と共に女子の集団が屋上への階段に向かって走って行った。さすがは美少年である。そして子猫ちゃんだなんて、宗光もなかなかのキャラだ。そして誰かが動くと途と端たんに影えい響きようされるのが日本人の心理。宗光ファンの女の子たちが動いたら、他ほかの女の子たちもそわそわとし始める。「どうする？」「面白そうだし行ってみようか」「私は残って紙飛行機を拾ってみようかな」……なんて声が聞こえた。集団の後を追うように、屋上に向かう子たちの姿が見える。

「ありがとう、宗光！」

　すると拡声器を突っ返しながら宗光が言った。

「なにやっているんだ！　ちょっとシーンとしたくらいで動揺して。おかげで僕が必要以上のリップサービスをしてキャラ崩ほう壊かいをする羽目になっただろう!?」

　真まっ赤かになっている。やっぱり恥ずかしかったのだ。

「え、あ、お、俺を助けるためにそこまでして？」

「当たり前だろう!?　と……友達なのだから……」

　最後は聞き取れないくらいの声で言った。

「宗光…………ありがとうっ！　本当にありがとう！」

「まったく男なんだからしっかりしろ！」

　すると今度は、

「あーっ！　宗むねっちズル～い！　あたしもやりたいやりたいっ！」

　美作みまさかがやって来た。そして拡声器をぶん取る。

「さぁ～女子はみんな動いちまったぞ～！　男子のみんなはどーすんだっ!?　今から飛ばされる紙飛行機は、憧あこがれのあの子からのメッセージかもしんないぜ～！　屋上から一緒にキャッキャウフフしながら飛ばすのもいいよなっ！　さぁっ、みんな動け～！」

　やはり美作は独特のオーラを持っている。みんなが敬遠するのは、影えい響きようされてしまうのが怖いからなのだろう。でも一度視界に入れてしまうと、目が離せなくなる。もしくは「パンツ見えた」という声が聞こえたのでそのせいかもしれない。とにかく美作に魅み了りようされた男子たちも、恥ずかしそうにしながらもだんだんと動き始めた。「へへ～っ♪」と、誇らしげな顔で親指を立てる美作。俺おれも同じポーズを返した。




「孝たか男おちゃーんっ！　みんないっぱい集まってきたよう～！」

　ひなちゃんが大きな声で俺を呼ぶ。振り向くと、屋上にはたくさんの生徒が集まっていた。運動場に残っている人数と見比べる。ちょうど半分半分といったところで、とてもいい塩あん梅ばいだった。俺は再び拡声器を手に取った。

「みなさん集まってくれてありがとうございます！　ではこれから紙飛行機を飛ばしたいと思います。それぞれの恋の想おもいを込めて……それでは飛ばして下さいっ」

「えいっ！」

　俺が言い終わるのと同時に、ひなちゃんが紙飛行機の入った袋を逆さまにする。「わあっ」という歓声と共に、生徒たちは一いつ斉せいにその山に群がった。

「それ～っ！」

「飛んでけ～！」

　そして掛け声を発しながら、手にした真っ白い紙飛行機を次々に飛ばして行く。

「ユキコちゃんっ！　好きだあああっ！」

　中には大絶叫して告白をしながら飛ばす者までいた。

「あははっ。これ結構楽しいかも～」

「物理学的には羽をこうした方がより遠くへ飛ぶはずだ」

　話したこともない派手な女子たちや、一見こんなものには参加しそうにない秀才の男子たちまで、本当に様々な生徒たちが集まっている。

「ひなたちもやるぅ～っ！」

「超ぉ～～とっばすぞ～っ！」

「私も負けませんっ！」

　放課後恋愛部の三人と、

「あたしもあたしもーっ！　それ～っ」

「へぇ、結構飛ぶもんなんだな」

　美作みまさかと宗むね光みつの二人。

　みんなみんな、楽しそうに紙飛行機を飛ばしていた。

　よかった……みんな、笑顔だ。

　少し離れたところでそれを見ていると、不意に腕を引っ張られた。

「ん？」

「ねぇねぇ、孝たか男おちゃん！」

　ひなちゃんだった。

「下を見て」

　どれどれと運動場を見下ろす。

「真ん中ら辺！」

「真ん中……あっ」

　そこには……見逃すわけがない。緒お方がたがいた。屋上にはいなかったので、ずっと気になっていたのだ。

「お姉ちゃん、もしかしたら孝男ちゃんからのメッセージが欲しいのかもよっ！」

「なっ、んなわけないだろっ」

「わかんないじゃーんっ！　よしっ、孝男ちゃんも紙飛行機、飛ばそっ！」

「わっと」

　ひなちゃんは強引に俺おれの腕を引っ張り縁へりへと連れ出すと、「はいっ」と紙飛行機を差し出した。

「孝男ちゃんの……恋のメッセージ！」

「……うんっ！」

　俺は右手にそれを構えると、

「それっ！」

　紙飛行機を飛ばす。

　それは風に乗って、大空に舞い上がった。

「わぁ……すげえや……」

　今日きようの天気は、まるでこのためにってくらいに雲一つない晴天だった。







　抜けるような青い空を、無数の真っ白い紙飛行機が飛んでいく……。







「綺き麗れいだなぁ……」

[image: ]

　思わず独りごちた。その噓うそみたいに綺き麗れいな光景を、ずっとずっと見ていたいと思った。

「ねぇ、孝たか男おちゃんの気持ち……紙飛行機に乗ってお姉ちゃんに届くといいねっ！」

　ひなちゃんが笑いながら言う。

「うん……いつか届くといいな！」

　俺おれは素直な気持ちで、頷うなずくことができたんだ。





＊






　俺の発表は大成功だった。

　意外だったのは先生からの反応の良さで、今までにないパフォーマンスだったと褒ほめられた。参加型の発表というのもポイントが高かったらしい。生徒たちからの評判も上々だ。拾った紙飛行機を見せ合い、わいわいと盛り上がる光景があちこちで見られた。こっそりとお礼なんかも言われた。




「ねぇ、山やま田だくん」

　振り向くとそこには、ほとんど喋しやべったことのない「イケてる」グループの派手な女子、城しろ崎さきさんがいた。

「このポエム、本当に山やま田だくんが書いたの？」

「あ、ああうん……」

「ふーん……」

「あ、あんまり上じよう手ずじゃないよね。ごめんね」

　小心者の癖くせで、つい謝ってしまう俺おれ。

「あたし今、片思いしてんだ」

「えっ、そ、そうなの？」

「うん……拾った紙飛行機に書いてあったポエム……なんていうか……今のあたしに超タイムリーな内容だったんだ」

「えっ、ほ、本当に？」

「うん。だから……ありがと。ちょっと勇気出た」

　そう言って足早に去って行く城しろ崎さきさん。俺のメッセージが……届いたんだ……！　嬉うれしかった。すごくすごく……嬉しかった。

　その後も続々とお礼や感想を言いに来てくれる人がいた。「ポエムに励はげまされたから、今度告白してみる！」なんて人もいた。何もかもが本当に嬉しかった。

　ただ気になる点が一つだけあるとすれば、誰だれもがみんなこっそりと伝えてくる、ということだろうか。まぁそんなことはいい。誰しも恋愛事情を打ち明けるのは恥ずかしいものである。だからそんなことはどうでもいいのだ。

　あとは投票結果を待つばかりである。俺はもしかするともしかするんじゃないかと思っていた。




「えっ？　なんで？」

　拍手の中で一人、俺は呆ぼう然ぜんとしていた。舞台の上では、一年生の部で投票一位となった四組の佐さ々さ木きくんが表彰を受けている。披ひ露ろうしたのはバイオリン演奏だそうだ。

「あ、あれ……？」

　俺の発表は大成功をした。みんな感動してくれたはずだ。それなのに……。

「なんで？」

　俺の発表は、なんとビリだった。

「あ、あれ？　う、噓うそだよね？　あっ、し、城崎さん！　さっき俺のポエムに励まされたって言ってくれたよね!?」

「は、はぁ？　い、言ってないしっ！」

　ど、どうしてっ!?

　他ほかにもお礼を言ってくれた面々の方を見るも目をそらされた。

　な、なんでだっ!?

　あれだけ盛り上がって絶賛してくれたはずのみんなが、俺おれと目を合わせようとしない。

「ど、どうして……どうしてなんだようううう～～～!?」

　俺の悲痛な叫びがこだました。

　これは後で知ることなのだが、みんな恥ずかしくて投票しなかったらしい。恋というネタは、あまりにもデリケート過ぎた。感動したということは、すなわち何かしらの恋の悩みや希望を抱かかえていると白状しているようなものであるし、しかもポエムで感動したなど気恥ずかしくて大きな声で言えない。と、そういうことであるらしい。ちなみにこれは、あまりにも納なつ得とくできなかった俺が、後で執念深くリサーチした結果わかったものだ。

　でも今はそんなことはどうでもいい。

「おい、山やま田だ……」

　背後でドスの利きいた声がする。おそるおそる振り向くと、そこには桜さくら井いがいた。

「もし一位にならなかったらっつー約束……覚えてんだろうな？」

　バキバキと拳こぶしを鳴らしている。

　ああ……やっぱり俺なんかが目立っちゃいけなかったんだ。
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「ん……んん～……ここはっ!?」

　目を覚ますと、そこは保健室だった。

「あ……孝たか男おくん。よかった！」

「!?　え、う、お、緒お方がたっ!?」

　そして目の前には緒方がいた。

　保健室のベッド脇わきに好きな女の子という、妄もう想そうの中では憧あこがれまくったシチュエーションが、寝起きでいきなり現実になっており、俺は慌あわてて飛び起きようとする。しかし全身に激痛が走り、起き上がることができなかった。見れば、腕を中心に絆ばん創そう膏こうだらけである。そうだ。あれから俺はベタに体育館裏に呼び出されると、桜井率いる不良軍団に軽くではあるがボコられたのだ。

「い、いってえ……」

「ひどいことするわね、桜井くんたち……私、たまたまその現場を見つけたから大声で叱しかっちゃった。そしたら孝男くんが倒れているんだもん。私、本当にびっくりして……心臓が止まるかと思っちゃった」

「えっ、じゃ、じゃあもしかして緒お方がたがここまで運んでくれたの？」

「宗むね光みつくんとモンブランちゃんが手伝ってくれたよ。さすがに一人では無理だったから。私は看病をしたかったから残ったの。だって、子供みたいに傷だらけなんだもん。男の子と喧けん嘩かしてきた時の、ひなみたい」

　クスッと笑いながら、緒方が絆ばん創そう膏こうだらけの俺おれの手を取った。傷の痛さよりも、その行為に思わずかあっとなる。

「こ、これ……緒方がやってくれたの？」

「うん」

「そ、そっか……あ、ありがとう……」

　まるで小学三年生のあの時みたいだった。必死に逆上がりの練習をして怪け我がをしてしまった俺に、緒方が貼はってくれた絆創膏……。

「文化祭の発表、残念だったね」

　緒方が言った。そうだ。俺はビリだったのだ。あんなに頑張ったけれど、結局はかっこ悪い終わり方で、自分にがっかりする。絆創膏を貼ってもらったあの時から、まったく変わっていやしないと、ため息をついた。

「俺ってやっぱダメだな……」

　そう言うと、緒方がゆっくりと首を振った。

「そんなことないよ……孝たか男おくん、すごく……かっこよかったよ」

「えっ？」

　見る見るうちに顔が真まっ赤かになっていくのを自分で感じた……俺がかっこいい？

　そんなことを、あの美少女で優等生で俺なんかとは違いなんでもできる緒方姫ひめ子こが言うわけがなかった。でも、目の前の緒方は、俺をまっすぐに見み据すえている。とりあえず夢ではなさそうだった。

「ありがとう」

「な、何が？」

　俺はしどろもどろになってしまい、うまく喋しやべれない。

「紙飛行機、一つ拾ったんだよ。すごく素敵なポエムだった。あのね、私、最近ずっとイライラしていたの。塾じゆくに委員会に毎日忙しくて、友達と遊んだり好きなことをする時間もなくて……すごく余裕がなかった。孝男くんの書いたポエムはね、そんな私のトゲトゲした心を、まぁるくしてくれたの」

「お、緒方……」

「ちょっと恥ずかしいけどね……まるで王子様の言葉みたいだった」

「お、王子様!?」

「あっ、へ、変よね。高校生にもなって。わ、私なに言ってんだろ。つい……恥ずかしい」

　緒お方がたは途と端たんに真まっ赤かになった。なんだろう、慌あわてる様子が反則なくらいかわいい。

「ふふっ」

「あっ、た、孝たか男おくん！　今笑ったでしょう？」

「わ、笑ってない、笑ってない」

「ぷ、ぷう……」

　今度はリスみたいに膨ふくれた。表情がくるくると変わる。いつものツンと澄ました感じよりも、こういう緒方の方が断然好きだな。

「あとね、不思議なことがあったの」

「不思議なこと？」

「孝男くん、このサイト知ってる？」

　緒方はスマホを取り出すとその画面を見せる。それを見て心臓が止まりそうになった。




　そこに表示されていたのは、俺おれのポエムブログ『姫ひめ恋こい日記』だった。




「私、このブログのポエムが大好きでね。中学の頃ころに見つけてから、ずっと見ているの」

　う、噓うそだろ!?

「イライラした時や、悲しいことがあった時……ここのポエムを読むと、なんだか元気になれるんだぁ。あとね、趣味が合うみたいなの。私……実は少女漫画が大好きで、こういうロマンチックな言葉、弱いんだよね」

　言葉が出なかった。緒方がずっと俺のポエムブログを見ていただなんて。そんな奇跡があるだろうか？

「でね、孝男くんのポエム、この人の雰ふん囲い気きにすっごく似てたんだぁ。あったかくて、ほっこりして……だから私びっくりして、でもすんなり心に入ってきたの。この作者さんも、きっと孝男くんみたいにやさしい人なんだろうねっ」

　にっこりと笑う緒方。油断したら本当に泣いてしまいそうで、緒方の前で泣くのだけはさすがにかっこ悪いから、俺は最後のプライドでぎゅっと唇くちびるを嚙かんだ。




　緒方が……ずっと俺のことを見てくれていた。




　その奇跡のような事実は、一位になんてならなくても、なによりも嬉うれしいプレゼントだった。続けていることに無む駄だなものなんてないんだ。俺の長年の緒方への想おもいも……無駄なんかじゃなかったんだ。

　そして少し勇気を持って踏み出せば、世界はこんなにも変わる。

「あっ、そうだ。ひなも孝男くんのこと心配していたの。ちょっとこっそり呼んでくるね」

　小さくそっと手を振ると、緒お方がたは保健室を出て行った。

　一人になると急に身体からだが重くなった。疲労と痛みとで、思ったよりも身体はボロボロのようである。同時に泥のような眠気が襲おそってきて、俺おれは目を閉じた。ひなちゃん……俺、ちょっとだけだけれど緒方の王子様になれたみたいだよ……。さっきからの一連の出来事は、俺にとってはまるで夢みたいで。だからこのことも、もしかしたら夢だったのかもしれない。




「だいじょう……ぶ？」

　誰だれかが保健室のドアを開ける気配がした。てとてととかわいらしく近付く、小さな足音。それは俺のベッド脇わきで立ち止まると、そのままそこによじ登った。ギシッと、パイプベッドがその重みで軋きしむ。さらさらとした長い髪が、俺の顔に落ちる。どうやら女の子のようだ。息が耳元にかかり、顔が近付けられたのがわかった。そしてそのまま、女の子が耳元で囁ささやく。

「……ありがとう。私にとっては、一位だったから……」

　答えようとするが、あまりにも眠たくて目が覚めない。女の子が耳元から離れた。そう思った瞬しゆん間かんだった。




　ちゅっ。




　それは一瞬の出来事。俺のほっぺたに、柔らかい何かが触れた。

　もしかしてこれは…………唇くちびる？

　しかしファーストキスどころか、ほっぺにチュウも未経験の俺に、それを感触だけで確かめる術すべはなかった。てとてとと小さな足音が、今度は足早に去っていく。

『もし一番になったら…………ひなが、チュウしてあげるからっ！』

　ひなちゃんにそう言われたことを思い出す。ということは今のはもしかして……ひなちゃん？　しかし夢うつつだった俺は、この出来事自体、夢なのか現実なのか自信がない。よって、俺のほっぺファーストチュウの相手はわからず終じまいだ。







[image: 第十二章　それからの放課後恋愛部]







「さぁ、孝たか男おちゃん！　今日きようも恋愛レッスンを始めますわよっ！」

　会議室風の無機質な部屋。ホワイトボードを前に、だて眼鏡めがねを掛けて教師風に振る舞った小学生三人組が、机の前に座った俺おれを指した。今日も俺は、恋愛サンプルとしていつも通り放課後恋愛部に参加している。

「って、いつから教師になったんだよ！」

「たまには設定を変えてみるのもいいかと思いまして」

「さ～テキストを開くざますわよ！　たかぽん！」

「先生はそんな口調じゃねえだろっ！」

　机の上には、ティーン向けの女の子雑誌がずらりと並んでいた。

「ああーっ！　それあたしの雑誌じゃねえか、マカロン！」

「随ずい分ぶんと……低俗な雑誌だな」

「なんだとっ！　宗むねっち！」

　そして脇わきに立つのは、二人のクラスメイト。

「で、おまえらはいつまでこの部活に参加してんだよーっ！」

「ここは僕の家だ。だから当然、ここにいる権利はあると思うが？」

「うっ……」

「孝男っちの恋が成じよう就じゆするまでに決まってんだろ？」

「マジかよ……」

「ああ。文化祭には感動した。だから素直に応援したいと思った」

「ビリだったけどな……ぷっ」

「……笑うなっ！」

「だ、だって……あんなに張り切って演説して恥ずかしいポエムばら撒まいたのに……み、みんな寸前で裏切るんだもん……ふ、不ふ憫びんで不憫で……」

　笑いを堪こらえながら言う美作みまさか。

「お、おまえ本当は思ってないだろ!?」

　ぷっ、とこっそり宗むね光みつも吹き出した。

「あーもうっ！　おまえらただ楽しんでるだけだろっ!?」

「え～？　そりゃ楽しいに決まってんじゃん！　リアル恋愛ドラマを間近で見られる機会なんて、滅めつ多たにないんだし！」

「俺は見世物じゃねえっ！」

　ったく……なんでこんなことになってしまったんだ？　頭を抱かかえていると、ひなちゃんが言った。

「はいはーい！　静かにして下さーいっ！　今日はみなさんにお知らせがありますっ！」

　みなさんって、生徒役は俺一人だろ、と突っ込む。

「実は、転校生が来ることになりましたっ！」

「転校生？」

「入って来て下さーいっ！」

　バタンと勢いよくドアを開けて入って来たのは…………。




「みなさん、こんにちは！　転校生の、いちご姫ですっ！」




　スカートをひらりとさせ、ピンクのロリータ服姿の女の子が入って来た。

「……いちご姫？」

「きゅるんっ♪」

　きゅるん……？　なんだこのちょっと電波な子は……しかしどこかで見たことがある…………って！

「お、緒お方がたああああっ!?」

「きゃはっ♪」

「お、緒方！　ど、どどどうしてここに!?」

「えへ！」

　えへ！　じゃねえっ！　おそらく人生で初めて、緒方に突っ込んだ。ひなちゃんが代わりに答える。

「お姉ちゃんに思い切って放課後恋愛部のことを話したらね、一度来てみたいって！　あのお茶会がよかったみたい」

　いやいや、お茶会はただの迷走の一いつ環かんで主要な活動じゃないだろ!?

「ひなから聞いたの！　あの時……孝たか男おくんもあそこにいたんだよね？」

「え、い、いや、あのその」

「私……感動しちゃった！」

　はい？

「孝男くんが、女装をしてまでロリータ服が好きだったなんて！」

「え？」

　………………勘かん違ちがいされてるううううううう!?

「い、いや！　それは違う！　誤解だって……」

　しかし自分の世界に入ってしまった緒方は聞く耳を持たない。

「好きなものは好きって貫つらぬくその姿勢……やっぱり孝男くんはすごいなって。私、感動しちゃった！」

　な、なんか違うベクトルで伝わっている……。

「そんな孝男くんの姿を見てね、私はいつもいつも何を悩んでいるんだろうって恥ずかしくなっちゃった。だからね、私もう、我慢するのをやめたの。好きなものを素直に好きって言って、新しい自分になろうって！　孝たか男おくんには新しい世界を教えてもらってばっかりだよ！　本当にありがとう！」

　緒お方がたは俺おれの手を取ると、ブンブンと振り回す。

「は……はは……そりゃ、よかった……」

　俺はもう、そう答えるしかなかった。今いま更さらになってあの女装ロリータお茶会がこんな風に作用するだなんて……なんだろう、ある意味で放課後恋愛部の作戦は成功したと言えるのか？

　その新しい世界は、もしかして教えない方がよかったのではという思いが、頭をかすめる。

「と、いうわけで……みんなでお茶会だぁーっ！」

　ひなちゃんが叫んだ。

「準備しますわ。桐きり島しまっ！」

「はい！　華はな光みつお嬢様！」

　桐島さんが、色とりどりのロリータ服を持って現れる。

「きゃああああ！　かわいいっ！」

　緒方が絶叫した。そして……スイッチが入った。

「幼女がロリータ服……お、おいしすぎる……そしてこの執事服は宗むね光みつくんに……」

「えっ、僕も!?」

「そしてモンブランちゃんも似合うと思うの！」

「ええっ、あ、あたしはキャラじゃないって！」

「ほら、孝男くんも早くっ！」

「ええっ！」

「私、男の娘こ……実はアリなの！」

　…………そんなカミングアウトいらねえええええっ！

「緒方って……いいキャラしてたんだな……」

「ああ、僕も驚おどろいた」

　学校という狭い世界では、スクールカーストによって安易にキャラクターを決められてしまうことが多々ある。

　個人個人の本当のトコロは、深く接してみないとわからない……が、しかし……！

「孝男くんっ！　お願いっ！　これを着てええええ！」

「い、嫌いやだあああああっ！」

　緒方がこんな風だとは思わなかったああああああ！

　俺は心の中で叫んだ。

　誤解が元で本当の緒方を知ることができて、嬉うれしいやら悲しいやら。

「孝男くん！　逃げないでえええ！」

「あははっ！　お姉ちゃんがんばれえ！」

「たかぽ～ん、また超メガ盛りつけまつけたげるし～！」

「メイクもしましょう～」

「おっ、なにそれ面白そうだな！」

「面白そうだな。僕も取り押さえるのに協力しよう」

「嫌いやだあああああ！」

　ずっと好きだった女の子のことを、俺おれは何も知らなくて。でもこんな風に一緒に笑うことができるようになったのは、放課後恋愛部のおかげだ。

「あははっ！　楽しいね、孝たか男おちゃん！」

　ひなちゃんが笑う。

　俺の恋は、まだ一歩を踏み出したばかりだ。




　すなわち、放課後恋愛部との付き合いは、まだまだ続いていくことになったのである。










あとがき




　はじめましての方もお久しぶりの方も、こんにちは。このたびは『放ほう課か後ご恋れん愛あい部ぶ！』を手に取って頂き、ありがとうございます！

　まったくもってどうでもいい情報だとは思うのですが、この本が出る三月に自分はレベル三十になっております。そんな節目に新作が出せることを嬉うれしく思う反面、今改めて三み十そ路じになる自分に驚きよう愕がくしております。心はちっとも成長していないよ……！

　しかし作家というこの職業、子供心を忘れてはいけないなとも思っております。

　よく遊び、よく学ぶ。そして自分の気持ちに正直に、まっすぐ生きる。そう、放課後恋愛部の三人組のように。

　子供ってすごいなと思います。よくも悪くもストレート。その潔いさぎよさは時にうらやましくなります。そして発想が斬ざん新しん。話していると、時にハッとさせられます。ある時ふと思ったのです。学校や恋愛や仕事などなどに悩んだ時、一度子供心に返ってみるというのは、案外効果的なのではないかなぁと。

　そんな感じで、この物語は生まれました。あとはとにかくかわいい女の子が書きたくて。

　成長すればするほど色んな悩みが生まれますが、天てん真しん爛らん漫まんで明るくまっすぐな放課後恋愛部の三人組に、少しでも癒いやされて頂ければ幸いでございます。




　それでは最後に謝辞を。

　担当の黒くろ崎さきさま。いつもありがとうございます。挿さし絵えを担当して下さったしろさま。とてもかわいいキャラクターたちに大感激でした。そのほか細かく丁てい寧ねいなご指摘を下さった校こう閲えつさま、この本の出版に携たずさわって頂いた全すべてのみなさま、原稿修しゆ羅ら場ば時にも協力してくれる家族や、楽しみにしてくれている親しん戚せき・友人、そして誰だれよりも本書を手に取って下さったみなさまに最大限の感謝を伝えたいです。





美み月つきりん
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美み月つきりん

今年の目標は洋服のタグを付けたまま街を歩かないことです。あとカーディガンの裏表にも気を付けたいです。
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イラスト／しろ

埼玉在住のイラストレーター、漫画家です。

現在コミックアーススターにて漫画「ヤマノススメ」連載中、今度テレビでアニメもやります、よかったら見てください！







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部
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